
    
      
        
      
    

  


[image: ]







[image: ]







目次




プロローグ

第一章　資金繰り

第二章　まず××よりはじめよ

第三章　放送番組を作ろう

幕間話１　セリィナと死霊騒動

第四章　パルナムの休日

幕間話２　エクセル・ウォルター公の溜息

第五章　伝説の翁

第六章　救援

エピローグ

番外編　ある冒険者たちの物語







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]




「一かず也や……人はなぜ、家族を作ると思う？」




　秋の深まったある日、じいちゃんは俺にそんなことを聞いてきた。

　ちょうどばあちゃんの初七日が終わった頃のことだ。庭先でじいちゃんと二人、ボンヤリと空を見ていたときのことだった。質問の意味がわからず、なにも言えないでいると、じいちゃんはなにかを悟ったような顔で言った。

「一人で死なないためじゃ。婆ばあさんを看み取とって、つくづくそう思った。儂わしらは息子夫婦を早くに亡くしたが、お前がいてくれた。じゃからこそ、儂らの人生は満ち足りておった。繫つながりは、儂らがいなくなっても続く。生き物にとって、これほど誇らしいこともないじゃろう」

「じいちゃん……」

「じゃからこそ、儂は言っておきたい。一也。家族を作りなさい。そして、その家族をなにがあっても守り抜きなさい。昔から、お前はものわかりが良かった。……いや、物事を割り切って考えるところがある、というべきか」

「………」

「じゃがのう、家族のことだけは割り切るな。一度摑つかんだ手を、絶対に放すな。自分の人生を掛けて、なにがあっても守り通せ。そうすれば、必ず最期には『良い人生だった』と思えるじゃろう。婆さんや……儂のようにな」

「……まるで遺言だね」

　俺は茶化した感じで肩をすくめたのだけど、じいちゃんは大まじめに頷うなずいた。

「儂も歳としじゃ。いずれ一人になるであろう、孫に送る最後の言葉じゃよ」







　そのときの俺には、なにも返すことができなかった。

　そしてつい先日、俺の大学合格を見届けるようにして、じいちゃんも、ばあちゃんのところへ行ってしまった。一人きりになった家で、俺は呟つぶやいた。

「わかってるよ。じいちゃんの遺言は、忘れてないから」

　家族を持ち、その家族をなにがあっても守り抜く。

　その約束を胸に、俺は一人で、新たな生活をはじめる―――はずだった。





◇　◇　◇






「おお勇者よ！　よくぞ我が呼びかけに応えてくれた」




　目の前に現れた中肉中背の中年男性が、威厳ぶった声でそんなことを言い出した。

　歳は四十～五十歳くらいだろうか。コートほどの厚みのある赤いマントを羽織り、頭には金色に輝く王冠を載せている。どこからどう見ても『王様』だ。

　その隣に佇たたずむ妙齢の優しげな女性は『王妃様』だろうか。こちらはドレス姿で、プラチナブロンドの髪の、綺き麗れいな女性だった。歳も三十前後にしか見えない。

　周囲の状況を確認してみよう。高すぎる天井、並ぶ大理石の柱、下には赤絨じゆう毯たん。

　両脇に侍はべる兵士たちは一様に直立不動で、その中にいかにも宰相っぽい人も交ざっている。まさにＲＰＧのオープニングに出てきそうな、お城の風景だった。

　王様と城、そして先ほど聞いた「おお勇者よ」という台詞せりふ。

　………うん、落ち着け自分。焦ったところで事態は好転しない。

　まずは……そう、情報収集からはじめよう。

「な、なんじゃそんな目で見て。呼び出したことを怒っておるのか？」

　ジーッと観察していると、王様が急にオドオドしだした。

「いえ、状況が飲み込めないので……とりあえず説明してもらえますか？」

「れ、冷静じゃの。羨ましい限りじゃぞ……」

「国王陛下……」

「な、なんでもないぞい！」

　宰相の咳せき払ばらいに、王様はビクッと跳ねた。王様と宰相のそんなやりとりを見て、王妃様はクスリと笑い、兵士たちも苦笑いで見ていた。この一連のやりとりで、目の前の〝人の良さそうな王様〟が本当に〝人が良い王様〟なのだということがわかった。国のトップとしては覇気がなさすぎる気もするけど、臣民には愛されるタイプだろう。

　ともかくだ。俺は相手を威圧しないように、努めて冷静に尋ねた。

「それで、勇者とか言ってましたけど、魔王でも攻めてきたんですか？」

「本当に理解が早いのう。その通りなのじゃ」

「………」

　マジかよ……。夢、とかじゃないよな？　いや、言ってみただけだ。夢と現実の区別くらいつく。夢の中にいるようなフワッとした感覚はない。いまは試しようのない味覚以外の五感は正常に働いていて、これが現実の世界であることを告げていた。

　これが……現実……。もう一度言おう。マジかよ……。

「お、おい、どうされたのじゃ勇者。急に頭を抱えだして」

「いえ、気にしないでください。ちょっと目め眩まいがしただけです」

　頭が痛くなってきたけど、いまは我慢するしかないだろう。

「もう大丈夫です。状況を説明してください」

「そ、そうなのか？　じゃあ説明するぞい」

　そこから王様による「古いＲＰＧ序盤にありそうな冗長な、世界説明」が始まった。ゲームだったら【skip】したくなるほど冗長だったので、少しまとめてみようと思う。




　まずはこの世界のことについて。

　この世界は『超大陸ランディア』と、大中小の島々により成り立っているそうだ。

　超大陸ランディアには、大小さまざまな国が存在していて、人間以外にも獣人、エルフ、ドワーフ、半竜人ドラゴニユートなど多様な種族が暮らしている。これらの種族が共存している国もあれば、一種族を優遇している国、他種族の入国を禁じている国など、その形態はさまざまで、これらの国々は覇権を賭けて争ったりもしたらしい。しかし魔王領が出現してからというものは、各国とも表面的には協調路線をとっているそうだ。




　次にその魔王領及び魔王について。

　十年ほど前、超大陸ランディアの北の果てに通称『魔界』と呼ばれる空間が出現し、そこから大小さまざまなモンスターたちが湧きだして、大陸北方の国々を大混乱に陥れたのだそうだ。各国は連合して討伐軍を編制し、その魔界とやらへと攻め込んだ。

　しかし、その討伐軍は壊滅した。魔界には知能の低い（あるいは無いと思われる）『魔物』と、知能があり強力な戦闘能力を誇る『魔族』とがいるらしいのだが、この被害は魔族の攻撃によるものだった。また未確認ながら、その魔族たちを統べる王『魔王』の存在もささやかれている。

　この戦いのあと、主力軍を失った各国に魔界から出現する魔物を防ぐ余力はなく、北の国々は滅ぼされ、当初は小国程度だった魔界勢力の領土は、大陸の三分の一を占めるまでに至っている。現在、この領域は『魔王領』と呼ばれている。いま現在はその侵攻は止まっているものの、これは戦線が拡大したことで魔物・魔族が分散したため、各国でもどうにか戦線を維持することが可能になったからだと言われている。かといって人類側にも決め手はなく、前線の国々では膠こう着ちやく状態が続いているようだ。




　次にこの国のことについて。

　ここは『エルフリーデン王国』という、大陸の南東にある王制の中規模国家だそうだ。もともとはさまざまな種族が手を取り合う形で興した国であり、人間族の王を戴いただいてはいるものの、他種族の者も分け隔て無く受け入れている。どの種族であろうと、市民権があり、実際『国王』以外の全ての職業は他種族に対しても開放されている。王に苦言を呈していた宰相も、人間族との間に産まれたハーフエルフだそうだ。

　魔王領と接していないため魔物による被害は少ないが、もともと国力に乏しく、国庫事情はあまりよろしくないようだ。近年では食料不足も深刻で、さらに魔王領の拡大により故郷を失い、この国へと流れてきた難民たちがそれらの問題に拍車をかけている。

　また対外面にも暗雲が立ちこめている。

　魔王領を除けば最大の領土を誇る『グラン・ケイオス帝国』との関係が、ギクシャクしているらしい。帝国はもっとも多くの国境線が魔王領に接している国だ。第一次魔王領侵攻を主導した国家でもある。魔王領での敗北を受けて、帝国は各国に対して『戦争支援要請』をしているそうだ。単純に言えば、魔王領から遠い国家に、魔王領に近い国家を資援するよう要請を出しているそうだ。要請とはいえ、人類側最強国家が出せば強制に近い。王国に対してもこの要請は来ているのだが、いまの状況では支払うことが難しいらしい。




　最後に、俺をこの世界に呼び出した『勇者召喚』について。

　帝国が出してきた『戦争支援要請』の中に、『支援金が払えないならば、貴国に伝わる勇者召喚の儀式を執り行い、勇者を召喚し、その身柄を帝国へと送るのでもいい』という文言があったらしい。この国に支援金を払う余裕がないのは自明であり、もしかしたら、帝国にとってはこちらが本命だったのかもしれない。勇者を戦力として使いたいのか、解剖して研究でもする気なのか、まさか最初から期待などしておらず、要請に応えないことを理由に、王国に侵攻するつもりなのか……。帝国の思惑がわからないために、憶測が憶測を呼んでしまい、王国側は疑心暗鬼に陥っていた。

　王国はこの事態に対し、とりあえず勇者召喚の儀式だけでも行うことにした。引き渡しに応じるかどうかは未定だが、勇者召喚に成功すれば交渉のカードになる。それにはまず、要請に応えて、儀式を行ったという姿勢を示さなければならなかった。

　……ここまで言えばわかると思うけど、王国もまさか〝本当に勇者が召喚される〟とは思っていなかったのだ。

「オイッ！」

「ひぃぃ！　ごめんなのじゃぁ！」

　俺が思わず大声を出すと、王様は怯おびえて跳び上がった。

「あ、すみません。取り乱しました」

　こんなでもこの国の王様なんだよな。あまり無礼な態度は控えないと。

　しかし……俺は本当に偶然、誰に期待されたわけでもなく、召喚されたのか？

　心を落ち着けるために一度深呼吸してから、俺は王様に尋ねた。

「……それで、どうする気なんです？」

「ど、どうするとは？」

「自分を帝国に送るのかって話です」

「それは……どうしたものかのう？　困ったぞい」

　王様は本気で悩んでいるようだった。これはちょっと意外だ。

　俺はてっきり「帝国が怖いんじゃあ！　我が国のために帝国の下に行ってくれぇ！」と泣き落としでもしてくるのかと思っていた。見るからに気弱そうだし。

「なにを悩んでいるんですか？　帝国は怖いんでしょ？」

「怖いのじゃ！　怖いからこそ悩んでおるのじゃ！」

「失礼ながら、ここは私がご説明しましょう」

　そう言って進み出たのは、ハーフエルフの宰相だった。

「現在の我が国と帝国の国力差は歴然。とてもではありませんが、帝国の方針に対し、首を横に振れる状況にありません。そんな状況下で貴方あなた様さまは、我が国が運良く手にできたたった一枚のカードです。これを切ってしまえば、我が国にはもう、帝国と交渉できるほどの材料がありません。たとえ今回のことを乗り切ったとして、次になにかあった場合どうなるでしょう？　我々はただ、カードを手放しただけになるかもしれません」

「………」

　わからない話じゃない。源義経というカードを切り捨てた、奥州藤原氏なんかが良い例だろう。一時の脅しに屈し、せっかくの切り札を手放した者たちの末路は暗い。

「そもそも勇者ってなんなんですか？」

「勇者とは〝時代の変革を導く者〟だと言われております」

　ふむ……魔王を倒す者、とかじゃないのか。

「漠然としすぎてません？」

「なにぶん資料も乏しい状態でして」

「……そんな状態で儀式なんかしないでくださいよ」

「面目次第もございません」

　いや、お役所みたいに事務的な謝りかたをされてもねぇ……。とにかく困った。なにをするにしても情報が少なすぎる。となると、いま一番必要なのは時間だな。

「王様、一つ提案があるのですが」

「なんじゃ？　なんでも言うがよいぞ」

「今後のことについて話し合いませんか？　こんな場所で、立ったままではなく、どこかに腰を据えてじっくりと。俺と王様と宰相殿の三人で」

「ふむ。どうじゃ？　マルクス」

「よろしいかと」

　王様に尋ねられると、マルクスと呼ばれた宰相が頭を下げた。同意を得られたので、俺はさらに注文を出した。

「それからこの国に関する資料を、とにかく集めて下さい。とくに収支報告書と、農林水産関連・経済産業関連・国土交通関連の資料は重点的にです。もしかしたら帝国の要求する支援金を捻出できるかもしれません。あと、勇者に関する資料も欲しいけど……それはまあ、後回しでもいいです」

「承知したぞい。すぐに揃そろえさせよう」

　そしてこの場は一旦お開きとなり、俺は改めて王様の政務室に呼び出された。

　ふかふかなソファーに座り、俺は王様やマルクス宰相と向かい合いながら、会議に会議を重ねた。もうとにかく、ありとあらゆることについて語り合った。

　この国の産業、経済、税制、農業政策、軍備、外交……あらゆることについて話し合われた。その会議は丸二日もかかった。俺が集めてもらった資料に対して、逐一質問しながらの会議だったことと、俺の提案した方針に、二人が異様なほど食いついたことが原因だった。とくに王様は、途中から人が変わったかのように、俺の話に食いついていた。

　―――二日後。部屋から出てきたときの王様の顔が、非常に晴れやかだったと、扉を守っていた衛兵たちの間で、のちに語りぐさになる。

　それはある英断をくだした男の顔だったのだろう、と。







「皆の者、心して聞いてもらいたい」

　それは三人での会議を終えた日の、さらに翌日のことだった。

　城内の主要な者たちを謁見の間に集めた王様は、彼らに向かって、高らかに宣言した。

「我、エルフリーデン王国第十三代国王アルベルト・エルフリーデンはここに退位し、王位を召喚されし勇者ソーマ・カズヤに譲る！　また我が娘、リーシア・エルフリーデンとソーマ殿の婚約を、ここに、重ねて発表する！」

　静まりかえる場内。誰も彼もが言葉を失っていた。

　この場で冷静なのは王妃様くらいなものだろう。

　それは俺にとっても寝耳に水の爆弾宣言だった。




　―――大陸暦一五四六年四月三十二日　ソーマ・カズヤ、王位を譲られる。
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　エルフリーデン王国・王都『パルナム』。

　エルフリーデン国王の居城である『パルナム城』がある、この国の首都だ。

　パルナム城を取り囲むようにして街が栄えており、その周囲を円形に囲んでいる城壁は、中世ヨーロッパの都市国家を思わせた。貴族街や平民街の屋根はオレンジ色で統一されており、その趣もまた、このクラシックな都市の雰囲気に似合っている。

　パルナム城を中心にして、東西南北に走る大通りが各門へと繫つながっていて、馬車や大型の騎獣などが、ひっきりなしに走っている。それとは別に、城から放射線状に、石畳で舗装された無数の小道が走っており、その小道と小道を結ぶ小道も走っていて、上空から見れば蜘く蛛もの巣（もしくは雪の結晶）のように見える。そういった道の両脇には商店街や職人街などが並んでいて、いつも賑にぎわっている。

　今日は祝日であり、また新国王ソーマ（王位は譲られたものの戴冠前なので、厳密には国王代理なのだが）が王位を譲られてから、初めての休日ということもあり、商店街はいつも以上に賑やかだった。急な国王の交代劇に、一時は城下も緊張したようだが、即位したのが召喚された勇者であること、前王アルベルトが自ら王位を譲ったと発表したこと、ソーマと前王の娘であるリーシア姫との婚約が成立したことなどが伝わると、混乱は自然と収束していった。もともと前王は〝愛される〟ことで統治していたため、

『まあ王様が無事ならそれで良いか』

『重圧で大変そうだったものね。肩の荷を下ろせて良かったわ』

『これからはのんびりできるだろう。めでたいねー』

　と、概おおむね好意的に解釈されたとか。……前王ののんびりとした様子は、どうやら国民性らしい。無理矢理に王位を押し付けられる形になったソーマは、急な交代劇に反対運動の一つでも起きるのではと警戒していたのだが、肩すかしを食った。ともかく、今日のパルナムにも、様々な種族の人々が行き交う、平和な風景が広がっていた。

　そんな平和な午後の空気を切り裂くように、一匹の白馬が石畳の上を駆けていく。

　白馬を駆るのは、赤を基調にした、「ベルばら」に出てきそうな軍服に身を包んだ美少女だった。歳としは十六、七。透けるような白い肌。風に靡なびくプラチナブロンドの髪。ピッチリとした軍服が、彼女の均整の取れたボディラインを強調している。

　そんな美少女が白馬を駆る姿はそれだけで絵になる。彼女を見た沿道の人々は、思わず感嘆の声を漏らし、それがこの国の〝お姫様〟だとわかると歓声を上げた。

「姫様ぁ！　ご婚約おめでとうございまーす！」

「お幸せにー」

　人々は本人の気持ちも知らずに、そんな温かい声援を送っていた。

　もっとも、いまの彼女の耳には届いていないだろう。
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「父上、母上……お願いだから無事でいて！」

　彼女、リーシア・エルフリーデンは悲痛な面持ちでそう呟つぶやいた。







「父上！　これはどういうことなの！」

　リーシアは目の前の光景に声を荒らげた。

　国王の私室。キングサイズのベッドが部屋をまったく圧迫していない大部屋で、家具の一つ一つが豪ごう奢しやな作りとなっている。本来、ここは国王夫妻の寝室兼プライベートルームであり、王位譲渡後はソーマに引き渡されるはずだったのだが、引っ越しの手間を嫌ったソーマが、前国王夫妻に使用継続の許可を出したので、そのまま彼らが使用している。ちなみにソーマは、政務室に簡易のベッドを持ち込んでそこで寝起きしていた。

　そんな部屋に、息せき切って駆け込んできたリーシアが目にしたのは、備え付けられたバルコニーで、優雅に午後のティータイムを楽しんでいるのみならず、クリームの付いたスコーンをフォークに刺して「はいアナタ、あ～ん♪」「あ～んなのじゃ♪」とかやってる両親の姿だった。リーシアは一瞬その場にへたり込んだが、すぐに立ち上がり、目を怒らせながら前国王アルベルトに詰め寄った。

「私はっ、父上が王位を簒さん奪だつされたと聞いて、地方巡察の任務から飛んできたのよ！　それなのに、なに吞のん気きに『はい、あ～ん♪』とかやってるの！」

　リーシアは王女（譲位後は現王婚約者）という肩書きに加え、士官学校を卒業した陸軍士官としての肩書きも持っていた。階級自体はさほど高くはないが、その出生ゆえに各地の王国軍への慰問など、特殊な任務を任されることが多かった。今回も地方巡察の途中だったのだが、いきなり父である国王が退位したと聞いて、大急ぎで駆けつけてきたのだ。

「別に簒奪なぞはされておらんぞい？　儂わしは自らの意思で退位したのじゃ」

「だからなぜ、急に退位したのよ！」

「この国にとっては、儂よりもあの者のほうが王に相応ふさわしいと確信したからじゃ。これは国を預かっていた者として、責任を持って判断したことじゃ。異論は認めぬ」

　言い切ったその一瞬だけ、つい最近まで国を背負っていた者が持つ、威厳のようなものが見えた気がして、リーシアはそれ以上、強く言えなくなってしまった。

「うっ……でも、私の婚約まで勝手に決めてしまうなんて」

「それは当人同士で話し合うと良かろう。もともとこの縁談はこちら側から無理強いしたものじゃ。嫌ならソーマ殿とて強制はせぬじゃろうて」

「母上ぇ」

　リーシアは母のエリシャに助けを求めたが、エリシャはニッコリと笑うと、

「まずはソーマ殿とお会いなさい。これは貴女あなたの人生なのですから、身の振りかたは貴女自身で決めるのです。その選択を私たちは尊重しましょう」

　取りつく島もないとはこのことで、リーシアはガックリと肩を落とした。




　前王夫妻の部屋をあとにしたリーシアは、王城の中を早足で歩いていた。

　地方巡察のためにこの城を発たったのが数週間前になる。数週間ぶりに見た王城の景色で気になったのが、城の者がよく走っていることだった。衛え士じも侍従メイドも官僚も、大臣でさえも、誰も彼もが走っている。まん丸お腹なかの大臣が額に汗を浮かべ、「あひあひ」言いながら走っている姿は、シュールすぎて啞あ然ぜんとしてしまった。

　前はこんな風ではなかった。王城の空気は、時間がゆっくり流れているんじゃないかと思えるほど、のんびりとしたものだったはずだ。侍従メイドも大臣もみな、しずしずと歩き、中庭で訓練中の衛士の声が、城のどこにいても聞こえるくらい静かだったはずだ。リーシアが士官学校に入ったのも、そんな空気に飽き飽きしたからじゃなかったのか。

　それがいまはどうだ。城のどこにいても誰かの足音が聞こえている。

　リーシアは慌ただしく走ってきた侍従メイドの一人に声を掛けてみた。

「ちょっといい？」

「こ、これは姫様！　なにかご用でしょうか？」

「えっと……城の中が慌ただしいようだけど、なにかあるの？」

「いえ？　とくにはございませんが」

「そうなの？　慌ただしいように感じたんだけど……」

「はい。あ、でも、新王陛下の影響はあるかもしれません。あの御お方かたの仕事ぶりを見ていたら、陛下にばかり働かせて申し訳ないって気分になるんです。私もノロノロとはしていられなくて……あ、仕事の途中なので失礼しますね」

「そ、そう……頑張ってね」

　早足で去る侍従メイドを見送りながら、リーシアは啞然としていた。

（一侍従メイドにまでそんなことを思わせる、新国王の仕事ぶりってどんなよ!?　一体どんなヤツが私の婚約者になってしまったの!?）

　リーシアはさらに頭を抱えることになった。

　やがてたどり着いた国王の政務室。その扉を開けたとき、リーシアがまず目にしたのは紙束の山だった。大の大人が二人は寝られそうなほど大きな机には、あふれんばかりに書類がうずたかく積み上げられている。それだけじゃない。見れば、べつに設置された長机では、数名の官僚たちが、同じような書類の束の前で、悪戦苦闘していた。

　リーシアが呆ぼう然ぜんとしていると、紙束の山の向こうから若い男の声がした。

「おーい、いま入ってきたの」

「……え!?　なに!?」

　我に返ったリーシアが変な声を上げたが、声の主は全く気にしていないようだった。

「キミは文字が読めるか？　計算はできるか？」

「バ、バカにしないで！　それなりの教育は受けてるわ！」

「なら丁度いい。こっちにきて作業を手伝ってくれ」

「手伝えって、貴方あなた、いったい何様の……」

「いいから手伝え。これは〝王命〟だ」

　そう言って紙山の向こうの人物が立ち上がった。そこでようやく、二人は顔を合わせることになった。これが新国王ソーマと、婚約者リーシアの初対面だった。

　リーシアは後に、その第一印象を「疲れた目をした青年」だったと語っている。
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　異世界に勇者が召喚されるような物語では、召喚の際に、勇者に特殊な能力が付与される場合がある。どうやらこの世界の住人は、みな大なり小なり魔法が使えるらしいし、それなら俺もなにか、魔法のようなものが使えるようになっているんじゃないかと、期待したっていいだろう。一応、勇者として召喚されたわけだしな。

　そんなわけで王位を譲られた直後、神官っぽい人間立ち会いのもとで、俺の能力についての検証が行われることになった。使える魔法というのは人によって違うらしく、それを見極めるための装置もあるらしい。見た目は、石碑っぽかったな。その石碑に触れると、自分の魔法の系統や能力が、その人の頭に浮かんでくるらしい。その原理はこの世界の人間さえもわかっていないらしいのだけど、この世界にはこういったＯオーパーツじみた物品が結構な数存在しているらしい。
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　そして判明したのだけれど、俺にはこんな能力が備わっていた。

【物に自分の意識をコピーし、操る能力】

　手で触れた物に自分の意識をコピーし、最大三つまで操ることができる能力だった。

　魔法というより超能力みたいだけど、それが軽い物であればあるほど、自由自在に動かすことができ、その動かす対象を俯ふ瞰かん的てきに見ることができる。しかも、その物体は自分の意識とは別に、独立した意識のもとで動かすことも可能。これは物さえ媒介すれば、複数の物事を同時に考えることさえできるようになるということだ。

　自分の近くしか動かせないという制限こそあるものの、自分の周囲で物を自在に動かせるのはおもしろい。まるでポルターガイストを起こしているみたいだ。

　だから、俺はこの能力を【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】と名付けた。ちょっと中２っぽいかな？

　そしてこの【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】を手に入れて、俺が真っ先に思いついたのは、

　書類仕事に超便利！

　……だった。三本のペンに自分の意識をコピーし、並列思考で複数の書類に同時に目を通しながら、その三本のペンを操って、それぞれにサインをしていく。いやー、この能力が判明してからというもの、仕事がはかどるはかどる。むしろこの能力がなかったら、いまごろは王位を譲られてからのゴタゴタで、うずたかく積み上げられた書類が、山崩れを起こして埋まっていたことだろう。……うん。言いたいことはわかる。

　せっかく手に入れた能力が、『事務処理を円滑に行う程度の能力』だなんて。役に立ってはいるものの、勇者の能力として考えると、「どうしてこうなった」としか言いようがない。万の敵とやり合える超強力魔法とはいかなくても、せめて自分の身を守れるくらいの防御魔法とか、それっぽいのが欲しかった。

　……まあ、無い物ねだりをしても仕方がない。実際、役には立っているわけだし、俺は今日も今日とて、この【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】を駆使して、書類の山と格闘していた。

　すると、立派な造りの扉を蹴破るようにして、誰かが入ってきた。

　書類の山の隙間から覗のぞくと、入ってきたのは軍服の少女だった。整った顔立ち、透き通る白い肌、サラサラとしたプラチナブロンドの髪と、平時に見ていたら見とれること間違いなしの美少女だったのだけれど、すでに〝三徹〟している俺の目には、美少女ではなく〝新しい労働力〟にしか見えていなかった。

　俺は彼女を呼んで半ば強引に隣に座らせると、二つの紙の束を押し付けた。

「この二つの書類を見比べて数字が違ってるところと、項目の数に違いがあるところがあればチェックを入れてくれ」

「え、なに？　これはなんの作業なの？」

「なにって、埋蔵金の発掘だよ」

　俺は困惑しているらしい軍服の少女に説明した。

「正確に言えば『使途不明金』だな。片方が『概算要求書』で、もう片方が『収支報告書』だ。要求された金額と支出が同じ値になっていても、支出の項目が予定より増えていたらそれは請求額を使い切るために行われた無駄投資、あるいは投資を偽装した横領の可能性がある。それらをチェックして不正があれば、その損失分を関係各所に支払わせるんだ。個人の横領が発見されれば返済義務を課し、支払えなければ逮捕し、資産を没収する」

「わ、わかったわ」

　徹夜中の者が持つ剣けん幕まくに押されたのか、少女は俺の言葉に頷うなずいた。よし。そうしてかたわらで黙々と作業し、二時間ぐらい経たった頃だろうか。軍服少女は書類をチェックする手を止めないまま、俺に声を掛けてきた。

「……ねぇ」

「なに？　疲れたなら勝手に休んでいいぞ」

「そうじゃなくて……まだ名乗ってなかったでしょ。私はリーシア・エルフリーデン。前国王アルベルト・エルフリーデンの娘よ」

　俺はペンを止めた。

「……お姫様だったのか」

「見えない？」

「軍服だったから。でも……うん、ぽいかも」

　ここに来てようやく、俺は彼女の容姿の高スペックさに気付かされた。

「俺は……相そう馬ま一かず也や。一応、現国王ってことになってる」

　リーシアも顔をこちらに向ける。かなり近くで目と目で見つめ合った。呆あつ気けにとられているだけの俺とは違い、彼女の金色がかった瞳は、なにかを見定めようとしているかのようだった。しばらく見つめ合ったあとで、リーシアはゆっくりと口を開いた。

「もうお姫様じゃないわ。貴方が王位を奪ったから、私の立場、すごい微妙だし」

「奪ったって……俺はキミの親おや父じさんから王位を丸投げされたんだぞ。まったく、なんだってこんな面倒臭いことをしなくちゃならないんだ」

「……本当に、なにがあったの？　貴方が召喚された勇者だってことは知ってるけど、なんでそれがいきなり国王交代なんてことになってるのよ」

「俺が聞きたいよ。俺はただ、身の安全を図っただけなんだけどなぁ……」

　俺はリーシアに、召喚された当時の状況を説明した。

　この世界に召喚されたときの俺は、帝国に身柄を送られるかどうかの瀬戸際だった。

　王様たちは乗り気じゃなかったみたいだけど、ほかにこれといった方策もなく、再び帝国に強く要請されたら、俺を差し出すよりなかっただろう。帝国に引き渡されたらどんな目に遭うかわからない。俺は俺自身を守るために、王国に〝勇者を差し出さない〟という選択をさせる必要があった。

　俺が王様たちに提示した方針は「支援金を支払って」時間を稼ぎ、その間に「富国強兵政策」を推し進めるというものだった。向こうが「支援金の代わりに勇者を寄よ越こせ」と言うなら、支援金を払ってしまえばいい。そうすれば、向こうはこちらに干渉する名目を失うことになる。恫どう喝かつまがいではあっても恫喝ではないため、帝国も体面を気にしてそれ以上強くは言ってこないだろう、という判断だった。そうやって稼いだ時間で富国強兵政策を進め、帝国に肩を並べられるだけの国家にする。

　もちろん二人からは異論が出た。この国に支援金を支払う余裕はない、と。

　だけど俺が資料を調べる限り、いくつかの国営施設を売却し、財政支出を制限し、〝国王の私有財産〟をある程度供出してもらえば、支払い可能であることを示して見せた。俺が受かっていた大学の学部は社会経済学部（ちなみに受験の社会科目は世界史を選択していた）で、将来の夢だったのは地方公務員だ。この手のことは得意分野だった。

　この方針を聞いて、王様はなにやら思案顔になっていたけど、宰相のマルクスは乗り気なようだった。勇者を差し出して現状を維持するよりは、ここで財政改革を行ったほうが、未来があると判断したのだろう。王様も途中からは乗り気になってくれた。

　俺は言い出しっぺとして、それなりの働きが期待されるだろうけど、せいぜいが一財務官僚として、その改革の手伝いをする程度だろう……と、そう思っていた。

「そしたら王位を丸投げされました」

「あ、その……なんかごめんなさい」

「キミが謝ることじゃないさ。むしろ被害者だろ。いきなり婚約者にさせられたんだ」

「それは、そうね……って、あれ？　私たちって立場的にはどっちが上なのかしら。もしかして私、敬語とか使わないとまずい？」

　片や一般人→現国王。片やお姫様→現王妃候補。

「……タメ口でいいんじゃないかな？」

「……そうね」

「あと婚約のことは気にしなくていいよ。いまの王位は預かってるだけだ。数年後には王様なんてやめてるだろうしな」

「え、なんで!?」

「もともと帝国に差し出されないため、『支援金』を稼ぐ程度までしか働く気はなかったからな。王位を譲られた以上、とりあえず、この国の経営を軌道に乗せるところまではやるけど、そこから先の選択はこの国の人々に任せるよ。もちろん婚約も破棄でいい」

　俺はリーシアを安心させるように笑って見せた。
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『数年後には王様なんてやめてるだろうしな』

　私はそんなソーマの言葉に目を丸くしていた。

（簡単に言ってるけど、それがどれだけ大変なことかわかってるのかしら？）

　軍事一辺倒で政務には疎い私だって、この国の置かれている状況はわかっている。『詰み』の一歩手前だ。おりからの食料難に景気の低迷、魔族侵攻による難民の流入、そしてグランケイオス帝国からの圧力。不安材料ばかりがのしかかっている。

　だから、自分より優れていると思った者に、王位を即座に明け渡した父上の行動も理解できないわけじゃない。しかしだ。だからこそ、そんな国家の経営状態を軌道に乗せることなんてできるのだろうか。もし仮にできたとして、〝そんな偉業を成し遂げた王〟を国民が吞のん気きに、隠居なんかさせるだろうか。

「……それで、支援金は確保できそうなの？」

「ん？　ああ。帝国への支援金はすでに確保しているよ」

「―――え？」

「いまは改革資金を捻出しているところ。支援金以上に金がかかるからな」

　いや……いやいやいやいや！　すでに確保しているって、帝国が要求した金額は王国の年間予算に匹敵するような、莫ばく大だいな金額だったはずよ!?

「うちのどこにそんな資金が……」

「宝物庫にあったお宝、三割ほど売り払った」

「宝物庫って……国宝!?　まさか国宝を売り払っちゃったの!?」

　私はしれっとした顔をしているソーマに詰め寄った。

「国宝は国全体の物なのよ！　それを勝手に売るなんて国民への背信だわ！」

「ま、まあ落ち着けって。国民全体の物だって言うなら、国民全体の福祉のために売るのもありなんじゃないか？」

「だからって、文化や歴史のある物だってあったのに……」

「あー、そういうのはちゃんと除外しているよ。売ったのは宝石や装飾品みたいな実物資産だけだし」

　ソーマは書類の中から、宝物についてまとめた目録を探し出した。

「宝物を『Ａ類（歴史・文化的に価値がある物）』、『Ｂ類（歴史・文化的価値はないが資産価値があるもの）』、『Ｃ類（その他）』に分けてＢ類だけ売ったんだ。『Ａ類』はただ売り払うよりも、美術館や博物館なんかに定期的に展示した方が、恒久的な資金獲得になりそうだからな」

「そうかもしれないけど……『Ｃ類』は？」

「魔導具とか、魔本とかだね。正直、取り扱いに困っている。言うなれば兵器みたいなものだからな。下手に売り払うわけにも、展示するわけにも行かない。『勇者装備一式』とか売れば結構な値段になりそうなんだけどなぁ。売っていい？」

「やめなさいよ……」

　仮にも勇者でしょうが……あ、いまは国王なんだっけ？

「でも、それだけのお金があるなら、それこそ軍備に回すべきじゃないの？　士官学校では『国防に千金を賭すとも貢物に一毛をさかず』と習ったわ」

「そのことわざにチェーンして速効ことわざ発動。『時は金なり』。この効果は戦争支援金を生け贄にえに捧ささげることで、現状、我が国に最も必要な『時間』を得ることができる」

「……なに、その言い回し？」

「気にするな。ともかく軍備が増強できたところで、国内問題が放置されていたら意味がない。食料問題と難民問題を解決しない限り、国民の支持を失い続けることになる。そうなれば他国がちょっと煽あおるだけで、暴動が起きる脆ぜい弱じやくな国のできあがりだ」

「そんな……国民だってこの国のことを愛しているはずよ。暴動なんて……」

「それは理想論だよ。『衣食足りて礼節を知る』。結局、お腹なかが空すいてたら道徳も愛国心もないんだ。自分に余裕がなければ、他者を気遣うことだってできない」

　そう言ったソーマの目はとても冷めていた。酷ひどく現実的な意見。それだけに的を射ているように思える。見るからに軟弱そうな男なのに、なんでだろう。

　とても、頼もしく見えた。
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　さらに一日を費やして、ようやくある程度の資金を確保することができた。潤沢とはいかないまでも、当面の改革資金にはなるだろう。『三公領』には手を付けず、直轄領だけでこれだけの資金を捻出したのだから、誉ほめて欲しいくらいだ。

　部屋の中を見回せば死し屍し累々だった。官僚の中には、机に突っ伏して寝ている者や、椅子の背にもたれながら、天を仰いで寝ている者もいる。ソファーでは、横になったリーシアが小さな寝息を立てていた。

　俺は静かに近寄ると、ソファーの肘掛けの部分に腰かけ、眠るリーシアを見つめた。結局この子は、明け方近くまでこの作業を手伝ってくれた。いきなり婚約者にさせられ、言いたいこともあっただろうに……。寝ているリーシアの頭を撫なでる。サラサラと指の間を滑るシルクのような髪。長丁場から解放された高揚感もあるのだろう。シラフでやるにはかなり恥ずかしい行為だけど、こうしているだけでとても幸せな気分になれた。

「むー……」

　リーシアが唸うなったので、髪の毛から手を放した。次の瞬間、リーシアは目を開けるとがばっと起き上がった。まだ寝ぼけているのか、周囲をキョロキョロと見回している。俺は苦笑しながら、そんなリーシアに朝の挨拶をした。

「おはよう、リーシア」

「あ、おはよう……あれ？　私、寝ちゃって……」

「仕事は一段落ついたよ。もう少し寝とく？」

「あ、ううん。大丈夫。それよりソーマは？　寝てないんじゃない？」

　どうやらしっかりと覚醒したようだ。そして俺を気遣ってくれるのが素直に嬉うれしい。

　俺はソファーの肘掛けから腰を上げると、大きく伸びをした。

「このあとゆっくり寝るつもりだけど……ちょっと付き合ってもらえるか？」

「うん？　どこに？」

「寝る前の散歩」







　夜明け間もない時間。俺とリーシアは二人揃そろって馬上で揺られていた。

　まだ早い街の朝あさ靄もやの空気を吸いながら、リーシアの愛馬は二人分の重さにもびくともせず、パカポコパカポコと跳ねるように駆けている。ただ前で手綱を握っているのがリーシアで、俺は後ろで彼女の細い腰に手を回してしがみついていた。

「ちょっと、そんなに強くお腹触らないでよ」

「いやだって、結構怖いんだぞ」

「情けないわね。普通は男性のほうが手綱を握るべきなんじゃない？」

「仕方ないだろ。馬に乗ったの初めてなんだから」

　現代日本では馬に乗る機会などまずない。

　せいぜいが子供のころ、動物ふれあい広場のポニーに、介添えつきで乗った程度だ。

「この国の大人なら、農家から貴族までだいたい乗れるわよ？」

「俺のいた世界には、他に便利な乗り物が沢山あったんだよ」

「ソーマのいた世界……ねぇ、ソーマ？」

「ん？」

「ソーマには……向こうの世界に残してきた家族とか、恋人とかはいるの？」

　リーシアが恐る恐るそんなことを尋ねてきた。気を遣ってくれているのかな？

「いないよ。最後の肉親だったじいちゃんも、つい先日……な」

「……ごめんなさい」

「謝ることないさ。じいちゃんは天寿を全うしたんだ。だからまぁ……帰りを待っている人もいないし、すぐに向こうに帰りたいってこともないかな」

「そう……なんだ」

　リーシアはどこかホッとした様子だった。

　そんなことを言っている間も、馬はパカポコパカポコと進んでいく。

　だいたい朝の六時くらいだろうか。人がようやく動き出す時間帯だ。商店通りを通っても開いている店はなく、人通りもほとんどない。そんな城下町を抜け、都市をぐるりと囲む城壁へと辿たどり着く。そこの衛え士じと話して、外国のファンタジー映画でしか見たことがないような大きな城門の、その脇にある小さめの門から外へと出してもらった。

　このとき交渉に当たったのはリーシアだった。まさか即位したばかりの王様が、護衛も付けずに都市外に出たいと言っても許してはもらえないだろう。だから一士官でもあるリーシアが、「王命を受け外へ向かう」とかなんとか言って誤魔化した。無事に城門をあとにしたときリーシアが、

「王命にした以上記録に残るのよね。あとでマルクスになんて言われることやら……」

　と、恨み節を言っていたけど、適当に聞き流した。そうしてしばらく街道を行き、ようやく目的の場所へと辿り着いた。

「……ここで止めて」

　俺が馬を止めさせると、リーシアは疑問顔になっていた。

「ここに来たかったの？　畑しかないみたいだけど」

　リーシアの言うとおり周囲を見渡しても青々とした葉を茂らせた畑しかなかった。朝露に濡ぬれた見渡す限りの青い畑。ここで……間違いはなかった。

「この光景をリーシアには見て欲しかったんだ」

「この畑を？　たしかに朝露に濡れてて綺き麗れいと言えば綺麗だけど……」

「綺麗……ね。〝これ〟のせいで〝餓死者〟が出かけてるっていうのにな」

「なっ」

　リーシアが驚きで目を見張っている。俺は溜ため息いきを吐ついた。

「よく見ておけよ。この〝食えない畑〟がこの国の食料難の原因だ」
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（食えない畑……）

　目の前に広がる畑を、ソーマは苦虫を嚙かみ潰したような顔でそう評した。ソーマはこの畑がある光景を、私に見せたかったという。

「……どういう意味？」

「そのまんまの意味さ。ここに広がっているのは全て『綿花畑』なんだ」

「綿花……ああ！　食べられないってそういう意味ね」

　綿花は木綿糸を作るための植物だ。たしかに食べるための畑ではない。ソーマはその場に腰を下ろすと、膝の上に肘を突いた。

「結論から言えば、この綿花畑が増えすぎたせいで、この国は食料難になったんだ」

「……はい？」

　なにかいま、凄すごいことをサラリと言わなかった？　食料難の原因？

「書類を整理していてわかったんだけど、魔王領の拡大によって衣類などの生活必需品の需要が増大したんだ。当然、その原料である綿花の需要も増大する。綿花の買い取り価格が上がり、作れば作るだけ売れるものだから、農家はそれまで作ってきた食用の作物の栽培を止やめ、こぞって綿花を栽培するようになる。食べるためではなく他者に売るために作る作物を『商品作物』というんだけど、農家がこぞって商品作物ばかり栽培するようになったことが、この国の食料自給率低下に繫つながったんだ」

「………」

　この国の食料難の原因……。天候不順のせいじゃないか、もともと土地が豊かではないせいじゃないかと、勝手に思いこんでいた。そこには確固たる理由があったのに、十年以上この国で暮らしているのに、まったく気づくことができなかった。つい数日前にこの国に呼び出されたソーマが気付けたというのに。

「さらに言うならこの国の不況の原因も同じだ。食料自給率が下がれば飢えないために他国から輸入するしかない。しかし輸入品には輸送コストがかかるから、食料品の価格が高騰する。家計は圧迫されるが食費を削るのには限度がある。食べなきゃ死ぬからな。当然切り詰めるとしたら嗜し好こう品ひんや贅ぜい沢たく品ひんになるだろう。景気低迷の原因はこの買い控えだ」

　私はなにを見ていたのだろう。これが一市民なら自業自得と嘲あざ笑わらわれるだけですむ。しかし私は〝姫〟だった。上に立つ者の無知は下の者たちを殺すことになる。

「私は……王族失格ね」

　脱力のあまりその場にへたり込んでしまった。これまで生きてきて、今日ほど無力感を痛感したことはない。そんな私の様子に、ソーマは「あー」とか「うー」とか唸りながら頭を搔かくと、ポンと私の頭に手を置いた。

「そうしょぼくれるな。財源は確保したんだ。農業改革を行えば、まだ間に合う」

「……なにをする気なの？」

「商品作物の作付けを制限し、食用の田畑を復活させて自給率を上げる。その転換を国は補助金を出して支援する。まずは利用範囲の広い大豆や飢き饉きんに強い芋に植え替え、やがては田んぼの数を増やしたいね。それから……」

　思い描く農業改革を滔とう々とうと語るソーマ。タンボとか意味の分からない言葉も多かったけど、そんな彼の横顔が私には眩まぶしく見えた。王位を譲った父上の気持ちが分かった気がする。いまこの国に最も必要なのは彼だ。どんな手を使ってでもこの国に繫ぎ止めておかなければならない。私との婚約話もそんな彼を繫ぐ鎖の一つなのだろう。

（婚約を勝手に決められておもしろくない、とか言っていられないわね）

　ソーマは国の経営を軌道に乗せたら、王位を返上するとか言ってるけど、そんなこと認めるわけにはいかない。稀け有うな人材が野に下るのは国家の損失だ。それはなんとしてでも防がなくてはならない。

（もとの世界に家族はもういないって言ってたし、私が家族になってしまえば、ソーマをこの国に留めおけるかしら。婚約者として、既成事実を作っちゃえば……って！　き、既成事実って……つまり……そういうことよね……）

　思い浮かべてしまった〝想像〟に、顔が一気に熱くなった。

「だから山間部では……ってリーシア、聞いてるのか？」

「ひゃい！　き、聞いてる聞いてる」

「？　なんか顔赤くない？」

「朝日のせいよ！　気にしないで！」

　頰が熱い。恥ずかしさで悶もだえ死にそうだ。

　そのあとのソーマの説明は、ほとんど耳に入ってこなかった。
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　この世界の技術体系はかなりめちゃくちゃだ。

　たとえば地球なら、科学技術は「人力→水車・風車→蒸気機関→内燃機関」といった具合に、段階を経て進歩していった。空を自由に飛びたいと思っても、飛行機を飛ばすためには揚力の存在を発見し、推進装置（内燃機関）を作らなければならない。その推進装置を作るには、物が燃えるという仕組みを理解しなければならない。地球の歴史において、新しい技術は常に、下積みとなる技術の上に成り立っている。

　しかしこの世界には魔法があり、不思議生物がいる。

　空を自由に飛びたいと思ったら、飛竜ワイバーンに乗ればいい。揚力も推進装置もすっ飛ばして、この国の人々は空を飛んでしまうのだ。その気になれば炎や、水なども魔法で出せてしまうこの世界では、できることとできないことの差が極端に激しい。

　飼い慣らされた大型生物が、４トントラックぐらいはある荷車を牽ひいて走っている。

　鋼鉄の軍艦はある。ただし巨大な海竜シードラゴン類が牽いている。

　電気はない。しかしこの国の夜は明るい。この国の街灯にはヒカリゴケが入っていて、昼に光を蓄え、夜に発光することで街を照らしている。

　ガスはない。薪まきと竈かまどと火属性の魔法（及び魔法具）で煮炊きをしている。

　水道はない。しかし街の至る所に設置されている井戸には、水属性の術式が付与されていて、地下水をくみ上げている……とまあ、こんな感じだ。

　この国では科学が無くとも、魔法の力などでできてしまうことが多い。

　逆に言えば、魔法や不思議生物などの要素を抜かせば、この国の文化レベルはそれほど高くない。俺たちの世界の歴史に当てはめてみればせいぜいが近世前夜、中世末期といったところだろう。封建体制が未いまだ残り、産業革命はまだ遠い。

　そんな国でいま、俺は王様をしていた。
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「リーシア。農業改革は一朝一夕でできるものじゃない。だから当面は、他国からの輸入量を増やすことで対処することになるだろうな」

　私の向かいに座るソーマは、そう言ってトーストにかじりついた。

　細長いテーブルの上にはパンの入ったカゴと、スクランブルエッグとチョリソーとサラダが載った皿が二人前並んでいる。いまは朝食中だった。

「でも輸入品は高くなるから、買い控えの原因になるって言わなかった？」

「ああ。だからいったん国が買い上げて、国内価格で売ることになるだろう。関税分赤字になるけど、当面はそれで凌しのぐしかない。そのぶんの補ほ塡てんは輸出で稼ぎたいけど、いままで稼ぎ頭だった綿花に代わる商品を見つけ出さないと」

「難しいわね……まぁそれはそれとしてよ」

　私は、さっきから気になってしょうがなかったことを尋ねることにした。

「王様なのに、なんでこんなとこでご飯食べてんの!?」

　ここは城内の食堂だった。しかも住み込みの衛士や、侍従メイドたちが使う一般的な食堂で、いまソーマや私が食べているのも、今日のモーニングＡセットだった。一国の王が衛士たちに交じって、衛士たちと同じ物を食べている。威厳がないにもほどがある。

「さっきから衛士や侍従メイドたちの、好奇の目が痛いんだけど！」

「気にするな。いまは城を上げて倹約中だからな。食費で浪費はできない」

「質素倹約は景気に悪影響じゃなかったの？」

「倹約したぶんを貯蓄に回せばな。浮かしたお金をちゃんと使えば経済は回る」

「だからってなにもこんなとこで食べなくても」

「じゃあこの朝飯を王族用のどでかいテーブルで食べるのか？　そっちのが空むなしいだろ」

「それはそうかも知れないけど」

　だからといって、こんな人目の集まる場所で食べるのもどうかと思う。

　士官学校の寮生活で慣れているとはいっても、ソーマとは一応婚約者という関係なわけで、言うなれば衆人環視のもとで、逢あい引きしているような状態なのだ。

　平然となんてしていられるものか。

「はぁ……でも食費を切り詰めてるなら、父上たちにも言ったほうがいいかしら。よく二人でティータイムにケーキとか食べてるし」

「あー、あれは大丈夫。全部『献上品』だし」

「贈り物ってこと？」

　うちの民にそんな余裕があるのだろうか。

「まぁ大おお店だなとか有力貴族のお抱えの店とかからだな。こんな王様おれでも『王室御ご用よう達たし』って看板は箔はくになるらしい。食料難にもかかわらず、わりと送られてくるんだ」

「こんなって言わないでよ。いまはソーマが王様でしょうが」

「食品だと甘味が多いんだけど、保存が利かないからな。俺は甘い物はそこまで好きじゃないし、前王夫妻や侍従メイド部隊に下賜して、感想を書いてもらっている。そして評価の高い物に『御用達』の看板を出すことにしたんだ。意外と好評だ」

「だからか……」

　最近、〝体重戦線異常有り〟と侍従メイドたちが騒いでいたのは。衛え士じ隊の訓練に、侍従メイドが交じっていたという報告もある。……私も気をつけよう。

　そう心に誓う私とは対照的に、ソーマはなんだか遠い目をしていた。

「ど、どうしたの？」

「いやね……もう少し食費が危なかったら、三食献上品のケーキってこともあり得たなぁって……。ははは……『パンがなければケーキを食べればいいじゃない』を地で行くところだったよ」

「実情を知らなかったら革命が起こりそうね……」

「なんだか楽しそうですね、お二人共」

　いきなり声を掛けられたので振りかえると、近衛騎士団配備のフリューテッドアーマー（兜かぶと無し）に身を包んだ青年が立っていた。背が高く、適度にがっしりとした体形で、ストレートの長い金髪から女性が好みそうな甘いマスクが覗のぞいている。

「これは、ルドウィン殿」

「お久しぶりですね姫様。いえ、王妃様とお呼びした方がいいでしょうか」

「あ、その……いまはまだどちらでもないので」

　そんな私たちのやりとりをソーマが「誰？」って顔で見ていたので、

「ソーマ。この人は近衛騎士団長のルドウィン・アークス殿よ」

　と、紹介した。ルドウィン殿はまだ三十手前という若さにもかかわらず、王国の近衛騎士団長を任されている俊英だ。近衛騎士団長は平時であれば、王都パルナム及びパルナム城警備の最高責任者であるけど、有事の際には王の直轄軍である『禁軍』の差配も任される重要な役職だ。もっともこの国の軍権は実質的には『三公』が握っているのだけど。

　ちなみに『三公』とはこの国の陸・海・空軍を統べる三人の公爵のことだ。

　現在の三公は以下の三人である。

　エルフリーデン王国陸軍大将・ゲオルグ・カーマイン公。

　獅子ライオンのたてがみを持つ獣人族。烈火のごとき采配で敵に恐れられている。

　エルフリーデン王国海軍大将・エクセル・ウォルター公。

　海賊を先祖に持つ蛟こう龍りゆう族。艦隊戦のみならず政治にも通じている女傑だ。

　エルフリーデン王国空軍大将・カストール・バルガス公。

　半竜人ドラゴニユート。王国軍の花形、飛竜ワイバーン騎士部隊を率いる空の王者だ。

　彼らの家はそれぞれ王国に対して忠誠を誓うかわりに、国内に領地（公領）を持ち、その自治が認められている。これは建国当初、多様な種族が寄り集まってできあがったこの国において、自種族を他種族との軋あつ轢れきから保護するために作られた制度なのだけど、全種族が平和的に暮らす現在においてもその制度は残っている。領地を得る代わりに一族の身命を賭して、愛するこの国を守る。それが三公家の矜きよう持じなのだ。

　しかしいま現在、三公はそれぞれの軍を抱えたまま、自身の領地に逼ひつ塞そくしている。前王、つまり父上の人柄を敬愛していた三人は、その王位を奪うように即位したソーマをいまだ主君と認めていないようなのだ。それがいまのソーマの悩みの種だった。

　三公の領地を合わせれば王国の三分の一にもなり、彼らの協力がなければソーマの行おうとしている改革も難しい。私も、直属の上司であり、自分を娘のように可愛かわいがってくれたカーマイン公に、何度となくソーマと直接会って話して欲しいと書簡を送っているのだけど、返事は「いまだ信じるにあたわず」の一辺倒だった。もともとこうと決めたら曲げない御仁だったけど、ここまで頑迷ではなかったはず。それなのにどうして、今回の件では頑かたくななのか。私としては、すぐにでもソーマを認めて欲しいのに……。

　そんな私の思いも知らず、ソーマはルドウィン殿と握手をしていた。

「相そう馬ま一かず也やだ。一応この国の王様になってる」

「ルドウィン・アークスです。陛下の仕事ぶりは文官たちの間で噂うわさになっていますよ」

「じゃあその文官たちに、『噂してる暇があったら働け』と伝えてくれ」

「ははは、了解しました。朝食、ご一緒してもよろしいですか」

「べつに構わないよ」

「ありがとうございます」

　ルドウィン殿は朝食の載ったトレイを持ってくると、私の隣に座った。

「それで、どうなんでしょうか？　陛下の改革は」

「……あまりうまくいってない。とくに人材面が問題だ」

　トーストをかじりながら、ソーマはそうぼやいた。

「現状、前国王の相談役たちを引き継いでる感じだからな。言うなれば国がこうなるまで放って置いた連中だ。宰相のマルクスはともかく、他は使い物にならない」

　この国は専制君主制国家だ。その政治には王の意向が強く反映される。

　国民全員に選挙権のある国民議会はあるけど、これは王に〝提案〟する法案や政策を決める場所であり、ここで決定された法案・政策は宰相の口より王に〝提案〟される。言ってしまえばただの『目安箱』で、これを採用するもしないも国王次第だ。

　もっとも、だからといって勝手気ままに振る舞えば、国民の心は離れ、軍事を預かる三公の手によって排斥されることになるのだけど……。

　そして王は、政策について吟味したい場合、宰相とは別に相談役を独自に召集することができる。王は相談役と協議し、自分の政策が有用か無用かを判断する。この人事は王に一任されている。どんな人物でも何人でも登用が可能だ。

　本当ならば王位就任前（この国で言えば王子の段階）から相談役となるような人物を集めておくのだけれど、急な即位となったソーマにはそれがいなかった。

「俺が知りたいことを教えてくれて、取り組んで欲しいことに取り組んでくれる。そんな自前の家臣が欲しいよ」

「わかります。優秀な部下が欲しいというのは、上に立つ者が共通して抱く願いです」

「禁軍もなのか？」

「ええ。士官学校の卒業生はだいたい、三公軍に配属志望を出しますから。禁軍とは言っても、やってることは首都警備員ですからね。あまり人気はないです。ね、姫様」

「まぁ……そうね。私の同期も、だいたいは三公軍に行ったわ」

　私も陸軍所属だけれど、これは王族を守る禁軍に、私がなってもしょうがないからだ。

「まぁそんなわけで、いまの禁軍にいるのははみ出し者や変わり者が多いです。中には兵器開発部門から流れてきた、マッドサイエンティストなんて者もいます」

「お、そいつにはちょっと会ってみたいな」

　ソーマが食いつくと、ルドウィン殿は苦笑しながら「今度紹介します」と応じた。

　それからしばらく雑談をして、私たちはルドウィン殿と別れた。部屋に戻ったらもう一度、カーマイン公にソーマと会うよう促す書簡を出そう。そう思った。
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「やはり人材が足りない！」

「そ、そう……」

　俺は若干引き気味のリーシアに、そう力説した。

　能力を酷使していたため、能力レベルが上がったのか、最近では四つまで物を動かせる（実質、五人分作業ができる）ようになったのだけど、それだって、結局は俺が一人増えただけだ。俺が持たない知識は持たないし、俺が持たない技術も持たない。

　必要なのは俺にない知識を持つ者。俺にない技術を持つ者。

　そういう人材が喉から手が出るほど欲しかった。

　―――だから、集めることにした。

「そこでだ。玉音放送を使おうと思う」

「玉音放送を？」

　玉音放送とは、国王の声を王国全土に届けるための装置だ。

　城内にある『玉音の間』の中央には、直径二メートルはあろうかという宝珠が浮いている。この宝珠には風の精霊シルフと、水の精霊ウンディーネの魔力が込められていると言われており、国王の声を国土全域にまで届け、受信環境が整っている街なら、その姿さえも映し出すという代物だった。歴代の国王はこの玉音放送を使い、新憲法を公布したり、他国への宣戦布告を発表したそうだ。

「でも、さすがに人材を募集するのは初めてでしょうね」

　リーシアは感心したように言った。そんなに突飛なことかな？

「普通はどうやって集めるんだ？」

「個人のツテを頼るとか、筆記試験を開いて通過者を採用するとか」

「それってかなり偏ってないか？　この国の識字率はどれくらい？」

「読める人が半分。書ける人は三割ね」

「全然ダメじゃないか。三割しか試験を受けられないだろ」

「一応、この世界的に見れば平均値なんだけど……」

　う～ん……義務教育がないとこんなもんなのか。

「読み書きなんて習えば誰でもできる。習う金のあるなしで、人材の善よし悪あしが決まるものでもないだろ。人口の七割って、どんだけの原石を眠らせとくつもりだよ」

「……返す言葉もないわ」

　リーシアは恥じ入るように言った。まぁ、彼女に言っても仕方ないことか。

　やはりこの国は、根本的に変えていく必要があるな。

「それで、どんな条件で募集するつもりなの？」

「文言は考えてあるさ。もっとも、俺の尊敬する英雄の言葉を借りるだけだけど」

「英雄？」

「ああ。〝乱世の奸かん雄ゆう〟だ」
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『ただ才あらば用いる！』




　王都で、都市で、町で、村で、ソーマの声が響く。

　また王都と都市、それから大きな町ではソーマの姿も映し出されている。大きめの都市や町に設置された受信装置により、空中に霧が散布され、そこに『玉音の間』の光景が屈折率を利用して再現されているのだ。現代風に言うなら、収録現場の映像データを受け取って、リアルタイムで空中スクリーンに映し出している、といったところか。

　映像としては粗いが、初めて見た新国王の顔に人々はざわめいた。

　ある者はその若さに、ある者はその見た目の平凡さに戸惑いを見せていた。もっとも面倒だからと、礼服着用はおろか戴冠すらしなかったソーマにも原因はあった。

　ただ彼の傍そばにリーシア姫が、とくに緊張した様子もなく立っていたことが、国民たちを安あん堵どさせた。前王は無理矢理簒さん奪だつされたわけではないと話には聞いていても、この目で見るまではどこか不安に思っていたのだ。とくにリーシア姫はその凜り々りしい美貌もあり、国民のアイドル的な存在になっていて、その身を心配する声もあった。

　そうこうしている間にもソーマの演説は続いていく。

『諸君、この国はいま未み曽ぞ有うの危機に瀕ひんしている！　深刻な食料問題、そこから発生する経済不況、魔王領に土地を奪われた難民たちの流入……どれもこれもこの国を冒す深刻な病である！　それだけではない！　帝国は発言力を増し、周辺国の中には虎こ視し眈たん々たんと、この国を狙う者たちもいる！　前王はこの事態に自分の力は及ばずと、不肖この私に国事を託した。自分にできないことを認め、できる者に道を譲る。これはわかっていてもなかなかできることではない。前王は安寧なる世においては、まさに名君と呼べる器であった』

　一瞬、リーシア姫が「さすがに持ち上げすぎよ……」と苦笑していたのだが、そのことに気付いた者はいなかった。

『しかし、いまは動乱の時代である！　動乱の時代に求められる王は聖人君子ではなく、泥臭く、しぶとく生き残る者だ。全てにおいて平均以上な君主ではなく、生存を諦めない、その一点においてのみ優れた君主が求められる。それが結果的に諸君らの家族と、諸君らの財産を守ることに繫つながるからだ！　だから前王は私に国事を託した！　しぶとい、この一点においてのみ私は前王よりも優れていたからだ！

　現在、私はさまざまな改革に着手している！　しかしそのための人材が圧倒的に足りない！　故にここに才能ある人材を募集する次第である！

　再度言おう！　諸君、私はただ才あらば用いる！

　混迷の時代に必要なのは他者より平均的に優れている者ではなく、一点においてでも他者を突き抜けている者である。その才の形は問わない。その才以外の資格も問わない。ただ「これだけは人に負けぬ」という矜持があれば我が前に立て！

　学歴も、年齢も、身分も、出身も、種族も、性別も問わない！　文字の読み書きができるかどうかも、計算能力の有無も、財産の大小も、五体満足かどうかも、容姿の美醜も、スネに傷を持つかどうかも問わない！　これだけは人より優れている、これだけはこの国の誰にも負ける気はない、そう思うものがあれば我が前にて披露せよ！　その才がこの国にとって有用と判断したら、私は礼を尽くしてその者を家臣に迎えるであろう！』

　新国王の熱弁に国民たちの目が光りだしていた。

　みんな熱弁を聞きながらも、自分になにか他者より優れた才はないかと頭を働かせているのだろう。ただ同時に、たとえ自分の中に他者より優れた部分を見つけたとしても、それが役に立たない物なら採用はされないだろうとも思っていた。そんな諦観にも似た感情が、熱弁で上がり始めたボルテージの最後の防波堤となっていた。

　王はこの国の問題を解決できる人材を求めている。

　自分の中にある才が国の役に立つとは思えない。

『自分の才が本当に役に立つ物なのかどうか、躊躇ためらっている者もいることだろう！』

　そんな国民の躊躇いをわかっているかのように、ソーマは言った。

『しかし、それは諸君らが勝手に判断することではない！　この国に必要な才であるか否かは、国王である私が判断する！　たとえ人にくだらないと言われる才でも構わない！　その判断は私が下す！　だから躊躇うな！　我が前に来てその才を晒さらせ！』

　そこでソーマは落ち着くように一息吐ついた。

『それでもまだ躊躇うならばこうしよう。その才がこの国において、並び無いものと証明されれば、エルフリーデン国王の名において「無双証明書」を発行し金一封を授ける。……これで少しはやる気が出たか！　野郎共ぉ！』

　映像のソーマが拳を突き上げた。

　その瞬間、この国の都市という都市から大歓声が沸き起こった。

　人々の心の防波堤が決壊した瞬間だった。それは王都の方でも同じようだ。

『おっ……ここまで城下町の歓声が聞こえてきてるな。乗り気で良かった』

　ソーマの口調が崩れ、隣のリーシアが頭を抱えていたが、誰も気にしなかった。

『自薦他薦は問わない。他薦の場合は推薦者に報酬の三割を出そう。この国の非常時に引き籠もって隠者を気取っているヤツは、諸君らの手で引きずり出せ。あと「人より力が強い」とか「歌が上う手まい」みたいに競合しそうな才は、事前に候補者同士で競ってもらい、代表一名を選出してもらうことになるだろうから、そのつもりでいてくれ。さてと……言うべきことはこれくらいかな』

　そしてソーマの玉音放送はこの言葉で締めくくられた。

『それじゃあ才ある者よ、王都パルナムでボクと握手』







「最後のはなに？」

「その場のノリ」

　放送終了後、ジト目で睨にらむリーシアに、俺は笑いながら言った。

　さて国民の反応はどうだろうか。欲しい人材は来るのだろうか。

　たくさん来てくれるといいんだけどねぇ……。
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　歴史には、後の世で戯曲化されやすい場面という物がある。その条件としては、

　一つ、時代の転換期であること。

　一つ、戯曲化するに当たって華があること。

　この二つが上げられるだろう。

　戦国時代でいうなら、織田信長が桶おけ狭はざ間まの戦いの前に『敦あつ盛もり』を舞うシーン。

　三国志でいうなら、劉りゆう備びが諸しよ葛かつ亮りようを『三顧の礼』で迎えるシーン。

　ローマでいうなら、カエサルが「賽さいは投げられた」とルビコン川を渡るシーンなどだ。

　ならばソーマ王が王位を譲られたこの時代において、後年、もっとも戯曲化された場面はどこかと聞かれれば、この人材集めの場面と言えるだろう。才ある者を、と求めたソーマの前に召し出された、五人の才ある若者たち。

　その中で、王が諸もろ手てを挙げ、歓喜と共に迎えたのはただ一人。

　この場面をソーマ王の視点で見れば、彼の偉業の一つとなり、ある者の視点で見れば、その者の人生を一発逆転させたシンデレラストーリーとなり、〝その光景を他とは違う目で見ていた者〟の視点で見れば『時代の転換期』となる。

　そう。この場面には主役が〝三人〟もいたのだ。
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　どの程度の人数が集まるか心配していたのだけれど、予想以上の大盛況だった。

　才能の種類を限定せず、かつ賞金を出したのが良かったのだろう。

　王都はいま、城壁内への入場制限さえ行われるほどの人でごった返していた。あまりの事態に、マルクスをはじめとする文官たちは朝からてんやわんやだった。

　いくらなんでも人が多すぎる気がしたのだけれど、どうやら俺が大々的に募集しすぎたせいで、どんな人物が王の目に留まるのか、興味を持った群衆たちが王都に詰め寄せているらしい。人が動けば物が動く。これを好機と見た商売人たちも集まってきて、露店を出し始めたものだから、城下はさながらお祭りのようになっていた。ひょんなことから経済が活性化しているけれど、そのぶん、文官たちの苦労は増える一方だった。

　さて肝心の人材募集のほうだけど、こちらも大盛況のようだった。

　即戦力になりそうな才から、一見なんの役にも立たなそうな才まで、多種多様な才が審査所で披露されている。審査所では文官五名が、参加者の才能が唯一無二の物であるかを審査し、それが認められればどんな才だろうと賞金を出す。俺とリーシアは別室で、審査員から挙げられる報告書を読みながら、気になった人物をピックアップしていた。

　本当に多くの者が立候補しているのだけれど、反面、才能の〝ネタかぶり〟が相当多い。『武勇の才』、『芸能の才』、『美貌の才』はとくに競争が激しく、別会場でそれぞれの『ナンバー１』を決めてもらっている。

　それぞれ『王国一武闘会』、『キングダム・オブ・タレント』、『エルフリーデン美少女グランプリ』と銘打たれた会場は、見物人たちを楽しませていた。

　ちなみにこのあと、商人ギルドの要請を受けて、これらの大会イベントは首都パルナムで一年交代で開催され、多くの観光客を集めるようになる。

　あと『エルフリーデン美少女グランプリ』の開催が、実は王による妾めかけ選びなのではという噂うわさを呼び、王と縁戚を結ぼうとする貴族たちが、こぞって親類縁者をこの大会に送り込んでくるのだが、いまは関係ないので省略する。まあ、その噂を聞きつけたリーシアに、あとで冷たい目で見られることになるのだけどね……。







　当初は一日を予定していた審査は三日にまで及び、目の前に〝これは〟という才能を持った者たちが通されたのは、四日目のことだった。

　玉座に座る俺の横には、リーシアが立っていて（一応婚約者だけど、まだ婚姻を結んではいないため、王妃の席には座れないのだ）、一段下がって右側に宰相のマルクス、左側に近衛騎士団長のルドウィンが控えている。ちなみにこの光景は、『玉音の間』から運んできた宝珠によって、王国各地で放映されている。

　そして俺たちの前に通されてきたのは五人の若者だった。

　一人は、銀髪にエルフ耳を持ち、褐色の肌にうっすらと筋肉を浮かべた戦士風の少女。

　一人は、身体からだ全体を覆うような黒衣を纏まとい、どこか気け怠だるげな顔をした線の細い青年。

　一人は、リーシアの凜々しさとはまた違う、やわらかな雰囲気の青髪の美少女。

　一人は、頭にキツネの耳をぴょこんと生やした、純朴そうな十歳前後の女の子。

　そして最後の一人は、油汗をダクダクと流す太っちょの男性だった。

「陛下。陛下の召集によりこの国の多くの才ある者が、名簿に記載されました。そしてこの者らが此こ度たび、とくに稀け有うな才を示した者たちにございます」

　マルクスがそう言うと、

　太っちょの男性はバッタが跳ぶような勢いで平伏し、

　青髪の美少女は、その一挙手一投足さえもたおやかに平伏し、

　キツネ耳の少女はそれを見み様よう見み真ま似ねで、ぎこちなく平伏し、

　黒衣の青年はそれを眠たそうな目で見届けたあと、最後に平伏した。

　エルフ耳の少女は立ったままだった。それを見て周囲の者がギョッとしていた。

「国王陛下の御前である。平伏いたさぬのか」

　ルドウィンが静かに、しかし怒気を込めて注意しても、エルフ耳の少女はどこ吹く風といった様子だった。それどころか、真っ直すぐに俺の目を見て言い放った。

「我が部族の仕来りゆえ、勘弁願いたい。我が部族の戦士は、主以外の者には頭を下げませぬ。そして女であれば、自分の夫以外の者に頭を下げぬのが貞淑の証あかしなのです」

「しかし……」

「構わない」

　俺は言い募ろうとするルドウィンを手で制した。

「国のためにと協力を要請したのはこちらだ。硬いことは言いっこなしだ」

「……陛下の御み心こころのままに」

　そう言うとルドウィンはあっさりと引き下がった。

　……わかっててやってるんだろうなぁ。相手方に舐なめられず、それでいて王の器を示すような立ち居振る舞い。見事な役者だ。ならば俺も期待される通りに、器の大きい王を演じるとしよう。俺は玉座から立ち上がると彼らと向き合った。

「皆も平伏しないでくれ。こちらは貴殿らに助力をお願いする立場だ。形式など気にせず楽にしてくれていい」

　四人もしずしずと立ち上がった。俺はマルクスに目線で先を促した。

　マルクスは頷うなずくと、なにやら巻物の様な物を広げて読み上げ始めた。

「それではこれより、この者たちが有する才の発表と賞の授与を執り行う！　『神護の森』のダークエルフ、アイーシャ・ウドガルド殿、前へ！」

「はっ」

　今度はエルフ耳の少女も素直に従った。見た目は二十に届かないくらいだけど、ダークエルフは若い時間が長い種族だそうで、見た目と年齢は一致しない。褐色の肌に映える銀色のポニーテール。胸甲にガントレットと、戦士風の出いで立ちをしていて、スリットの入った腰巻きから覗のぞくスラッとした美脚は、適度に筋肉がついていて健康的だった。

（【ダークエルフ】。エルフリーデン王国内では少数民族の部類に入り、高い戦闘能力を有する種族である。都市に住まない代わりに神護の森を住すみ処かとしていて、その森の守護者として自治も認められている。種族に対して強い帰属意識を持ち排他的……か）

　俺は平静を装いながらも、隣の部屋に置いてきた手袋を分散した意識で操り、用意していた『エルフリーデン子供百科事典』（子供向けなので内容が短くまとめられていて、短時間で情報を得るのに便利）の、ダークエルフに関しての記述を読んでいた。

　ちなみにこの国における『ダークエルフ』は、ファンタジーにありがちな神の加護を失い堕おちたエルフなどではなく、単に色白で金髪のエルフを『ライトエルフ』、色黒で銀髪のエルフを『ダークエルフ』と呼び分けているだけのようだ。

「この者、武において顕著な才を示し、『王国一武闘会』において優勝せしその実力は、まこと王国随一と言ってよく、これを称たたえる次第であります！」

　へぇ～、あの武闘会の優勝者なのか。ならば相当強いのだろう。

　ただ、一つ気になったことがあった。

「俺は王国のためになる人材を募集したんだが、キミはいざというとき力を貸してくれるのか？　ダークエルフは種族にのみ帰属すると読んだが」

「……いまはもう森だけを守って生きられる時代ではありません。国が無くなれば森も脅かされる。ダークエルフにも変わらねばならぬと思う者たちがいる。私はその一人です」

　アイーシャはそうハッキリと言い切った。

「それはまた……保守的な種族の中で随分革新的な意見だな」

「確かに異端視はされております。しかしいまのままでは……、王様」

「なんだ？」

「褒賞はいらない。だから直言を許して欲しい」

　広間がざわめいた。アイーシャは国王に直訴しようとしているのだ。日本においても世が世なら死罪となる行為だ。この国でもどうやらそうらしい。

　リーシアやルドウィンが刀に手をかけたけど、俺はそれを手で制止した。

「許す。言ってみろ」

「ソーマ!?　それはっ」

「相応の覚悟あってのことだろう。王として耳を貸すべきだ」

「ありがとうございます。では申し上げます」

　するとアイーシャは堂々と胸をはって言った。

「最近、神護の森への他種族の侵入が激しいのです！　彼らはキノコや山菜などの森の恵みを採り、森の獣たちを狩る。食料難なのは理解しますが、それらを奪われれば今度は我らが飢えることになります！　侵犯者に対して、我らは武器を取るよりありません。すでに森の各地で衝突が起こっております。王様、どうか侵犯を取り締まって下さい！」

「なるほど……」

　つまり食いっぱぐれた者たちが、森で狩猟や採集を行うのを禁じて欲しいってことか。食料難は、流通が限定される地方に行けば行くほど深刻になっている。そこに豊かな森があったら、たとえダークエルフに攻撃されてでも入ってしまうか。

「あいわかった。神護の森に関しては、すでに人の出入りを制限する法があるため、新たに禁止にはできないが、神護の森周辺の村民に対しては早急に食料支援をしよう。それでも尚なお、神護の森への侵入を試みる者あらば、密猟者と断定してこちらで摘発する」

「ありがとうございます。感謝いたします」

　そう言ってアイーシャは、頭を下げる代わりに胸に手を当て瞑めい目もくした。それが感謝の印なのか、役目を全うしたことへの安あん堵どのポーズなのかはわからないけど。

「しかしアイーシャ、密猟は言語道断だが、今後のことを考えれば、森の外との交易も考えるべきではないかな？　外の世界にも、興味を惹ひくものはあるんじゃないか？」

「それはそうですが……我らの側には、めぼしい交易品がないのです」

「ふむ……木材はどうだ？　間伐したものがあるんじゃないのか？」

　森の中で生活しているなら、木はあり余っているだろう。そのぶん、外の世界ではやはり需要が高いし、良い交易品になるんじゃないだろうか。……そう思っていたら、

「かんばつ……とはなんでしょうか？」

　アイーシャに真顔で聞き返されて、俺は一瞬啞あ然ぜんとしてしまった。

　え、もしかしてこの世界って間伐やってないの？

「森林を維持するために適度な数の木を伐採することなんだけど……」

　言いながらリーシア、マルクス、ルドウィンの方を見ると、みんな一様に首をブンブンと振っていた。どうやら初耳だったようだ。それはアイーシャも同じようだった。

「森を守るために……木を切るのですか？」

「当たり前だろ。木は放っておいたらどこまでもでかくなって枝葉を広げるんだ。その枝葉が日光を遮ってしまうから若い木が育たない。それに密集状態だと互いの生長を阻害するから、結局、老木ばかりのもやし林になってしまう。そんなもやし林は雪や風で壊滅しやすい。それに日光が届かないと下草も枯れてしまうから、土の保水力がなくなって土砂災害が起こりやすくなる。それくらい常識……だよな？」

　周りを見回しても首振り人形（横振り）のような返事しかこなかった。

　するとアイーシャがいきなりその場に平伏した。

「王様、いえ、陛下！」

「な、なんだ!?」

「先ほどの私の無礼！　平にご容赦を！」

「いや、そもそも気にしてないんだけど……って、頭を下げて良いのか？」

「構いませぬ！　私はたったいま、貴方あなたを主様として生涯の忠誠を捧ささげました！」

　いやいや、どういうことなんだってばよ……。

「この命、如い何か様ようにもお使い下さい！　身も心も純潔もすべて貴方に捧げます！　戦えと言われれば戦います！　愛せと言われれば愛します！　妾や奴隷になれと言われるならばなりましょう！　死ねと言われれば死にます！」

「なんだその献身ぶり!?　この数分の間になにがあったのさ！」

「ですが、死をお命じになる前にどうか、私の最後の願いを聞いていただきたい！」

「えっ、無視!?　無視なの!?」

「どうか一刻も早く、神護の森へと来ていただきたいのです！」

　そしてもう一度、床に強く額を打ち付けた。いやもう俺もリーシアもどん引きである。

　……自傷気味の土下座は、ほとんど脅迫だ。

「ＯＫ、話を聞こう。つまりキミは俺を神護の森に連れて行きたいんだな？」

「その通りでございます！　そして神護の森にて、その〝かんばつ〟とやらを御教授下さいませ！　近年、神護の森では、先ほど陛下が仰おつしやったとおりの問題に直面しております。密集した木々はやせ細り、若い木が育たず、水は濁り、風や大雨を受ける度に地面がはがされたようになるのです。その原因が陛下のお言葉でようやく分かりました！」

「神護の森って数千年は歴史ある森でしょ？　いままで気がつかなかったの？」

　そう尋ねるリーシアに、アイーシャは恥じ入るように首肯した。

「神護の森の木々はもともと寿命が長いのです。だからその寿命が尽きようとしている、いまのいままで気づきませんでした……」

「そう……他人事じゃないわね。エルフリーデンの山々でも、間伐なんてしてないからどこも同じような状況になってるかもしれないわ」

「まあ極度に森に依存しているところ以外は大丈夫だろ。古い木が朽ちれば新しい木が生えるし、天災でもやし林が全滅しても、十年くらいすれば森は復活する。本来自然っていうのはそうやって巡回するものだからな」

「それ、神護の森のダークエルフにとっては致命的じゃない？」

　……だろうな。森自体に住んでるわけだし、森が無くなれば即難民だ。

　これ以上難民に増えられても困るし、早めに手を打つ必要があるか。

「わかった。近いうちに神護の森に赴こう」

「おおお！　ありがとうございます陛下！」

「ただし、その際にはある程度の人間の立ち入りを認めてもらう。森林の管理はこの国全体の課題のようだからな。これを機に『林業』を確立するための講習会を開く」

「陛下の御心のままに」

「よし。ルドウィン」

「はっ」

「俺に仕えたいらしいから、アイーシャの資質を見てやって欲しい。個人の武勇は確かなようだが、兵を率いる将となれるかどうかは未知数だ。その資質があれば一軍の将として取り上げ、無ければ俺の護衛役として採用する」

「はっ。承知いたしました」

　後日、アイーシャの資質を見たルドウィンは「将としての資質はある。しかしそれ以上に一戦士としての資質の方が勝っており、将として使うにはもったいない」と評していた。将としても使えるけど、単騎で突っ込ませて、一騎当千させた方が便利な呂布みたいなタイプらしい。それ以後、アイーシャは俺の傍らに護衛として侍はべるようになる。

　そんなわけでアイーシャの番は終わったのだけど、一人目から結構ハードだった。賞与をサッと渡して、使えそうなヤツに声を掛けるだけのつもりだったのだけど……。

（まさか他の四人もそれぞれワケありとかじゃないよな？）







「つづいてハクヤ・クオンミン殿、前へ」

「……はい」

　名前を呼ばれ、のんびりと前に出てきたのは黒衣の青年だった。

　牧師さんの服と、神主さんの衣を足して二で割って、真っ黒に染め上げた感じの、独特なデザインの服を着ている二十五歳くらいの青年。肩上くらいまで伸びた黒髪は、手入れした感じがない。色白で線が細く、見るからにインドア派な印象だ。立ち居振る舞いは気け怠だるげだけど、その眠たそうな目は、真っ直すぐこちらを見ていた。

「この者、他薦ではありますものの知において才を示しました！　この国の法を諳そらんじ、その知識、その記憶力はこの国に並び立つ者なしと思われます！」

　六法全書を暗唱できます、って感じか。それは確かに凄すごいな。他薦ってことは身内に勝手に応募された口か。……なんだろう。なんか引っ掛かるんだよなぁ。

「……その才、見事。望むなら法務官僚へ推挙するがどうする？」

「いえ、賞与だけで結構です」

　推挙の提案を、ハクヤはあっさりと断った。

「もともとは、お世話になっている叔父上に、『いい歳としして本ばかり読んでないで、社会のお役に立ってこい』と勝手に応募された身でして、過分な褒賞はいりません」

「本というと法律関係の？」

「いいえ。ジャンルにこだわりはないです。法も、文学も、技術本もなんでも読みます」

「なるほど」

　なんだろう。やっぱりなにかが引っ掛かる。

「ふむ……ならば、王城内にある書庫の司書などしてみないか？　たぶん市井に出回らないような本もあるだろうし、司書権限で閲覧自由にしてやろう」

「おお、それはいいですね。そう言うことならぜひお願いします」

　ハクヤはようやくわかるくらいの喜色を浮かべた。満足してくれたようだ。

　奇貨居くべし。

　こういう気になるカードは流すより、手札に加えておいた方が良いだろう。







「次にジュナ・ドーマ殿、前へ」

「はい」

　ハクヤと入れ替わるように、青髪の美少女が前に出てきた。

　見た目は俺と同じくらいで十九歳ぐらいだけど、纏まとっている雰囲気がこの女性を、年齢以上に大人びて見せている。ゆるふわロングの髪を靡なびかせて、優雅に頭を下げるその姿は、絵に描いたような美しさだった。露出は多くないものの、上はオーストリアのチロルドレス風で、下は足のラインが透ける、インドの踊り子が穿はくサリーのようなものを穿いており、腰にはヒラヒラとした衣を巻いている。横からリーシアの突き刺さるような視線が飛んでこなければ、小一時間はみとれていたことだろう。

「うん。仕事忘れてないから睨にらむのやめて」

　俺が小声で言うと、リーシアは「どうだか……」と、プイッと顔を背けた。

　マルクスはコホンと一つ咳せき払ばらいすると、

「陛下、この者は美と歌と踊りにて、類たぐい希まれなる才を示しました。その才は美では『エルフリーデン美少女グランプリ』、歌では『キングダム・オブ・タレント』の二冠を達成しております。まさに当代随一の美しき歌姫ローレライです」

　二冠!?　それは凄いな。

「天は二物を与えたということか」

「勿もつ体たいないお言葉にございます」

　感嘆混じりの俺の声に、ジュナはとても穏やかで可か憐れんな声で返答した。

「ドーマ家の先祖はローレライであったと聞いております。歌は血統なれば」

　ローレライ……その美貌と歌声で船乗りを惑わし、溺れさせるという海の魔物だっけ。

　たしかにその美しい容姿と、棚引く青髪はローレライを思わせた。

「それはぜひとも歌声を聞いてみたいな」
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「お望みとあらば」

「そうだ。ちょうどいまこの光景は宝珠によって、エルフリーデンの各地に配信されている。一つ国民たちに元気が出るような歌を、歌ってはくれないだろうか」

「元気が出る歌……ですか」

　ジュナは少し困ったような顔をしていた。

「一族に伝わるローレライの歌は、だいたいが悲しい恋の歌でして……」

「あー、掟おきてかなにかで歌えないというなら構わないが」

「いえ、知らないだけです。一度聞けばすぐに歌えるのですが」

「ふむ……あ、じゃあこんなのどうだ？」

　俺は懐からスマホを取り出した。こちらの世界に呼び出されたときに、俺が所持していた数少ない私物だった。俺はスマホの音楽ファイルを開いて「これだ」と思う歌を選曲してから、ジュナのもとへと歩み寄り、彼女の耳にイヤホンをはめた。

「これはなんでしょうか？」

「音楽が流れる機械のようなものかな？　それじゃ、流すよ」

「！」

　スイッチを入れた瞬間、ジュナの身体からだがビクッと震えた。

　最初は戸惑っていたようだけど、慣れてきたのか、次第に体がリズムを取り始める。そして約五分後、曲の終わりと共に彼女はイヤホンを外した。

「憶おぼえました」

「もう？　本当に一回聞いただけで憶えられるんだ」

「はい。それでは歌わせていただきます」

　俺が席へ戻ると、彼女は口を開き朗々と歌い出した。

　曲はさだまさしの『がんばらんば』。『みんなのうた』にもなったこの歌は、ラップみたいな長崎弁と、九州地方の童歌『でんでらりゅうば』が入っているのが特徴の、軽快な歌だった。じいちゃんがまっさんのファンで、よく一緒に聴いていたっけ。

　しかし、さすがローレライ。関東人には理解不能な、長崎弁ラップパートをきっちり歌いきっている。ちなみにこれはあとでリーシアに聞いた話だけど、歌詞の意味は理解できなかったらしい。この国の人が話す言葉が理解できたり、逆に俺が話す日本語を相手に理解させられるのは、どうやら勇者の不思議パワーらしいのだ。もっといえば、俺はこの世界の文字が書けてしまう。頭の中の日本語を、勝手にこっちの言語に翻訳して、その文字がどう読むのかもわからないのに書けてしまう感じだ。

　だからジュナの口から出る日本語（長崎弁）は、この国の人にとっては未知の言語だった。もっとも、言葉が通じなくても、ノリの良い曲にはノレるもの。思わず一緒に歌いたくなる曲を、みんな楽しそうに聞いていた。

　数分後。拍手喝采の中、歌い終えたジュナが頭を下げた。

「楽しい歌です。ありがとうございました」

「いやこちらこそありがとう。素晴らしい歌声だった」

「できればもっと、陛下の国の歌を教えて頂きたいです」

「ぜひとも歌って欲しい。……そうだな。宝珠を増やせればいいのだが、それができなくともいずれ玉音の間を収録スタジオに変えて、貴女あなたの歌をいつでも国民に届けられるようにしたいものだ」

「まあ！　それは夢のようです、陛下」

　ジュナは心から楽しそうな微笑ほほえみを浮かべていた。素敵な笑顔だ。

「そのときはよろしく頼む。此こ度たびは大儀であった」







　ジュナが下がり、今度はキツネ耳の少女の番だった。

「続きまして、妖よう狼ろう族のトモエ・イヌイ殿、前へ」

「ひゃっ、ひゃい！」

　裏返った声を上げながら、十歳前後くらいの獣耳の女の子が、右手と右足を同時に出して前に出てきた。妖狼族……あれキツネ耳じゃなくてオオカミ耳だったのか。

　日に焼けた肌とクリクリとした目が愛くるしい。ただ着ている服は若干見み窄すぼらしかった。ところどころがボロボロになっている衣服の、お尻から飛び出したフサフサの尻尾は、緊張のためかピンと張っている。うん、凄くモフりたい。

「この者、若年ながら、鳥獣と会話できるという非常に稀け有うな才を持っております。彼女を厩きゆう舎しやへと案内したところ、馬の健康状態から来歴まですべて言い当てました。当人曰いわく、馬本人に聞いたとのことで、まさに神懸かり的な能力と言えるでしょう」

　動物たちと会話できる才か。これまた随分とビックリ獣人が来たな。

　そんなことを考えていると、横でリーシアが呟つぶやいた。

「妖狼族の国は遥はるか北よ。この国にはいなかったはず」

「……難民か」

　ああ、着ている服がボロっちかったのはそのためか。

　魔王領拡大に伴い、いくつかの国や集落が滅ぼされる形になった。国を失った者たちは南下し、難民となって他国に流入し、経済を圧迫し始めている。その対処は国によってさまざまだ。積極的に保護している国もあれば、排斥へと動き出している国もある。もっとも保護している国も、大半は鉱山などで過酷な労働を強いるか、魔族との戦いに兵力として駆り出すかなので、難民たちにとってはどちらも地獄だろう。

　王国でも首都パルナム近郊に難民キャンプが作られている。いまのところその扱いは〝保留中〟だった。自国民ですら食料が供給不足気味なのに、難民に手を差し伸べれば、暴動が起きかねない。かといって排斥したり、労働を強いたりすれば難民たちの恨みを買う。潜伏されてテロリスト化されたら目も当てられない。このままでも治安悪化などの悪影響は避けられないけど、現状を維持するより他にないのだ。

　他人に手を差し伸べるためには、まず自分たちが幸せである必要がある。

「才あらば用いるという言葉は曲げない。才があるなら自国民でも、他国民でも、難民でも構わない。選より好みしている余裕はないからな」

「そうね」

　するとトモエと紹介された妖狼族の少女が、怖おず怖ずと言った感じに口を開いた。

「あ……あの……王様……」

「ん？　なんだ」

「あの……その……わ、私も……申し上げたいことが……」

　極度の緊張のためか、絞り出すような声だった。聞き取りづらい。

「言いたいことがあるのか？　構わないから言ってくれ」

「ひゃいっ……あの……実は……」

「ん、なに？　もう少し大きな声じゃないと聞こえないんだが……」

「あの……私……」

　トモエは涙目になっていた。幼女といってもまだ通じるくらいの少女に、そんな顔をされるのは精神的に辛つらいものがある。

「……わかった。そっちに行くからもう泣くな」

「あう……」

　俺は少女の傍そばまで歩み寄ると、屈かがんで彼女の口元に耳を近づけた。警護役のルドウィンが渋い顔をしていたけど無視した。

「これで聞こえるだろう。なんでも言っていいよ」

「はい。実は……」

　そう言って囁ささやかれた彼女の言葉に、俺は我が耳を疑うことになった。

　立ち上がりトモエの顔をじっと見る。

「……間違いないのか？」

「は、はい」

「このことは、他の誰かに言った？」

「い、いえ……お母さん以外には、誰にも……」

「そうか……」

　俺はホッと胸をなで下ろした。安あん堵どが半分、これからのことを考えての億おつ劫くうさが半分だ。稀有な才どころの話じゃない。この少女はこの世界にとって、〝爆弾〟にもなりかねない存在だ。

　……落ち着け、呼吸を整えろ。この場の誰にも動揺を悟られるな。

「はぁ……少し疲れた。ここらで一つ休憩をはさみたい」

「ソーマ？」

　周囲を見回しながら言うと、リーシアが怪け訝げんな顔をしていた。他の者たちもだいたい同じような反応だったけど、俺はそんな反応を無視して、あえて声を張り上げた。

「いまから三十分ほど休憩をとりたい。この子を含めた二名への賞与は、そのあとに改めて行うことにする。ジュナ殿」

「なんでございましょう。陛下」

　声を掛けられ、あの歌姫ローレライが前に歩み出てきた。

「いま、この広間の様子は玉音放送を通じて国民が見ている。休憩の間、国民たちをただ待たせるのは心苦しい。だから三十分ほど貴女あなたの歌で繫つないでいただけないだろうか」

「わかりました陛下。歌は我が一族の誇り。誠心誠意、歌わせていただきます」

　そう言ってジュナは優雅に一礼した。その際、一瞬だけ目があった。なにか理由があるのですね、と確認された気がした。それでいてあえてなにも聞かず、従ってくれる。美貌や歌声を抜きにしても、こういう気遣いのできる人材が配下に欲しいものだ。







　ジュナに時間を稼いでもらっている間、俺は信頼できる者だけを政務室に集めた。

　ここにいるのは俺、リーシア、マルクス、ルドウィン、そしてトモエちゃんだけだ。俺に忠誠を誓ったからと、そばを離れたがらないアイーシャには、扉の向こうで誰も聞き耳を立てないよう監視に立ってもらっている。

「ここまで厳戒態勢にするようなことなの？」

　困惑気味に尋ねるリーシアに、俺はうなずいた。

「非常にまずい事態だ。さっきのトモエちゃんの声が聞こえたヤツはいるか？」

　トモエちゃん以外の三人に確認したけど、三人とも首を横に振った。

「……私は聞こえなかったわ。小さかったから」

「自分にも聞こえませんでした」

「私もです」

「……なら、玉音放送で声が流れた心配はないか」

「多分、大丈夫だと思う。あれってそれほど感度は良くないから」

　リーシアにそう言われ、ようやく一つ肩の荷が下りた気がした。

「それほどのことなの？」

「ああ。文字通りの爆弾発言だったよ」

　みんなの注目がトモエちゃんに集まり、彼女はさらに縮こまってしまった。

　彼女の口から聞くのも大変そうなので、俺が代わりに答えた。

「彼女は動物と会話ができる。それは聞いたよな？」

「ええ。凄すごい才能よね」

「その力で『魔族』と話したんだそうだ」

　言った瞬間、場の空気が凍った。全員言葉を失い、金魚のように口をパクパクしているだけだった。このことについて詳しく語る前に知っておくべき前提知識がある。

　それは『この世界の人々が思う魔物・魔族』と、『俺のいた世界の人々が思う魔物・魔族』には、若干認識のズレがあるということだ。俺のいた世界では、魔物とは『人』でも『動植物』でもない、異形の生物という認識だった。

　しかしこの世界では、『人』と『動物』が表す範囲は広い。

　具体的に言うと、人間族も、エルフ族も、獣人族も、半竜人ドラゴニユートも『人』であり、『人類』というカテゴリーの中に入っている。

『動植物』で言えば、体長が四メートルもあっても、レッドグリズリーは哺乳類であり、恐竜にしか見えなくても、オオトカゲは爬は虫ちゆう類るいであり、人の大きさほどあっても、巨大アリは虫だし、人を喰くってもマンイーターは植物なのだ。また、合体したり分裂したり蕩とろけたりするスライム状の生物ゼルリンも、なぜか『動植物』扱いされている。

　ちなみに竜ドラゴンなどは『神獣』と呼ばれ、また別の扱いを受けている。

　これらが魔物と呼ばれていないのは、この世界の地上に自生しているからだ。もともとこの世界の生態系に組み込まれていたからこそ、人との棲すみ分けもできている。実際、この国の馬は、俺のいた世界の基準で言うならスレイプニールであり、家畜である牛や豚や鶏も、みんなモンスターっぽくアレンジされたような見た目をしている。

　では、魔物とはなにかというと、さまざまな生物が融合したような姿をしている合成獣や、ゾンビ、ガイコツなどのアンデッド系モンスター、人に近い見た目はしているものの、知性があるとは思えないゴブリン、オーク、オーガなどを指す。これらの魔物は、魔界が出現して以来、大陸北方で大発生したようなのだけど、魔界出現以前にも、大陸各地にあるダンジョンと呼ばれる場所には生息していたらしい。

　ダンジョンとは、地下空間などに不思議な生態系が築かれている場所のことだ。ゲームではお馴な染じみだけど、この世界には実際に存在する。ちなみにこの世界には、こういったダンジョンの探索や、行商人の護衛、田畑を荒らす害獣や、ダンジョンから出てきた魔物の討伐などを生業なりわいとしている『冒険者』という職があるそうだ。

　そんな魔物たちだが、魔界出現以前は知性を持たないと思われていた。

　事実、ダンジョンにいる魔物は、人に近い形状のゴブリンさえも、動物程度の知能しか持ち合わせていなかった。しかし、魔王領の魔物の中には、どうにも知性があるような行動をする者たちが存在しているようなのだ。集団で行動し、武器や魔法を使い、戦略を練る。まるで『人』であるかのように行動する者たちだ。かつて人類が魔王領への侵攻作戦に失敗したのも、彼らの存在を把握していなかったことが一番の要因とされている。人類側はそんな知性のある魔物たちを、『魔族』として呼び分けることにした。

　話を戻そう。つまりトモエちゃんは、そんな『魔族』と会話したというのだ。

　いままで魔族と会話できたという例はないらしい。突然現れた異国語の軍団、しかも交戦状態下では、意思疎通などできるはずもない。リーシアはトモエちゃんに詰め寄った。

「一体なにと、どんな会話をしたの!?」

「コ、コボルトさんです。私たちと違って……背も小さくて、耳だけじゃなくて顔全部が犬だったんですけど……私たちの集落が魔物の群れに襲われる前の日に、『同じ臭いを持つ者が、襲われるのを見るのは忍びない。早く逃げよ』って。私にコボルトさんの言葉がわかったのも奇跡なんですけど……そのお陰で私たちは難を逃れられました……」

「つまり……魔族にもハッキリとした意思があるということですか」

　ルドウィンが唸うなるように言った。

　この世界の人々は、魔族を「少し頭の良い魔物」程度にしか考えていない。土地を食い散らかすだけのイナゴの大群か、あるいは殺さつ戮りくを楽しむ蛮族のようなものであると。話を聞くかぎり、魔物に対してはその認識でも間違いではないだろう。しかし……魔族に対しては、また別の見方をしなくてはいけないのではないだろうか。

　魔族にも、トモエちゃんの言うような意思があるのだとしたら、人類は知らず知らずのうちに、魔族たちと『戦争』をしていたことになる。それも対話チャンネルゼロの戦争をだ。家族を殺され、家を焼かれ、国を奪われ、人類は魔物や魔族に恨みを抱いた。これが戦争ならば魔族側も、同じような恨みを人類に対して抱いている可能性が出てくる。

「もしこの情報が各国に流れたら……」

「大混乱でしょうね」

　リーシアと一緒に肩を落とした。

　魔王領の魔物・魔族の全部が全部、対話可能だとは思わない。妖よう狼ろう族を逃がしたコボルトのような、対話可能な者たちはほんの一握りかもしれない。しかし魔族の中に、一部でもそういう存在がいると知られれば、魔族は人類共通の敵ではなくなる。
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　いま、魔王領に対して、各国は上辺だけとはいえ一つになっている。

　そこにこの情報が流れればどうなるだろう。魔族との平和的な対話を模索しようと考えるならばいいけれど、自国の利益だけを優先して、魔族と手を結び、他国に侵攻しようなどと考える国が出てきてもおかしくない。そんなことになったら人類は瓦解する。

「帝国なんかはこの情報を摑つかんでいると思うか？」

「……わからないわね。トモエの特殊な才能があって、ようやく意思疎通ができたレベルなんだし。気付いたとしても確かめる術がないわ」

「つまりこの情報は現在、我が国が独占状態というわけか。まったく……」

　とんでもないものが手に入ったもんだ。

　まさに爆弾だ。切り札になりうるけど、使い方を誤れば火傷やけどじゃすまない。

「ご、ごめんなさいです……」

　トモエちゃんが畏縮してしまい、リーシアに小突かれた。

「あ、いや、責めてるんじゃないよ。むしろ良くぞこの国に来てくれたと思っている。他の国がこの情報を持ったらと思うとゾッとするくらいだ」

「しかしこの情報を秘匿するのですか？　こんな重要情報を隠していることが知れれば、全人類の敵として糾弾されかねないのでは？」

「……だよなぁ」

　ルドウィンの指摘には頭を抱えるしかなかった。

「下手に隠して野心アリって思われるのも得策じゃない。それに、これが戦争だとしたら、いまのようにお互いに殲せん滅めつ戦せんをしかけるような状況はまずい。どちらかが滅びるまで戦争しないためにも、少しずつでもこの情報をリークしていく必要がある」

　腹を決めよう。俺は周囲を見回しながら言った。

「『魔族の中に対話可能な者がいるんじゃないかなー』という、推測程度の情報を各国に流す。そうすれば多少は慎重に行動するだろう。少なくとも、噂うわさの真偽を確かめようとはするはずだ」

「その過程で、我らの持つ情報に辿たどり着かれるのではないですかな？　だとしたら情報を秘匿していても無価値になるのでは？」

「違うなマルクス。俺たちの切り札はトモエちゃん自身だ」

「わ、私ですか!?」

　目を白黒させるトモエちゃんに、俺は力強くうなずいた。

「魔族に意思があることがわかっても、交渉するには意思疎通の手段が必要だ。たとえば各国が、魔族と交渉しようとその手段を考えている間に、俺たちはトモエちゃんを通して彼らと対話することができる。これは大きなアドバンテージだ」

　王国だけで、どこまでの交渉ができるかはわからない。しかし独自のパイプを持つことで、他国に交渉権を全て握られ、対話の機会が与えられないという事態を防ぐことができる。そのぶん苦労を背負い込む形になるけど、国の命運を他国に委ねるよりはマシだ。

「だからトモエちゃん。我が国は全力でキミを保護しなくちゃならない」

「ほ、保護……ですか!?」

「ああ。誇張無しにいまのキミは、俺なんかよりもよっぽど重要人物だ。ぶっちゃけ、どっかから情報が漏れて、キミを他国にさらわれた瞬間、この国は滅びかねない」

「そんな……噓うそ……ですよね？」

　トモエちゃんはキョロキョロと周りを見回すけど、誰一人として否定しなかった。

　トモエちゃんは誇張などではなく、この国の命運を握っている。俺は絶対にしないけど、他国だったら、このままなにも聞かなかったことにして〝処分〟する国もあっただろう。それほどまでにトモエちゃんという存在は〝重い〟。

「だから最高レベルの警護を付けるためにも、トモエちゃんにはこの城に住んでもらいたい。難民キャンプじゃいざというとき、守れないかもしれないし」

「あう……」

「少しお待ちを」

　マルクスが手を挙げた。

「王族以外の人間が城で暮らしていれば、下手な勘ぐりを受けるのではありませんか？」

「ふむ。ならば王族として迎える方法を教えてくれ」

「簡単に言ってくれますな……市井の者を王族に迎え入れるには、いくつか方法がございます。一つは陛下の養子になさることですが、これはまだ陛下が婚礼前なので不可能でございます。姫様との婚礼にも一年以上は準備がいりますからな」

「だってさ」

「私にふらないでよ」

　リーシアはぷいっと顔を背けた。リーシアが嫁さんで、すでに十歳ぐらいのトモエちゃんが娘としている家庭生活か……まったく想像できないな。

「他にはないのか？」

「陛下が側そく妃ひとして娶めとるという手もございます」

「それ……いろんな意味でやばいだろ」

　小学生ぐらいの女の子だぞ。このロリコンどもめ、ってベ○ード様が湧くわ。

「政略結婚の年齢としてはギリギリ許容範囲内なのですが」

「ソーマ……十歳はさすがに……」

「なんで俺が責められてるの!?」

　なんかリーシアが冷めた目で見てるし。俺にそっちの趣味はない！

「っていうか、前王夫妻の養子でいいだろう」

「ふむ。それならば宜よろしいかと」

　マルクスは「くくく」と笑っていた。こんにゃろう、わかって言ってたな。

「それいいわね！　私、妹が欲しかったの！」

「はわわっ」

　リーシアにぎゅうっと抱きしめられ、トモエちゃんは慌てふためいていた。リーシアはリーシアで、いままで見たことないくらい弛ゆるみきった顔をしている。そう言えばリーシアの婚約者という立場上、俺にとっても義妹ってことになるんだよな。

　狼耳ロリ義妹……属性多すぎだな。

「でもでも、私には家族……ちゃんといます。お母さんとちっちゃい弟が、キャンプで待ってるんです」

　姉（予定）の過剰なスキンシップから逃れながら、トモエちゃんは言った。

「あー、養子って言っても立場的なものだから、そこらへんは大丈夫。トモエちゃんが俺の義妹になればお母さんや弟さんも縁戚関係になるし、城で一緒に暮らしてもらって構わない。生活費はこっちで工面するし、働きたいなら城内で仕事をあげるからさ」

「あの……それなら……わかりました」

　トモエちゃんは怖おず怖ずといった感じで承諾してくれた。良かった。全てが丸く収まったわけではないけど、現状で打てる手は打てたと思う。

　結果として義妹ができてしまったけど、カワイイからそれはそれでよし。

「さて、そろそろ会場へ戻ろう。ジュナ殿が待っている」

　もうすぐ三十分が過ぎる。引き延ばすのもこれくらいが限界だろう。

「今回の才能への報酬は賞与のみに止とどめる。急に前王夫妻の養子になることを発表したら、なにかあると言っているようなものだからな。そちらの件は時間をおいて、日を改めて発表する。みんなもそう思って行動して欲しい。いいな！」

「「「「　ははっ　」」」」
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　ソーマ王が休憩を宣言してから三十分ほどが経過し、再び賞与の儀式は再開された。

　いまはあの妖狼族の少女が、お褒めの言葉を頂いているところだった。

　その光景を〝私〟は他の受賞者と共に、立ちながら見ていた。

「その才見事だ。ぜひ我が国のために役立てて欲しい」

「ひゃ、ひゃい！　わかりまひた！」

　……嚙かみ嚙みだ。なんとも愛らしい。

　あんな可愛かわいらしい女の子がなにを言ったら、〝王が血相を変えて急に休憩を宣言する〟のだろう。それに休憩時間中、あの女の子だけが呼び出されていた。よほど重要ななにかがあることは間違いないのだが、いまの私ではそれを知ることもできない。

　私はここに来てからずっと件くだんの王を観察していた。

　容姿は平凡。話によれば勇者として召喚された人物らしいが、雰囲気は市井の一般人そのもの。戴冠もせず、杖つえも持たず、マントも羽織らず、見慣れないデザインだが、カジュアルな服装のまま立つ姿は、玉座の前に居ても王には見えなかった。そうかと思えば、ときおり為政者らしい目の色も見せる。非常につかみ所のない人のようだ。

　ここまでの行動は王としては及第点と言っていいだろう。

　ダークエルフの女戦士の直訴には度量の広さを示し、また意図せずしてダークエルフが抱える問題の解決策を示して見せた。あの妖狼族の少女とのことを見るかぎり、アドリブも利くようだ。ぎこちない所もあったが、まぁここまでは合格点と言えるだろう。

　しかし、本当に試されるのはここからだ。

　私は、隣で冷や汗なのか脂汗なのかわからない物をかいた、太った男性を見つめた。次は彼の受賞の番だ。ここに来るまでに彼が持つ才のことは、彼の口から聞いている。そしてその才は私が思う限り、〝いま、この国にもっとも必要な才〟だった。

　彼を見て、あの若き王はどういう判断を下すだろう。

　お世辞にも良いとは言えない容姿（まん丸お腹なかにぽってり顔）を軽蔑するだろうか。

　むしろ国民の前で笑いものにするだろうか。

　そこまではしないまでも、彼の持つ才の重要性を見逃すだろうか。

　そのどれかであったなら、私は……。

「続きまして、ポッテ村のポンチョ・パナコッタ殿、前へ！」

「は、はいでございますです、ハイ！」

　宰相のマルクス様に呼び出され、ポンチョと呼ばれた小太りの男性は、まん丸なお腹を揺らしながらドタドタと前に出た。そのコミカルな動きに周囲から笑いが起きた。リーシア姫さえも、笑いを堪えている。ならば王はどうかと見ると、〝真顔〟だった。笑うでも不快に思うでもなく、真面目な顔でポンチョ殿を見つめていた。

「この者の才は見ておわかりかも知れませぬが、〝食べる〟ことにございます。今回の募集に際し『大食いの才』を標ひよう榜ぼうする者は多々おりましたが、この者に勝てる者はございませんでした。また食を探求する姿勢も尋常ではなく、世界各地を旅してはその土地の名物・珍味を食べ歩き、本人曰いわく『食べられる物はだいたい食べた』とのこと。ただ食べ歩きに全ての財をつぎ込んだそうで、見た目ほど生活に余裕はないのだとか……ゴホン。ともあれ、これはこれでこの国に二つと無い才能と言えるで……」

「待っていたぞ！」

　マルクス様が説明を読み終えるよりも前に、王は動いていた。

　そしてポンチョ殿の前に立つと、喜色を隠さずにその手を両手で取った。

「良くぞ呼びかけに応えてくれた！　貴公のような人材を待っていたのだ！」

「へ……あ……え？」

　ポンチョ殿は目を白黒させていた。この状況に理解が追いついていないようだった。

　やがてその理解が追いつくにつれ、顔が引きつりだした。

「へ、陛下が、私わたくしをなのですか？」

「そうだ！　貴公こそ、この国の待ち望んだ人物だ！　俺は他のどの才ある者よりも、貴公が来てくれたことを嬉うれしく思っている！　文官に貴公のような者がいたら、推挙するよう言明した甲か斐いがあったというものだ！」

「そ、そこまでなのですか、ハイ」

「ああ。各国の名物・珍味を食べ歩いたその知識が、この国を救う鍵になる」

　王にそう言われ、ポンチョ殿は滂ぼう沱だの涙を流し出した。

「わ、私は……みんなからデブだと言われておりまして……食べ物のために散財するバカだって……私自身、ただ食べたいから食べ歩いただけで、みんなの言うことはもっともです……そんな私の食い意地が、この国のためになるのでしょうか」

　王は涙を流すポンチョ殿の肩をポンと叩たたいた。

「言いたいヤツには言わせておけ。どんなくだらないことでも、極めれば立派な才だ。胸を張れ！　貴公の散財を惜しまぬ食い意地がこの国を救うのだ！　どうかこの俺に、貴公の知恵を貸してもらいたい！」

　そんな王の真摯な要請に、ポンチョ殿は袖で涙をぬぐうと、

「は、はい！　私めの知識が役に立つなら、使ってくださいです、ハイ！」

　そう元気良く返事した。

　周囲を見回してみれば、ほとんどの者が事態を吞のみ込めずにポカンとしていた。そんな空気の中、ソーマ王は玉座へと戻ると、マルクス殿に向かって言った。

「宰相！　この国には功があったり、期待を掛ける部下に対し、王が〝氏うじ〟を送る風習があったな」

「……あ、はい。左様でございますが」

「ならばポンチョ。貴公に『イシヅカ』の氏を送る。俺の故国にいた〝食の飽くなき探求者にして伝道者〟の氏だ。その名に恥じぬ働きを期待する」

「は……ははあ！　ありがとうごぜいますです、ハイ！」

　ポンチョ・イシヅカ・パナコッタ爆誕の瞬間だった。ソーマ王が初めて自ら迎え入れた家臣は、食欲旺盛な太っちょのポンチョ殿だった。

　私は快かい哉さいを叫びたかった。

　すばらしい！　この王は物事の優先順位をちゃんとわきまえている！

　ポンチョ殿を登用できるか否かがこの王の試金石だった。たとえその価値に気付かなくとも、いつか役に立つのではと登用すれば王として合格、見た目だけで判断して不採用ならば不合格だと考えていたが、まさかここまで歓迎するとは。これは嬉しい誤算だ。

　この御お方かたならこの国を救えるかもしれない。

　自分の内側から湧き上がってくるものを感じた。

　……どうやら私も、見ているだけではいられなくなったようだ。

「王よ。一つ宜しいでしょうか」
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「王よ。一つ宜しいでしょうか」

　全ての者への賞与が終わりこの儀の終了を宣言しようとした矢先、黒衣の青年ハクヤ・クオンミンが、前に出て跪ひざまずいた。あの眠そうだった目は、いまやしっかりと見開かれている。たったそれだけで、雰囲気がガラッと変わったような気がするから不思議だ。

　なにやら予感めいたものをおぼえつつ、俺はハクヤに尋ねた。

「なにか言いたいことがあるのか？」

「はっ。失礼ながら今回のことは他薦にござりますれば、自薦したく存じます」

　自薦。自らを売り込もうというのか。

「ふむ……貴方あなたにはすでに、王宮書庫の司書の地位を約束しているな。自薦ということはそれでは不足なのだろう？　なにを望む？」

「できうるならば、陛下にお仕えしたく」

「司書としてではなくか？」

「はい。我が知で、陛下の覇業を支えたいと存じます」

「は、覇業？」

　覇業とは大きく出たな。それを知で支えるって、なにになる気なんだ？　軍事・外交面を支える軍師か、内政面を支える宰相か……。俺はハクヤを真っ直すぐ見つめた。

「おもしろいが、それだけの才が貴方にあると？」

「そう自負しております」

「法律を暗唱するだけではないと？」

「失礼ながら、私はこう言いました。『法も、文学も、技術本もなんでも読みます』と。私はありとあらゆる学問を、この頭に修めてございます」

「なるほど……」

　これでさっき感じた違和感がハッキリした。法を暗唱できるのに、どんな本でも読むという部分に引っ掛かっていたんだ。つまり知識は法だけではないということだ。彼にとって法の暗唱など、さまざまな知識の中の一ひと欠片かけらでしかないのだろう。

「なんでさっきは言わなかった？」

「仕えるに値する主君か見定めようとしたがゆえに」

「じゃあ俺は、仕えるに値するってことか？」

「及第点でしょう」

　不遜な物言いだな。だけど……おもしろい。ただの大言壮語か、それとも裏打ちするだけの実力があるのか……どのみち、いまはまだ判断ができないか。

「マルクスに預ける！　この者の才を見極め見合った官位に就けよ」

「かしこまりました」

「ありがとうございます」

　マルクスとハクヤが揃そろって頭を下げた。

　この数日後、政務室に駆け込んできたマルクスに「王よ！　飛竜ワイバーンに飛び方を教えろ（この世界の諺ことわざで、日本での類義語は『釈しや迦かに説法』）と言うのですか！」と泣き付かれることになるのだけれど、このときの俺には知るよしもなかった。これが後に『黒衣の宰相』と呼ばれる男との邂かい逅こうだった。
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　歴史には、後の世で戯曲化されやすい場面という物がある。その条件としては、

　一つ、時代の転換期であること。

　一つ、戯曲化するに当たって華はながあること。

　この二つが上げられるだろう。

　エルフリーデン史において、後年、もっとも戯曲化されたのは、この『ソーマ王の人材集め』だった。この場面の主役は三人いると言われている。

　この場面を、ソーマ王の視点で見れば彼の偉業の一つとなり、『黒衣の宰相』と呼ばれることになる、ハクヤ・クオンミンの視点で見れば『時代の転換期』となり、ある者の視点で見れば、人生一発逆転なシンデレラストーリーとなる。

　しかし三人目が誰かというのは、諸説分かれるところである。

　森に暮らすダークエルフでありながら王に忠誠を誓い、後に常に王の傍らに侍はべり守ることになる『東こ風ち侍じ』、アイーシャ・ウドガルドであると言う者がいる。

　王に見いだされ、王の国の歌を学び、エルフリーデンでは『アイドル』という意味となる『歌姫ローレライ』という概念を生み出し、王と国民に愛された『第一の歌姫プリマ・ローレライ』、ジュナ・ドーマであると言う者がいる。

　難民でありながらソーマ王とリーシア妃に見初められ、二人の義妹として迎え入れられた、後の『賢けん狼ろう姫き』トモエ・イヌイであるという者がいる。

　ただ、もっとも多く戯曲となったのは、ポンチョ・イシヅカ・パナコッタだった。

　周囲からデブだとバカにされていた、さえない大メシ食らいの男が、この『王の人材集め』を切っ掛けにして、人生一発逆転を成し遂げるその様は、日常生活に疲れた人々に元気と感動を呼び起こさせる実話として、何度も戯曲化されることになる。小太りな男性なのにシンデレラストーリーというのも、間が抜けているけど憎めず、誰からも愛される、そんな彼にピッタリだと言われている。

　また王がポンチョを歓待する様子が王国中に流れたことにより、「彼のような人間さえ重用されるなら自分も……」と、多くの才ある人材が、エルフリーデンに集まるという、思わぬ副次効果をもたらした。このときのことを故事として、後年「なにかをはじめるならば手近なところから」という意味のこんな諺が作られた。




『まずイシヅカよりはじめよ』
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　ソーマによる人材集めの喧けん噪そうも治まったころ。

　王都パルナムの城下では、とある怪談話が流れていた。

　曰く、『真夜中に徘はい徊かいするマネキン人形』がいるというのである。そのマネキンは服屋に飾ってあるような腕や足に関節のある顔のないタイプの人形で、両手に剣を持ち、夜な夜な独りでに動物や魔物を狩っているという話だった。

　ある冒険者は言う。

『この前、行商の護衛クエストを受けて深夜の街道を歩いていたんだけど、運悪くゼルリン（ゲル状のアレ）の亜種に囲まれてしまったんだ。あいつら一匹一匹は弱いんだけど、とにかく数が多くて苦戦していた。そんなとき、城の方から両手に剣を持ったマネキン人形がフラフラとやってきてゼルリンを襲い始めたんだ。その不気味な光景に怖くなって、俺たちは一目散に逃げ出したよ……なんだったんだろうなアレ』

　また別の冒険者は言う。

『一週間前のことだ。ギルドから「北の国境線を越えて、ホブゴブリンの集団が南下してきているから迎撃して欲しい」という依頼を受けたんだ。俺たちは進軍ルートの渓谷で迎え撃とうと待っていたんだが、いくら待っても現れない。様子がおかしいんで探索してみると、惨殺されたホブゴブリンどもの死体の中で、立ちつくしているマネキン人形がいたんだ。俺は新手の魔物だと思って仲間の剣士と斬りかかったんだが、そいつの二刀の剣で防がれちまった。仲間のメイジが炎で攻撃すると、そいつは凄すごい速さで走り去っていったよ。あれ……魔王が作り出した新手の無人兵器とかじゃないよな？』

　その目撃例は多く、怪談とはいうがほぼ確実に〝いる〟とされている。しかしそのことが冒険者ギルドに認知され、そのマネキンに対する捕獲、ないしは討伐クエストが発令されたころから、ピッタリとその出現報告は途絶えることになる。

　現在では誰かの悪戯いたずらだったのでは、という話になっている。
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「……とまぁ、そんな噂うわさが流れているみたいよ？」

「へー。そうなのかー」

「……なによ。こういう話に興味ない？」

　俺がソファーにもたれながら、針を動かす手を止めずに答えると、ベッドに腰掛けていたリーシアは、少しむくれたような調子で言った。

「いや、そういうわけじゃないんだけど……」

「ソーマは王様なんだから、城下の不安に気を配るのも大事だと思うわよ？」

「心配しなくても大丈夫だよ。そのマネキン人形はもう現れないから」

「……なにか知ってるの？」

「ん、まぁね……」

　曖昧に答えながら〝綿〟を詰めていく。あとは背中を縫い合わせれば完成だ。

「……っていうか、ソーマはさっきからなにやってるの？」

「なにって、見て分かるだろ。縫い物だよ」

「だから、なんでわざわざ私の部屋で縫い物なんかしてるのよ！」

「仕方ないだろ。俺の部屋はいまだ政務室なんだから」

　最近では仕事もやや落ち着いたので、【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】ペンを働かせている間に、本体はこうして休むこともできるようになった。だからといって、ベッドがある政務室は役人たちの出入りが激しいので、のんびりもしづらい。

「それに最近はアイーシャがなぁ……」

「察したわ……」

　ここ最近、アイーシャは俺のそばを離れようとしなかった。
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　ダークエルフは一度忠誠を誓った相手は、命果てるそのときまで、傍らにて守るのが誇りなのだそうだ。だからアイーシャは俺の護衛役を自認し、勤務時間も、食事のときも、寝るときも、風呂やトイレのときさえそばにいようとする。まだ正式に雇っていない人物を、王のそばに置くのも問題だと思うのだけど、美人で忠誠心も高く、腕も確かなので、ルドウィンをはじめとする近この衛え兵へいたちは、彼女の行動を黙認していた。先日、マルクスから宰相の座を譲られ、俺の片腕として頭角を現してきたハクヤにいたっては、

『美人に囲まれて結構なことではないですか。姫様でもアイーシャ殿でもジュナ殿でも構わないので、早く子供を作ってください。さすればお家も安泰かと』

　なんてことを平然と言ってくるしな。やれやれだよ。

　そんなことを考えていると、リーシアが背中をツンツンと突ついてきた。

「でも、満更でもないんじゃないの？」

「勘弁してくれ。ようやく少しは休みが取れるようになったっていうのに……ってあれ？　そういえばトモエちゃんは？」

「トモエなら父上たちの部屋よ。母上が気に入っちゃって……」

　つい数日前から、トモエちゃんはリーシアの義妹としてこの城で暮らしている。

　もちろん約束通り、彼女の家族も一緒にだ。

　ちなみに、トモエちゃんのお母さんには、女性の社会進出を促すために、試験的にはじめた『城内託児所』の保育士さんをやってもらっている。乳母たちに交じって、自分の育児と同時に、他人の子のお世話もしてもらっているのだ。この託児所だけど、若い侍従メイドたちには「これなら安心して婚活ができる」と、なかなか好評のようだった。育児休業制度もない現状、子供ができれば即退職となるので、王の〝お手つき〟でもない限り、独身のまま人生を終える侍従メイドが大半だったらしい。

　と、話がそれたけど、つまりトモエちゃんには、城内に二人の母がいることになる。最初は戸惑いもあったみたいだけど、いまでは双方から可愛かわいがられているようだ。リーシアは立ち上がると、ソファーの背もたれに手を乗せ、背中越しに覗のぞき込んできた。

「でも、暇になったからお裁縫って……それってぬいぐるみ？」

「ああこれ？　『ムサシ坊や君』」

　背中を縫い終わった俺は、その人形をリーシアに突き出した。

「むさしぼうやくん？」

「うん。俺の世界にいた……珍獣みたいなものかな」

『ムサシ坊や君』は俺の住んでいた市が、あの武蔵坊弁慶を可愛くデフォルメして作った〝ゆるキャラ〟だった。頭に白絹。袈け裟さ懸がけに数珠。太い眉毛は凜り々りしいけど、その下のドングリ眼が愛らしい。そんなギャップが良いと、市民の間では好評だった。ちなみに俺の住んでいた市は武蔵坊弁慶とは〝いっさい関係なく〟、じゃあなぜ弁慶なのかというと、「埼玉県が昔『武蔵むさしの国くに』と呼ばれたから」という、それだけの理由である。

　ここで「じゃあ宮本武蔵でも武蔵丸でも良かったんじゃないの？」とか、「武蔵の国だと、埼玉全土で名乗れちゃうんじゃないの？」などと考えるのは野や暮ぼというものだろう。深く考えるな、感じろ。それがゆるキャラというモノだ。

「くっ……意外とカワイイのが腹立つわね」

　リーシアがムサシ坊や君人形を見ながら言った。

「でも、なんでこんなモノを？」

「……実はさ。俺の【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】って、どうも人形との相性が良いみたいなんだ」

　そう言って俺が念じると、、目の前でムサシ坊や君がひとりでに動き始めた。短い手足を器用に使ってブレイクダンスを踊り始めた。結構上う手まいのがシュールだ。

　リーシアは呆ほうけたように目を見開いていた。

「なにこれ……」

「ペンとかだと、ただ浮かせて動かすだけなんだけど、人形だと、まるで自分が中に入っているみたいに動かせるんだ。しかも、人形の状態だと距離制限がなくなるらしい」

　いままではせいぜい百メートルぐらいまでしか操れなかったのが、人形ならばそれこそ、城外はおろか、都市を囲む城壁の外にまで行かせることもできた。

「たしかにすごいけど……大道芸人にでもなるつもり？」

　踊り続けるムサシ坊や君を見て、リーシアは呆あきれたように言った。

「ははっ、それもいいな。王様は辞めて路上で稼ごうか」

「バカ言わないの。中途半端に投げ出すなんて許さないわ」

「……わかってるよ。それよりも、だ」

　俺はムサシ坊や君に二本の短剣を渡してみた。すると不思議なことに、外はフェルト生地で中身は真綿の塊のはずのムサシ坊や君が、大人の手にもずっしりくるくらいの短剣を〝持てた〟のだ。ムサシ坊や君は二本の短剣を、宮本武蔵のように構えた。

　リーシアは目を丸くしていた。

「ウソ……人形よね？」

「どうも人形がなにか物を持ったときは、その人形のオプションとしてカウントされるみたいなんだ。しかも装備させた武器は自在に操ることができる。試しに別の人形に武器を持たせて、モンスターと戦わせてみたんだけど、問題なく戦えたよ」

「人形でモンスターを、って……まさか、噂のマネキンって！」

「ああ。城内にあった適当な人形を使って実験してみたんだ」

　まさか噂になっているとは思わなかったけどな。なるべく人目につかない夜に実験していたんだけど、そのせいで余計に怪談っぽくなってしまったのかもしれない。

「お陰でモンスターとも十分渡り合えることが分かったよ。それに、経験を積めば積むだけ、人形の動きも良くなってきているみたいだ。」

　言ってる傍そばからムサシ坊や君が短剣を持った両手を広げ、『ギュイーン』と音が出そうなくらい高速回転し始めた。でっかい独こ楽まのように見えるけど、横にした回転ノコギリのような物なので、見た目とは裏腹に危険な物体だった。

「もしかして人形の鍛錬が本体に反映されるの？」

「それだったらとんだチート能力だな。残念ながら人形が技を覚えても、俺自身では再現できない。そのための筋力とかがないからかな？　本体は弱いままだ」

「ふ～ん……少しは鍛えたら？」

「俺自身が鍛えるより、人形の扱い方を磨いたほうが効率的だと思う。いくら鍛えても、周りに強い人形を三体並べて操ったほうが強いだろうし」

「それ、勇者の戦い方じゃないでしょ」

　リーシアが呆れたように言った。残念ながらその意見には同意せざるを得ない。

　元の世界のファンタジー系ジョブで言えば『人形遣い』、『絡から繰くり遣い』、『くぐつ師』辺りが妥当なところだろう。その手のジョブはだいたいが『中距離支援タイプ』だ。勇者の持つ『近・中距離アタッカータイプ』という印象からはかけ離れている。

「ソーマを見てると、私の中の勇者像が壊れてくるんだけど……」

「ははは……安心しろ。俺もだ」

　召喚されて約一ヶ月間、内政しかしていないし、もう数ヶ月間は内政しかする予定のない俺を、勇者と呼べるのだろうか。いや、呼べまい（反語）。

　そんなとき、不意に部屋の扉が叩たたかれた。

「失礼します」

　そう言って頭を下げて入ってきたのは、この城内の侍従メイドをまとめる侍従メイド長ちようであり、リーシア付きの侍従メイドでもあるセリィナだった。リーシアより五つほど年上の、理知的な美人さんだ。見た目どおりにとても優秀で、まさに仕事のできる女性でもある。

　セリィナは俺の顔を見ると恭しく頭を下げた。

「陛下、ハクヤ様より『ポンチョ殿をはじめ、皆様揃そろいました』と言付けでございます」

「来たか！　待ちかねたぞ！」

　俺は勢いよく立ち上がると、リーシアの手を取った。

「行こう、リーシア！」

「えっ、なにっ!?」

　急に手を取られて、リーシアは顔を赤くしていた。

「あらまぁ姫様ったら、手を取られたくらいで真っ赤になって……。そんなに初心うぶで、陛下の夜のお相手が務まるのでしょうか？」

「セリィナ!?　いきなりなに言ってるの!?」

「早く子供を抱かせてください。子供の作り方、わかってますか？」

「もう！　毎度毎度、私をからかって！」

　……このセリィナ、侍従メイドとしては優秀なんだけど、リーシアのような可愛い女の子限定でＳっ気を発揮するという悪癖があった。主人であるリーシアにもお構いなしだ。まあそれが許容されるくらい、二人は信頼し合っているということだろう。Ｓの矛先がこちらに向かなければ、彼女はとても有能な人材だった。

「それじゃあ行ってきます」

「あ、ちょっと、ソーマ」

「行ってらっしゃいませ」

　部屋を出て行く俺たちを、セリィナさんは一礼でもって見送った。







　アイーシャを拾って会議室に到着すると、すでに召集した全員が集まっていた。

　部屋の中央に設置された円卓には宰相のハクヤ、義妹のトモエちゃん、歌姫ローレライのジュナさん、そしてポンチョ・イシヅカ・パナコッタが座っていた。いまは別件で忙しい近衛騎士団長ルドウィンと、ハクヤに宰相職を譲り、いまは侍中として王城内のことを取り仕切っているマルクスを除けば、あの人材集めのときのメンバーが揃っていることになる。

「陛下」

「座っていてくれ。呼びつけたのはこっちだ」

　みんなが立ち上がろうとするのを手で制し、俺たちも席に着いた。ただアイーシャだけは、なにかあったとき咄とつ嗟さに動けるようにと、俺の後ろに控えた。正直、気になってしょうがないから席に着くよう言ったのだけど、頑として聞き入れてくれなかった。主の命には従うんじゃなかったのか？……まあそれはともかくとしてだ。

「みんな、良く来てくれた。心から礼を言う」

「そそそんな！　めめめっそうもございませんです！」

「陛下、そう簡単に頭を下げられますな」

　慌てるポンチョの隣で、ハクヤが渋い顔をしていた。

「上に立つ者がへりくだれば、陛下を軽んずる者が出てくるかもしれません」

「偉そうにしてないと保てない威厳なんていらないさ。それに、ここにいるみんなのことは臣下・国民というより、仲間だと思っているからな」

「もったいないお言葉です。陛下」

　ジュナさんが柔らかくお辞儀した。ジュナさんのこういう仕草は本当に絵になるな。逆にトモエちゃんは緊張しきりでガチガチになっていた。あのとき着ていた服はボロボロだったけど、いまはミニスカの巫み女こ服のような、妖よう狼ろう族の民族服を着ていた。

「わ、私も王様のお仲間、なのでしょうか？」

「いやいやトモエちゃんは俺の義妹だろ」

「あ、そうでした」

「うん。だから俺のことは王様などではなく、『ソーマ兄にい』と呼んでくれ」

「あ、ずるい！　じゃあ私のことは『お姉ちゃん』って呼んで！」

「えっと……（上目遣いで）ソーマにぃ。リーシアおねえちゃん」

「「　よしっ！　」」

　可愛いトモエちゃんの仕草に、ガッツポーズをした俺とリーシアだったけど、

　スパン！　スパン！

　頭にハリセンが叩き込まれた。叩いたのはハクヤだった。

「お二人とも話が進まないのでいい加減にしてください」

「「　ごめんなさい……　」」

　平謝りする俺たち。ちなみにこのハリセンはハクヤの宰相就任時に、『俺の行動が目に余るようだったら、遠慮せずこれで頭を叩け』と渡したものだった。なにかと堅苦しいハクヤを和ませようとした、小粋なジョークのつもりだったのだけど、さすが（マルクス曰いわく）エルフリーデン史上類を見ないほどの俊英、ハリセンを見事に使いこなしていた。

「王の頭を家臣が引っぱたくのは威厳的にどうなんだ？」

「私も心苦しいのですが、これも〝王命〟でございますので」

　ハクヤは涼しい顔でしれっと言ってのけた。

「それよりも陛下。この招集の意味を皆様にご説明いたしませんと」

「ああ、そうだったな……ポンチョ」

「は、はいぃ！」

　急に話を振られ、あの小太りのポンチョが椅子を倒す勢いで立ち上がった。あのまん丸ボディは相変わらずだけど、先日の謁見のときにくらべて全体的に日焼けしていた。

「頼んでいたものは用意できたのか？」

「は、はい！　陛下のご協力もあり、八年掛けて回った場所を、二週間ほどで回ることができました」

「協力って……なにかしてたの？」

　リーシアに訝いぶかしげに見られた。

「各国に話を通すのと、移動手段として王家所有の行幸用飛竜ワイバーンを貸したことだな」

　行幸用飛竜ワイバーンは国王が外遊するときに用いられる、禁軍には数匹しかいない飛竜ワイバーンたちだった。ポンチョの用事にはどうしても高速移動手段が必要だったので、その飛竜ワイバーンを貸し出したのだ。飛竜ワイバーンのほとんどは空軍が所有しているのだけど、大将のカストールが協力的でない状況では、貸せと要請しても無駄だろうからな。……本当にめんどくさい。

「さてと、それじゃあポンチョ、集めてきたモノを見せてもらおうか」

「は、はい！　この中に、陛下ご注文の『この国では食べる習慣のない食材』が入ってございますです、ハイ！」

　そう言ってポンチョは大きな袋を取り出した。

　その袋を見てリーシアが目を見開いた。

「それ、王家の至宝『勇者のズダ袋』じゃない！」

「ああ。見た目に依よらず大量に物が詰め込めて、その上、入れた食べ物が腐りにくいって便利な袋らしいからな。食材集めにちょうど良いと思って貸した」

「だからって……あーもういいわ」

　リーシアは諦めたように肩を落とした。

「それでなに？　食べる習慣のない食材？」

「正確には『他国や自国の一部地域では食べられているのに、この国では一般的に食べる習慣のない食材』だな」

　所変われば品変わり、人が変われば好みも変わる。

　他所よそでは食べられないと捨てられるモノが、ある地方では珍味としてありがたがられているなんて話は良く聞く。日本だって、地方に行けば「え、そんなモノ食べるの！」と驚くことが多々ある。それこそケン○ンＳＨＯＷなんて番組が作られるほどに。

「いま、我が国では綿花・お茶・煙草たばこなどの商品作物から、食用作物への植え替えを行っている。しかしその効果がでるのは少なくとも秋以降だ。それまで国民が飢えないためにも、即効性のある対策が必要なんだ」

　食料問題の根本的な解決を行うには、長期に渡り本腰を入れた改革が必要だ。

　しかしその間にも飢える者は出てくるし、このままでは餓死者が出る恐れがある。しかも真っ先に死ぬのは生命力が乏しく、それでいて栄養を一番必要としている乳幼児たちだ。子供は国の宝。餓死させるわけにはいかない。かといって、王国中の飢える者たちに食料を届けようと思っても、国の支援だけでは手に負えない部分がある。だからこそ、中長期的な戦略と同時に、短期的で即効性のある対策が必要となってくるのだ。

「それが食べる習慣のない食材？」

「他国では食べられているのに、この国には食べる習慣がない。そんな食材を食べる習慣をつければ飢えにくくなる。単純に食べ物が増えるわけだしな」

「そんな都合の良いモノがあるの？」

「それを確かめるのさ。……さて、それじゃあ場所を移動しようか」

「移動？　どこに？」

　首をかしげるリーシアに俺は笑いながら言った。

「食材が使えるかどうか判別するんだ。食堂に決まってるだろ」







「ねぇソーマ。食堂を使うのは分かるんだけど……人が多すぎない？」

　リーシアの指摘どおり、いまの食堂はいつもと違う喧けん噪そうに包まれていた。

　城内で働く衛え士じや侍従メイドたちが（最近では王様も）利用する食堂には、大人数が問題なく食事できるように、三十以上の長テーブルが設置されている。しかし現在では長テーブル一つを除いて全部撤去し、広いスペースを確保していた。にもかかわらず、いまの食堂は人や機材などでいっぱいで、フリースペースは長テーブル周辺の僅かしかない。

　とりわけ部屋に浮かんだどでかい水晶玉が、場を圧迫している。

「また『玉音放送』を使うの？」

「こんな便利なものを、宣戦布告の読み上げとかにしか使わなかったなんて、もったいなさ過ぎだよ。どんどん活用していかないと」

　この玉音放送は実際、テレビのような代物なのだ。国民にいち早く重要な情報を発信することができるし、娯楽番組を放送すれば国民の支持も得られるだろう。難点は録画技術がないから常に生放送になってしまうことと、映像は大きめの町以上ではないと見ることができない（音声だけならどんな田舎の村でも聞くことができるらしい）ということか。こればかりは技術（魔法？）の進歩を待つしかないだろう。

　ちなみにその娯楽番組だけど、まずは「のど自慢」から始めようと思っている。すでにジュナさんが働いている歌声喫茶を通じて、先の才人集めのときに「歌の才」で集まった人たちに声をかけ、歌手やアイドルとしてデビューさせる準備を進めている。

　エルフリーデン初の公共放送かぁ……夢が広がるな。

「なにニヤニヤしてんのよ。気持ち悪いわよ？」

　捕らぬ狸たぬきな未来を想像していたら、リーシアに白い目で見られた。

「ごほんっ。……今回の企画は、この国では食べる習慣が無いものを、食べる習慣を付けよう、って趣旨だからな。国民への広報も同時にやったほうが効率的だろ。そのためにわざわざ、綺き麗れいどころにも来てもらったんだしな」

「ジュナさんとか？」

「リーシアもだよ。それにアイーシャやトモエちゃんもね。視聴率をとるＡＢＣはアニマル・美人ビユーテイー・子供チヤイルドっていうし、正統派美少女のリーシア、少女でありながら大人の魅力を持つジュナさん、褐色肌が健康的なアイーシャ、獣アニマル耳であり美人でありチャイルドでもあるトモエちゃん。これだけの逸材が揃そろってるんだから国民の視線は釘くぎ付づけだろ」

「わ、私も……」

　リーシアは顔を真っ赤にしていた。他の三人はと言うと、

「光栄でございます、陛下」

「はっ！　陛下のご期待に添えるよう精進いたします！」

「ひゃい！　が、がんばります」

　と、それぞれやる気を見せてくれていた。その間にも、ハクヤはテキパキと放送の準備を進めていたし、ポンチョはあたふたしながらも食材の確認を行っていた。こうしてみると良い人材が揃ってきた気がする。もちろん、まだまだ欲しいけどね。

　俺はみんなに向かって号令を出した。

「それじゃあ、オンエアはじめようか」





◇　◇　◇






　その日、エルフリーデン王国の都市という都市は人でごった返していた。

　先日、人材集めで国中を沸かせたあの若き王が、玉音放送を使って、またなにかやるらしいと話題になり、人々が都市の噴水広場（玉音放送を映し出すために空中に霧を散布する装置はだいたいの場合、中央広場の噴水に設置されている）に詰めかけたのだ。

　音声でしか受け取れない村の人間などが映像を見ようと、わざわざ近くの街まで見に行くものだから、余計に人が集まってしまうのだ。

　もともと娯楽といったら、見せ物や酒場のギャンブルぐらいしかないこの世界で、玉音放送は市民の間で新たな娯楽として認知されつつあった。人が集まればお金が動く。すでに各街の広場には屋台が出ていて、またもお祭りのようになっていた。みんな噴水の前にゴザやシートなどを敷いて座り、放送が始まるのをいまや遅しと待っていた。

「ねぇねぇ、おうたま、またあにかするの」

「そーねー。なにをするのかしらねぇ」

　舌っ足らずに尋ねる小さな女の子に、お母さんが微笑ほほえみながら答えている。

「みんな楽しそうにしとるのぉ。時代も変わったもんじゃ」

「ほんにのう。儂わしらの時代では玉音放送を楽しむなど考えられんわい」

　玉音放送が他国への宣戦布告発表や、〝軍が公表する範囲内での戦況発表〟にしか使われなかった、先々代国王の時代を知る老人たちは静かに瞑めい目もくしていた。

　あの時代、この国の領土は二倍近く広がったが、人口は逆に半分近くにまで減っていた。玉音放送で流れていたのは「～の戦いに勝利した」とか、「～の勇敢なる死を乗り越えて戦い続けなければならない！」とか、そんなものばかりだった。ある一定以上の年代の人々が玉音放送に持っているのは、そんな「死」のイメージだった。

「願わくば、新たな国王が若き者らに、そのようなイメージを抱かせぬお人であられますよう『わあああああああああああああああああああああああああ！』

　老人の小さな呟つぶやきは、沸き起こった喧噪にかき消された。







　空中に映し出されていたのは、正装で身を固めた二人の男女だった。

『エルフリーデン王国の皆さん、こんにちは』

『こ、こんにちは』

『パルナム城からの情報をお伝えするのがこの番組、「王様のブリリアントなランチ」、略して「王様のブリンチ」です。司会は私、ジュナ・ドーマと』

『ポ、ポンチョ・イシヅカ・パナコッタでお送りするのです、ハイ！』

『……ポンチョさん、なにもそこまで緊張しなくても』

『な、なにぶんこういうことに慣れていませんものでして……ジュナ殿は実に堂々としていますなぁ。羨ましいですハイ』

『私はよくお客様の前で歌っていますから。パルナムにお越しの際には、歌声喫茶「ローレライ」をよろしくお願いしますね』

『露骨な宣伝を挟まないでください！』

　アハハハハハハ！

　茶目っ気たっぷりの美人と、あたふたする小太りの男というコントラストは、噴水広場の人々の笑いを誘った。

『さて、それでは今回の番組の趣旨について、この方にご説明いただきましょう』

『エ、エルフリーデン第十四代国王（暫定）のソーマ・カズヤ陛下ですハイ！』

　オオオ、と広場がざわめいた。

　映し出されたのは人材集めのときに見た若き国王だった。

『俺はまだ戴冠前だから厳密には王じゃないんだけど……あ、どうも。現在、国王代理をやっている相そう馬ま一かず也やだ。早速だが、この国の現状について聞いて欲しい』

　あんまり王様らしくないな、と誰かが言った。あのノリではそう思われても仕方ないだろう。そんなことなど気付くはずもなく、ソーマは用意されたボードの前で、この国の現状を、図や表などを交えて説明していた。とくに食料難の原因については念入りにだ。

『……このように増えた需要に対して、作れば売れるという状況が生まれ、農家が食品作物の栽培から綿花栽培に切り替えたことが、今回の食料難の原因だ。もちろん、これは農家ばかりのせいではなく、商品として売るために強要した商人にも、その恩恵に与あずかった軍人にも、またこの問題を見過ごしてきた王家にも責任がある。申し訳なかった』

　そう言ってソーマは頭を下げた。王が臣民に向かって頭を下げるなど、前代未聞のことだった。この事態はソーマの治政によって引き起こされたわけでもないというのに。

『現在、我が国では、商品作物から食品作物への切り替えを行っているが、この成果が出るのは秋以後だろう。他国からの食料品輸入も検討しているが、こちらも芳しくない状況だ。主要輸出商品だった綿花に代わる物がなく、外貨を獲得できないことが一つ。もう一つは、どこの国も似たような状況であるということだ。無い袖は振れない』

　ソーマ王の言葉は国民を落胆させるのに十分な物だった。

　しかし当の国民はそれ以上に、ソーマ王がこの情報を国民に向けて公開したことについて驚いていた。普通ならば、上に立つ者は自分の持つ情報を、下々の者に開示したりはしない。その情報に自らの失態が含まれる場合もあるし、そもそも下々の者に国政を談じても、わかるわけがないという意識もある。実際、いまの王の説明は、日本で言えば中学生ぐらいなら理解できる内容だったが、国民の理解率は三割といったところだった。

　しかし、この若き王はそれを開示した。学ある者ほど驚いたことだろう。なぜ権威失墜に繫つながりかねない国の失態を、国民に晒さらすような真ま似ねをするのかと。

『あ、あの～、それって国民に言っちゃっても良いことなんでしょうか？』

　ポンチョが恐る恐るといった感じに国民の声を代弁した。

　しかしソーマは表情一つ変えなかった。

『人は隠されるほどに疑うからな。外交に関しては秘めなきゃいけないこともあるが、こと内政に関しては、これからも開示していく方針だ。俺はね、国民に頭を使って欲しいんだよ。この国をどうすべきか、俺の政策は正しいか、一緒に考えて欲しいんだ』

「こんな王は初めてだ……」

　誰かが呟いた。

　国民にも政治を考えて欲しいなどという君主は前代未聞だった。一応、この国にも国民の意思を表明するための『国民議会』はあるが、それは端的に言えば「国民から王への嘆願内容を決めるための議会」だ。採用するもしないも王次第であり、その内容も「○○の高騰した価格の是正要求」や「公共事業の要請」程度のものだ。目安箱程度の効果はあるかもしれないが、政治決定を議論できるような場所ではない。

　そもそもこの国では、いまだ封建体制が根強い。簡単に言ってしまえば、この国の政治体系は『下の者は上の者に納税をする。上の者は下の者の生命と財産を保護する』、これだけだ。市民は領主に納税を行い、領主は市民の生命と財産を保障する。領主（貴族）が王国に対して納税・有事の際の軍役という義務を果たす代わりに、王は領主の生命と財産を保障する。完全な階層社会。上が腐れば皆腐る危うさを持っているが、逆に考えれば上さえまともならば国民は国政のことについて考える必要が無く、自分たちのことだけ考えていれば良い、お気楽な政治体制とも言えるだろう。

　しかしこの若き王は国民に頭を使うことを求めた。自分が行う政策について、一緒に考えて欲しいと。まだ国民の政治参加への道筋が示されたわけではない。それにいま、その権利が与えられたとしても、学のない国民では衆愚政治に陥るのが目に見えている。

　しかしそれでも、たしかに種は蒔まかれた。

「これから、この国は変わっていくのだろうな……」

「その変化を見られる若者たちが羨ましいわい」

「なぁに、儂らもまだまだ」

　若き王の姿を見ながら、老人たちは眩まぶしそうに目を細めた。

　そんなことなど知るよしもなく、ソーマは説明を続けていた。

『このように問題が抜本的に解決されるまでには秋を待たなくてはならない。無論、こちらも支援はしていくつもりだが、全ての国民へと行き渡らせるには、物量的にも地理的にも厳しいだろう。平地に住んでいる人々ばかりではないからな』

　この国は多数の種族による寄り合い国家だ。

　森の中に住むダークエルフ族、山などの高所に住むことを好む半竜人ドラゴニユート、地下洞穴に住むドワーフ族など、補給線の通らない場所に住む者たちに、支援物資を届けるのは難しい。また山奥の限界集落に住まう人々も同様だ。

『だからこそ、国民たちにお願い、というか命令だ』

　ソーマはそこで言葉を切った。

　そして一息つき、ハッキリと言い切った。

『秋までのあいだ、皆で生き残れ』

　若き王の口から発せられた言葉に国民たちは息を吞のんだ。

　言葉の意味は単純だ。しかしその真意は量りかねた。

『こちらに手がない以上、各々で生き残るために努力してもらう必要がある。山に入り、川に入り、海に入って食料を探し、協力し合い、ときには誰かに頭を下げ、屈辱にまみれてでも、秋までの間、皆で生き残ってもらいたい』

　責任放棄とも聞こえる言葉だった。苦しんでいる者たちに対して、自分たちで頑張れと言うのだから。しかし自分たちで頑張らなければ救われないのもまた事実だった。

　若き王はただ真摯に頭を下げた。

『頼む。皆で、というのは、誰も欠けることなくという意味だ。苦しいからと言って他者を襲うことなく、口減らしをせず、老父母を捨てず、家族そろって実りの秋を迎えて欲しい。今回の放送は、少しでもその手助けになるようにと企画したものだ』

　ソーマは今回の放送の企画趣旨を説明した。食料問題が解決するまでの時間稼ぎとして、この国では食べる習慣のない食材の紹介と、調理法の公開を行うこと。それらの食材は安価（自生していればタダ）で手に入ること。そしてそれらの食材をこの場で食べて見せ、食料となることを証明することなどをだ。

　先ほどの責任放棄ともとれる発言に憤慨した国民たちも、ソーマの説明を聞いている内にその怒りは氷解していった。この王はちゃんと自分たちのことを考えてくれている。そう実感できたからだ。

『……というわけだ。それじゃあ司会はポンチョとジュナさんに戻すぞ』

　一通りの説明を終え、ソーマは自分の席へとついた。

　ソーマは知るわけもないが、このとき王国中の広場では拍手が起こっていた。ソーマの言葉に感銘を受けた国民たちから自然と起こった拍手だった。ソーマは知らず知らずのうちに、彼らに王として認知され始めていた。

　映像ではジュナとポンチョが、再度司会を引き継いでいた。

『それでは早速参りましょう。ポンチョさん、最初の食材はなんですか？』

『は、はい！　最初の食材は、こちらであります！』

　そしてポンチョは、布が覆おおいかぶさった箱を持ってくると、ソーマ、リーシア、アイーシャ、トモエが、ゲストコメンテーターのように並んでいるテーブルに置いた。

　大きめの水槽くらいありそうな箱だ。

　一拍の間を置いてから、ポンチョはその布を取り払った。





◇　◇　◇






　場所は変わって生放送中のパルナム城内食堂。

「うっ……」

「きゃああああああああ！」

「ちょ、なに!?」

　テーブルの上に現れたものを見て、アイーシャ、トモエちゃん、リーシアが三者三様の悲鳴を上げた。逆に、俺とジュナさんはそれを見て「なぁんだ」と思っていた。

「タコだな」

「タコですね」

　目の前の箱の中にいたもの。

　それは、八本足でウネウネと動く軟体生物、ご存じ『タコ』だった。

　この世界の生物は、牛や豚でさえ甲殻を持っていたりと、ファンタジックにデフォルメされているものが多いなか、これは（多少大きいものの）まんまタコだった。まあ、ファンタジーの世界でも『大ダコ』とかは普通に出てくるから、ありなのかな？

　ちなみにこの国では『タコ』のことは『オカト』と呼ぶらしいのだけど、紛らわしいのでタコでいいだろう。謎翻訳能力で俺の耳には『タコ』って聞こえているわけだし。

「え、この国ってタコを食べないのか？」

「食べないわよ！　むしろソーマは、あんな気味悪いの食べたことあるの!?」

　リーシアに信じられないものを見るような目で見られた。

　いやいやタコだぞ？　なんか納得がいかない。

「まあ見た目がこんなですから、食べるのは海辺の一部地域ぐらいでしょうね。私の故郷では食べていましたが」

　ジュナさんがやんわりとそう説明してくれた。まあ地球でもヨーロッパの国々（イタリアやスペインなどは除く）には「デビルフィッシュ」とか呼んで、食べない国もあるからしょうがない……のかなぁ。

「うまいんだけどなぁ」

「そ、そうなのですか？」

　美味と言われて、アイーシャが食いついた。護衛もかねて一緒に食事を取るようになって知ったんだけど、この娘、かなりの食いしん坊だ。とくに甘い物（王や侍従メイドに配られている献上品のお菓子など）には目がなく、「なんであれだけ食べてあのプロポーションなの……」と侍従メイドたちが嫉妬するくらい、バクバク食べていた。

「ああ。生で食うのは好き嫌いがわかれるけど、塩で揉もんで、ぬめりを取って、茹ゆでるだけでかなりうまいぞ。煮ても焼いても炊き込んでもうまいな」

「………」

「アイーシャ。よだれよだれ」

「おっと……すみません」

「ったく、それに高タンパク低カロリーだからダイエットにもいい」

「こうたん？　は、わからないけど、ダイエットと聞くとちょっと興味が……」

　ダイエットという言葉に、今度はリーシアが食いついた。むしろリーシアはもうちょっと肉付きを増やした方が良いと思う。軍にいるからか、かなりスレンダーだし。

「気にする必要はないと思うけど？」

「ソーマ……体重が気にならなくなったとき、女子は女子でなくなるの」

　遠い目をしたリーシアに諭すように言われた。ジュナさんやトモエちゃんも、しきりに頷うなずいているからそういうものなのだろう。アイーシャだけは「そんなことよりご飯が食べたい」って顔をしていたけど……。

「そうだな……とりあえず料理してみようか」

　食堂に併設されている調理場に移動すると、タコの調理を始めた。

　城で働くコックたちが「仰おつしやってくれれば自分がやりますのに……」と言ってきたけど、料理は好きなのでやらせてもらうことにした。まずタコを大きめのボールにあけ、包丁でワタ・墨袋・目玉を切り取る（このとき女性陣から「うわぁ……」って声が上がったけど気にしない）。そして塩で揉んで、表面のヌルヌルを固めてから水でよく洗い流す。泥が入っている場合もあるため、吸盤の中も念入りに掃除する。

　そしてお湯を沸騰させた鍋に足先から入れれば、あのクルンとした、いかにも（タコだけど）タコらしい形で茹で上がる。黄土色っぽかった体表が、しっかりと赤紫色に変わったのを見計らって引き上げれば、立派な〝茹でダコ〟のできあがりだ。少し冷ましてから足を一口大に切っていく。このままでもうまそうだ。

「いいや食べちゃえ」

「ちょ!?」

　なんの躊ちゆう躇ちよもなくつまみ食いを始めた俺に、リーシアたちは驚いていた。一切れをひょいパクと食べてみたけど、うむ、間違いなくタコの味だ。ほんのり塩味が効いててうまい。うまいだけに、この世界にはまだ醬しよう油ゆがないのが悔やまれてならない！

「……ホントに食べられるの？」

「なんだよリーシア。食べてみればいいだろ？」

「いやその……まだ心の準備が……」

「そうですか？　おいしいんですけどねぇ」

　躊躇ためらうリーシアを横目に、ジュナさんも一切れひょいパク。

「ああ、狡ずるいですジュナ殿！　では私も！」

　それを見てアイーシャもひょいガブッ、ってオイ！　切り離した頭の部分を丸かじりすんな！　どんだけ食い意地張ってるんだよこのダークエルフは！

「ほう！　コリコリしててなかなかに美味ですな！」

「……そうかい」

　……うん、気を取り直そう。俺は一口大に切ったタコに小麦粉・卵・パン粉をまぶして、だいたい三個ぐらいずつ串に刺していく。それを油を熱した鍋の中に串ごと投入。衣がカラリときつね色になるまで揚げる。鍋から引き上げ、仕上げにこの世界にもある中濃なソースと、卵黄と酢等を混ぜて自作したマヨネーズをかければ完成だ。

「『タコの串揚げフライ』……ってところかな。さ、食べてみてくれ」

　みんなの前に一本ずつ差し出す。

　リーシアとトモエちゃんは、おっかなびっくりと口に運んだ。

　しかし口に含んだ瞬間、

「!?　なにこれ、おいしい！」

「本当に……凄すごくおいしいです、兄様」

　その旨うまさに目を見開いていた。よしっ、と内心でガッツポーズをする。

「本当においしいですね。カラリとした衣の中から現れるタコが凄くジューシーです」

「ほ、本当ですな！　タコがソースとこれほど合うとは私わたくしめもしりませなんだ！」

「この白いソースも良くタコに合いますね。お見事です陛下」

「へ、陛下は料理もできるのですな！　驚きましたですハイ」

　グルメリポーターみたいなことを言っているのはジュナさんとポンチョだ。二人ともタコを食べたことがあるため、じっくり味わう余裕があるみたいだ。ちなみにアイーシャは「ガツガツガツガツ……」と、ひたすら空っぽの串を量産していた。

　……もはやなにも言うまい。





◇　◇　◇






『本当においしいですね。カラリとした衣の中から現れるタコが凄くジューシーです』




「……なあ父ちゃん？」

「おう。タコなら今日の網に沢山かかってたなぁ」

「ホント!?　食べてみたい！」

「んだな。いつもなら捨てるところだが、食ってみっか」

　海辺の村ではそんな会話が行われたらしい。





◇　◇　◇
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「続いての食材はこちらでございます」

　タコの串揚げフライを好評のうちに食べ終え、席に戻った俺たちの前でポンチョが新たに用意した箱を開いた。その中に入っていた土の付いた茶色く細長い食材を見て、

「これは……〝根っこ〟？」

「根っこ、だと思いますが……」

「あまりおいしそうじゃないです……本当に食べられるんですか？」

　リーシア、ジュナさん、トモエちゃんが頭に疑問符を浮かべていた。対して、俺とアイーシャは全く驚かなかった。

「なんだゴボウか」

「ゴボウですな」

　まあ西洋ではゴボウ料理は奇食の部類に入るっていうし、食べられていなくてもおかしくはないんだろうけど、西洋風な見た目のアイーシャが知っていたことには驚いた。

「森では食べられる物は全て食べないと、たちまち栄養不足になりますからなぁ」

　アイーシャがなんだか遠い目をしていた。ここら辺の食料事情が、この腹ぺこダークエルフを作ったのかもしれない。

「ここで紹介したということは、食べられるのよね？」

　確認してくるリーシアに俺は頷いた。

「食べられるよ。それ自体の味を楽しむというよりは、煮込んで汁の味をしみこませたり、その食感を楽しむ感じかな。大半が食物繊維だから胃腸で吸収はできないけど、整腸作用があり、便通を整えたりしてくれる。便秘気味な人には心強い味方だ」

「……食事中に便通とか便秘とか言わないで欲しいんだけど」

「身体からだの老廃物を出しやすくするんだ。当然、美容や健康にも良い」

「うぅ。そう言われると魅力的だけど……」

　さて、リーシアを言い負かしたところで実食と行こうか。

　今度はシンプルにいこう。泥を包丁の反対側でこそぎ落としてから、笹ささがきにしたゴボウに片かた栗くり粉こを塗まぶし、先ほども使った油鍋の中に投入。ほどよく揚がったところで取り出し二つに分けて、一方には塩を振り、もう一方には砂糖を振れば『ゴボウチップス（ポテトチップス風＆ラスク風）』の完成だ。これを食べたみんなの反応はと言うと、

「へえ、サックサクでおいしいわね」

「これは……実に麦酒に合いそうですなぁ」

　塩味が効いた方を食べたリーシアとポンチョは、スナック感覚でポリポリ食べていた。

「嚙かみしめると出てくる油で砂糖が溶け出し、甘さが口の中にジュワッと拡ひろがりますね」

「二人のお母さんにも食べさせてあげたいなぁ」

　砂糖を振った方を食べたジュナさんとトモエちゃんは、それぞれ、グルメコメンテーターとして、子供として満点のコメントを出していた。……ちなみにアイーシャは、

「両方一緒に食べれば甘じょっぱくておいしいですぞ！」

　と、両方ガツガツと食べていた。うん、まあ、そういう食べ方もありだ。







　続いての食べられる食材として、『レッドベアの手（つまり熊の手）』、『ソードタイガーの肝（虎の肝）』、『サラマンドラの姿焼き（でかめのオオサンショウウオの姿焼き）』が出てきたけど、これは紹介するだけに止とどめられた。

　たしかにこの国で食べる習慣のないものではあったけど、冒険者でもないと捕獲できないような珍味は、望んで手に入るというものではない。もし偶然にでも手に入ったら捨てずに食べてくださいね、程度の認識でいいだろう。さすがに熊の手の調理法なんて俺も知らないしな。

　あ、ちなみに食材選定の段階で、「フグ」や「毒キノコ」など毒性のある物は除外している。ちゃんと調理すれば食べられることは知っているけど、飢えに負けて素人が手を出せば悲惨なことになるのが目に見えている。まあその毒の部分も、食おうと思えば食えるらしいけど。石川県には『フグの卵巣のぬか漬け』があるし、長野県にはあの有名な毒キノコのベニテングタケを食べる地域もあるらしい。……人の食欲って凄いよな。

　話を戻して次の食材だけど、俺たちは度肝を抜かれることになった。

「続いての食材はこちらでございますハイ」

「「「「「　こ、これは……　」」」」」

　今度はみんな揃そろって目を瞠みはっていた。

　ポンチョが開いた箱の中に入っていたのは、青緑色のぷよぷよとした物体だった。

「これは……ゼルリンだよな」

　そこら辺の野原に生息する、スライム状の軟体生物『ゼルリン』だった。

　見た目も生態もまんまＲＰＧのザコ敵といった感じで、特徴としてはとにかく弱い。切っても死ぬし、潰しても死ぬ。引っ付いた生物（もしくはその死骸）から養分を吸い上げて生き、雌雄はなく、分裂して増えていく。おそらくアメーバみたいな単細胞生物が、そのまま巨大化したような感じなのだろう。

　え、これを食うの？っていうか食えるの？

　するとアイーシャが、なにやら首を捻ひねっていた。

「ちょっと待ってください。そのゼルリンは死んでいるのですか？」

「はい。このゼルリンはすでに〆しめてあります」

「まさか、ゼルリンの死体なんて聞いたことがありません」

「あ、そうか。そう言われてみれば変ね」

　リーシアもなにかに気付いたように同意した。こっちは全く話が見えない。

「リーシア、どういうことだってばよ？」

「なにその口調……ゼルリンは弱いのよ。表面の薄い膜を刃物で切り裂かれただけで、デロ～ンと体液が流れ出ちゃうの。棍こん棒ぼうなんかで殴られて、グチャッとなっても同じ。あとに残るのは青緑色の水たまりだけね」

「そういうものなのか？」

　アイーシャも頷うなずいていた。

「はい。だからこんな〝綺き麗れいな形で死体として残る〟なんてありえないのです」

　なるほど、アイーシャは戦士として、リーシアは軍人としてゼルリンとの戦闘経験があるから、違和感に気付いたってことか。

「で、そんなゼルリンがどうすればこうなるんだ？」

「それはですね、ちょっとしたコツがあるのです。これは遥はるか西、帝国内に住まう小さな部族に教わった方法なのですが、細い棒のような物で、表面の膜が破れない程度の打撃を与え、中にある核を破壊するんです。そうすればゼルリンは形を保ったまま絶命します。これを現地では『ゼルリンの活いき〆』といいます」

　活き〆って、魚の血抜きじゃないんだから……。だけどまあ、なるほど。やはり大きな単細胞生物という認識は間違いじゃないみたいだな。

「そして核を破壊されたゼルリンの体液は、時間が経たつことで流動性を失い、徐々に固まっていきます」

「死後硬直みたいなものか」

「はい。そのままさらに放置すると、体液は気化していき、干物のようになってしまうのですが、死後二時間ほど経過した、ある程度固形化しながらもまだ身にハリがあるときならば、調理が可能となるのです。それがこの状態ですハイ」

　う～ん……調理が可能なのは分かったけど、それと食べられるのかは別問題じゃないか？　するとポンチョは包丁を取り出し、ゼルリンを縦に切り始めた。

「ゼルリンはこのような状態のとき、縦方向に包丁を入れることで、身を崩すことなく切り分けることができるようになります。ゼルリンの繊維は縦方向に走っているので、この方が食感が良くなるのですハイ」

　ポンチョは手際よくイカソーメンでも作るかのように、ゼルリンを細く長く切り分けていく。ちょうどうどんくらいの麺状の物体ができあがっていた。ポンチョはそれをお湯が煮えたぎっている鍋の中に投入していく。

「あとは少しお塩を加えたお湯の中で茹ゆでれば、身はさらに固まります」

　なんだか本格的にそばかうどんみたくなってきたな。茹でることで鮮やかだった青緑色はくすんでいき、茶そばみたいな色になっていってるし。

　するとポンチョはゼルリンを茹でている鍋に、干したキノコや昆布なんかを投入していった。あれってダシを取りながら煮てるのか？　最後に追加の塩を加えながら味を調えると、一人前ずつスープごとお椀わんに盛られて差し出された。

「どうぞ。『ゼルリンうどん』でございます」

「うどんって言っちゃってるじゃん！」

「ど、どうかなさいましたか陛下」

「あ、いや、なんでもない」

　俺の耳にはこの国の言葉が日本語に変換されて聞こえる。〝うどん〟もたぶん、変換されてそう聞こえているのだろう。紛らわしい。まあそれはともかく、俺たちの前に置かれたのは、見た目はまんま関西風の透明なおつゆのうどん（緑）だった。

　赤いき○ね～と、緑のゼルリン♪　ってか。

　うん……現実逃避している場合じゃないな。え、マジで食わなきゃダメ？

　周りを見回すとみんな「どうぞどうぞ」って顔をしていた。まだ「じゃあ俺が食うよ　ノ」って挙手してないんですけど！

　……まあ、リーシアたちにも慣れない物を食べさせたんだ。

　俺だけ逃げるわけにもいくまい！　いざ、実食！

　ズルル……

「!?」

「ど、どうなのソーマ？」

　心配そうな顔で聞いてくるリーシアに、俺は、

「……案外いけるぞ、これ」

　そう答えた。うん。なんだろう。想像していた感じとは全然違う。

　俺はもっとイカソーメンのような、ヌルッとした生臭い感じを想像していたけど、ツルツルシコシコしていて、まったく生臭さを感じない。うどんというよりは鍋に入れる〝くずきり〟とか〝マ○ニー〟が近いかな。ただ嚙んだときに、キュッキュッという独特の食感がある。食物繊維かな。総じて言えば「見た目・うどん、食感・くずきり、歯触り・九州の郷土料理おきゅうと」って感じだ。

　うん、まずくない。まずくないぞ。

「ホント……案外いけるわね」（リーシア）

「お出だ汁しが効いてておいしいです」（ジュナさん）

「これが本当にあのゼルリンなのですか？　ビックリです」（トモエちゃん）

「スゾゾゾゾゾゾ」（アイーシャ）

　俺に次いで食べたみんなの反応も良いようだ。うまいからな。普通のうどんとどっちがうまいかという問いはナンセンスだ。うどんとそば、どちらをよりおいしく感じるかなんて、そんなのは好みの差でしかないだろう。

「ちなみに栄養素的にはどうなんだ？」

「えいようそ……というのはわかりませんが、動物の骨からとれるゼリー状のものに似ているとか」

「コラーゲンか」

　動物の骨なんかに含まれるタンパク質と、植物の持つ食物繊維を兼ね備えているのか。ゼルリンが動物なのか植物なのかわからなくなってくるな。

「ともかく栄養価的には問題ないな。ゼルリンならそこら中にいるし、これを食べればかなりの食料問題軽減になるんじゃないか？」

「そうですな。ゼルリンならば養殖も簡単でしょう。エサとして生ゴミでも与えていれば勝手に増殖しますからな」

「……いや、食う物に変な物食わせたくないぞ。有害物質取り込んだゼルリンを食べて、食中毒になるなんてのはごめんだからな」

「そ、それもそうですな」

「とりあえず試験的に養殖してみよう。野生のを狩ってもいいけど、下手に数が減って生態系に影響が出るとまずいからな……」

「それがいいかと存じますです」

　それはともかくゼルリンうどん。大変おいしくいただきました。
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「本当に食えるのかねぇ」

「でも王様たちはうまそうに食ってたよな」

「俺、ちょっと冒険者ギルドにゼルリン捕獲クエ希望出しとくわ」

「あ、じゃあ俺も」

　そんな会話が噴水広場のいたるところで繰り広げられたらしい。

『エルフリーデン料理の代表と言えばゼルリン料理』

　遠くない未来にそう言われるようになることを、このとき誰が予想できたであろうか。
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「さて、続いてが最後の食材になります。すでに調理済みの物をご用意いたしました」

　そう言ってポンチョが開いた容器の中に入っていた物を見て、

「「「「　うわぁ……　」」」」

　みんなの口からそんな声が漏れた。中に入っていたのがまんま〝虫〟だったからだ。しかもこの料理、俺の住んでいた世界……というか日本にあったものだ。

「これってイナゴの佃つくだ煮にだよな？」

「ハイ。『大イナゴの佃煮』にございます」

「あー……確かにでかいわな」

　イナゴの佃煮というと、一匹の大きさはコオロギぐらいだった気がするけど、これ一匹一匹がクルマエビぐらいの大きさがある。あの甘辛～い感じに煮込まれた色はしているものの、ちゃんと中まで味が染みているんだろうか……ん？　佃煮？

「佃煮ってことは……」

「え、ソーマ、食べるの？」

　不意に大イナゴをフォークで刺した俺を、リーシアはギョッとした顔で見ていた。確かに普通なら躊躇ためらうような見た目だ。冷静だったら食べるにしても、もっとおっかなびっくり食べたことだろう。だけどいま、俺にはそれ以上に気になることがあった。

　ガブリ、モグモグ……

「!?」

　殻付きのエビみたいな食感。だけどそんなことよりもだ。

　これは……間違いない！

「この佃煮……醬しよう油ゆが使われている！」

「しょうゆ？」

　醬油。ソイソース。日本人の心の味。刺身も煮物もこれがなければ始まらない！　ラーメン、ハンバーグ、スパゲッティなど外来品もすべて〝和風〟に変えてしまう魔法の調味料！　多分、この国に来てからもっとも恋い焦がれた味！　発酵食品という難しさから、マヨネーズのように再現することも敵かなわなかった幻の調味料！　それで作られた料理がいま、目の前にある。たとえそれがイナゴであろうと、俺には究極の料理に見えた。

「え、噓うそ、ソーマったら泣いてるの？」

「これが泣かずにいられるか！　これは……俺の故郷の味なんだ」

「ソーマの故郷の味……」

「兄様の故郷にも大イナゴの佃煮があるのですか？」

　見るとトモエちゃんが、大イナゴの佃煮をおいしそうにバリバリと食べていた。そう言えばみんなどん引きしていたときも、この子だけは驚いていなかった。

「もしかしてこの料理って……」

「はい。妖よう狼ろう族の集落ではよく食べていましたよ」

「じゃあ妖狼族は醬油を造っていたのか!?」

「しょうゆ……もしかして〝醬ひ醢しお水みず〟のことですか？」

「ひしおみず？」

「醬ひ醢しお水みずとは、妖狼族たちが好んで用いる調味料のことですハイ」

　横からポンチョが補足を入れた。

「もともと妖狼族には豆を塩漬けにして発酵させた、〝豆まめ醬び醢しお〟なる調味料があったのですが、その生成過程で生まれた上澄み液を、くみ出し、熟成させた物が〝醬ひ醢しお水みず〟なのです。どちらもこの国にはない独特な風味の調味料なのですハイ」

「なるほど」

　いまの説明で確信した。醬油は味み噌その生成過程で生まれたって、なにかの本で読んだことがある。つまり豆まめ醬び醢しおとは味噌のことで、醬ひ醢しお水みずは醬油のことなのだろう（俺の耳に醬油や味噌と聞こえないのは、まだ現代の醬油などとは、似て非なる物の段階だからなのかもしれない）。もしかして妖狼族の食生活って、かなり和食に近いんじゃないだろうか……って、ちょっと待てよ。この大イナゴに染みた旨うま味みは……。

「ねぇトモエちゃん。この佃煮にはお酒も使われているよね？」

「あ、はい。植物の種子からできてるお酒です」

「それってどんな実？」

「えっと……沼地に生えてる植物で、箒ほうきの先っぽのような穂が付いていて、そこに小麦みたいな種粒が沢山付いているんです」

　間違いない！　稲だ！　明日への希望だ！

　商品作物から食用作物へ植え替える際、麦（畑作）とは違い、地力を落とさないと聞く稲（水田）を栽培させようと思ったのだけど、肝心の稲がこの国にはなく挫折した。

　でもそうか、もっと北の方に自生していたのか。

　これはぜひとも取り寄せて栽培せねばな。それにしても妖狼族……醬油、味噌、それに稲と随分と欲していた物を持っている種族だな。

　………。

「よし決めた！　難民の中の妖狼族に、パルナムの一区画を与える」

「うええ!?」

「そこでその豆まめ醬び醢しおと醬ひ醢しお水みずを製造して欲しい。大豆なら地力回復用に植えたのが沢山あるからな」

「ちょっとソーマ、本気なの!?」

　リーシアが慌てていたけど、本気も本気だ。

「醬油と味噌……醬ひ醢しお水みずと豆まめ醬び醢しおがあれば、俺のいた国の料理がだいたいは再現できる。米もあるみたいだしな。見知らぬ世界のうまいモノ、食べてみたくないか？」

「そ、それは……」

「ハイ！　ぜひ食べてみたいです！」

　アイーシャが勢いよく手を挙げた。

「ははっ、まあアイーシャほどではないにしろ、国民たちも食べてみたいと思うだろう。レシピを公開すれば材料を揃そろえて自分で作るか、もしくはその料理を出すお店に行くかするだろうな。どちらにしても経済を大きく動かすはずだ」

　流動性の高い経済活動がこの国全体を豊かにする。俺はそう信じている。

　だから俺はこれを見ている国民に向かって言った。

「唯才令はまだ生きている。俺は才あるならば難民であろうとも使う。優れた食品製造技術がある部族ならば、受け入れない理由はない。そうだな……今後五年の間は豆まめ醬び醢しおと醬ひ醢しお水みずは妖狼族の専売とすることを許す。それ以外の者が製造したものは密造として取り締まる。ただし、五年後には豆まめ醬び醢しおと醬ひ醢しお水みずの製造を解禁し自由市場とするから、妖狼族にはこの五年の間にしっかりとした経済基盤を作っておくことを勧める。以上だ」
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　この宣言の後、王都パルナムの一区画に妖狼族の居住区域が造られ、そこには国の支援で豆まめ醬び醢しおと醬ひ醢しお水みずの製造所が造られることになる。

　この世界でも難民に居住区画を与えたらそこがスラム化したといったケースは多い。それは難民故に経済活動が制限（職がなかったり、安価な労働力として酷使されたりなど）され、貧困に喘あえぐことになるからだ。

　しかし妖狼族の場合、王によって豆まめ醬び醢しおと醬ひ醢しお水みずの専売を許されていたため、経済基盤を築くことができ、居住区画がスラム化することもなく、専売の期限である五年後までにはすっかり王都の民と同化していた。また豆まめ醬び醢しおと醬ひ醢しお水みずが、『味噌』・『醬油』と改名され、専売が解除されてからも彼らは研けん鑽さんを続け、妖狼族の造る味噌・醬油は六角形の中に『狼』と書かれたマークの『亀キツ甲コー狼ロー』ブランドとして末永く愛されることになる。
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　噴水広場には軽快なＢＧＭと、ジュナ・ドーマの柔らかな声が響いていた。

『さて、お送りしてきましたこの番組「王様のブリンチ」も、そろそろお別れのお時間です。司会をやってみてどうでしたかポンチョさん』

『は、はい。自分の知識が少しでも国民の皆様のお役に立てるのなら嬉うれしいです。ですが司会は自分には荷が重すぎだと思いますです、ハイ。次は誰か代わってください』

『はてさて次回はあるのでしょうか。どうですか、陛下？』

『国民の要望次第』

『だ、そうです。要望があると良いですねポンチョさん』

『わ、私わたくしめへの需要はいらないのですハイ！』

『そんなこと言わず、また一緒にやりましょうよ♪』

『ひいぃ！　勘弁して欲しいのであります！』

『さて、それではここまでのご視聴・ご清聴ありがとうございました。司会は私、ジュナ・ドーマと』

『ポンチョ・イシヅカ・パナコッタでお送りしましたですハイ』

『それでは皆様、ごきげんよう』

　ＢＧＭが止やみ、映像も消えた。どうやら番組は終わったようだ。

　放送の終わった噴水広場ではそこかしこから溜ため息いきが聞こえてきた。

「あー……終わっちまったか」

「案外おもしろかっただなー。もっと見たかったべ」

「んだな。毎日とは言わないまでも定期的に放送して欲しいもんだべ」

「でも要望が有ればやるんじゃろ？　なら国民議会で要望を提出してみればいいべ」

「おお！　そん手があったか。さっそく町長に掛け合ってみるべ」

　そんな会話がどこの街でも行われていた。

　国民たちはすっかり、この『バラエティ番組』という新しい娯楽コンテンツにはまってしまっていた。ソーマは食料問題に対する『情報番組』のつもりだったが、ジュナとポンチョのかけあい、料理番組っぽい部分、また珍食材を綺き麗れいな女の子が、ワーキャー言いながら食べるシーンなどを見れば、そう思われても仕方がないだろう。

　のちに、国民議会から『玉音放送番組の定期開催の要望書』が王城に提出され、ソーマが了承したことで、毎夕に公共放送の時間が設けられることになる。

　またそんな世間の見方とは違った見方をする者たちもいた。

「新たな王が急に即位したと聞いたときは簒さん奪だつを疑ったが、あの若き王は案外気さくな御お方かたのようじゃ」

「そうじゃな。アルベルト王が禅譲したのもわかる気がするのう」

「姫様も元気そうじゃった。こっちも無理矢理婚約させられたのではと疑ったが」

「自然体じゃったな。仲も悪くないようじゃ」

「ほっほっほ、来年くらいには世継ぎができているかもしれんのう」

「賢くやさしき王と、凜り々りしい姫様の子か。次代が楽しみになってきたわい」

「ほんになぁ。ほっほっほ」

　老人たちは和やかに笑い合っていた。

　賢くやさしき王……彼らはソーマをそう評した。

　しかしその評は半分ほど外れている。

　―――ソーマはやさしいだけの王様ではない。





◇　◇　◇






　王の政務室。自分の椅子に座った俺は机を挟んで向かいに立つハクヤに言った。

「近隣諸国の状況を報告しろ」

　いま、この部屋にいるのは俺とハクヤの二人だけだ。リーシアたちは今頃、玉音放送の打ち上げをして盛り上がっていることだろう。普段は護衛と称して側を離れようとしないアイーシャも、用意されたご馳ち走そうに釘くぎ付づけになっていた。

　そんな宴の席を中座して、俺たちは政務室で密談していた。

　ハクヤは机の上にこの世界の地図を広げた。

「報告いたします。まず周辺国の確認ですが、大陸の南東に位置する我が国が隣接している国は、北方の『東方諸国連合』と西方の『アミドニア公国』、南西の『トルギス共和国』の三国です。また海を間に挟む形で、東方に列島国『九く頭ず龍りゆう諸島連合』があります。またアミドニア公国の西にある、傭よう兵へい国家『ゼム』も近隣国家と言えましょう。そのうち我が国に友好的なのは０、中立が４、敵対が１にございます」

「うちって随分孤立してたんだな」

「恐れながら、いまは魔王領が拡大する乱世にございますれば、これが普通かと。各国間に疑心暗鬼が渦巻く昨今、友好国など『宗主国』『属国』の関係にしかございません」

「それって友好って言えるのか？」

「裏切る心配がなければ十分友好的かと」

　涼しい顔してとんでもないことを言う。それってつまり、使い潰されても文句一つ言えない支配・従属関係なら友好的ってことじゃないか。織田信長が健在だった頃の、織田家と松平家の同盟みたいな感じか。

「それで、敵対的なのはアミドニアか？　ゼムか？」

「ゼムではありません。たしかに〝例の件〟では心証を悪くしているようですが、敵対とまではいかないでしょう。もっとも我が国を敵視するアミドニアが援軍を要請すれば、彼らのために傭兵を派遣するくらいはするでしょうが」

「アミドニアか……たしかうちに〝支援の申し出〟をしていたよな？」

「ええ。『隣国であるエルフリーデンの安定は我が国の国防に直結する故、要請があれば三公鎮圧の為ための援軍を出す』と申してきております」

「ははは……随分とわかりやすいな」

　こちらの三公との不和を突いて、領土拡大を図ろうとしているのが見え見えだ。

「ですな。おそらく三公の方にも、同じようなことを言っていることでしょう」

「『王位を簒奪した偽王ソーマを共に討伐しましょう』ってか。笑えないな」
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　まあ、さすがの三公だってアミドニアの思惑には気付くだろう。俺が気にくわないからって、むざむざこの国を蹂じゆう躙りんさせるような真ま似ねはしないはずだ。当然、そのことはアミドニアだってわかっているわけで、つまり……。

「双方に支援を申し出ることで、軍を動かす大義名分とする気でしょう」

「西側の都市を制圧しながら〝勝った側〟に対して援軍を送るわけか。そしてなんだかんだと理由を付けて、制圧した都市を実効支配し、自国に組み込む」

「オーソドックスな戦術ですが、それなりに有効かと」

　まあな。そういう事例は元いた世界の歴史にも多い。北条早雲の「鹿狩りの道を借りて城を盗とる」とかな。単純に見える作戦ほど、案外、コロッと騙だまされるものなのかもしれない。騙す気満々のアミドニア、敵対に傾き始めたゼム、そして三公と対立していて挙国一致体制もとれないエルフリーデン王国。ずいぶんと難題だらけじゃないか。

「だけどそれも、お前の描いたシナリオなんだろう？」

　俺はじっとハクヤを見つめた。しかしハクヤは少しも動じることなく、

「はい。いまのところ、事態は全て順調に推移しております」

　そう言ってのけた。その涼しげな表情に俺は頭をガシガシと搔かいた。

「お前……わかっているんだろうな」

　ハクヤが掲げるその方針のせいで生じる犠牲の数を。

　ハクヤの描いたシナリオは敵には大損害を、味方には大恩恵を与えるものだ。この国を強国へと浮揚させるには是が非でも必要な一手なのは間違いない。しかしながら、このシナリオを実現させるためには、この国もそれなりの血を流す必要がある。

　しかしハクヤは悪びれもせずに言ってのけた。

「はい。これを機会に、いただけるものは全ていただいてしまおうかと」

「………」

「陛下もわかっておられるはずです。それが結果として多くの国民を救う術だと」

「……わかっているさ。だけどな、〝これ〟が許されるのは一回だけだ」

　俺は真っ直すぐハクヤの目を見て言った。

「俺の世界の政治思想家マキャベッリは『君主論』で言っている。君主が一度の〝これ〟で全てを終わらせ以後二度と繰り返さなければ名君の素質があると。逆に一度の〝これ〟で決めきれず何度も繰り返すようでは、暴君として早晩破滅するだろうってな」

「……そのマキャベッリ殿とは、恐ろしく現実的な考えをする御方ですな」

　ハクヤもわずかに引いているようだった。ああ。だから好きなんだ。マキャベッリのどこまでも現実的な考え方にハマり、『君主論』を何度も読みかえしたものだ。まさかその知識を、こんな形で活いかす日が来ようとは思っていなかったけどな。

「ともかく、俺はお前の策を〝これ〟であると判断する。だから……」




　―――やるからには一撃で決めろ。
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　エルフリーデン王国の首都パルナムにあるパルナム城。

　言わずと知れたエルフリーデン国王陛下の住まう王城なのだが、最近、この王城内である怪談話が流れていた。その怪談話とはこんな内容だった。




　ある夏の夜。草木も眠る丑うし三みつ時。

　城に住み込みで働いている一人の侍従メイドが、自室で眠っていたのだが、夏の寝苦しさに目が覚めてしまった。もう一度寝ようとしたが、なかなか寝付けない。仕方がないのでなにか飲み物でももらおうと、普段、近この衛え兵へいや侍従メイドが使っている食堂へと向かった。王城の食堂には近くの山から水が引かれていて、いつでも好きなときに飲むことができる。

　そして侍従メイドが食堂に入ったときだ。厨ちゆう房ぼうの竈かまどの近くに、なにやらぼんやりとした灯あかりのようなものが見えた。目をこらすと、人の背中のようなものも見える。

（ああ……まだ料理人が残っていたのね）

　侍従メイドは人がいてくれたことにホッとした。王城ということもあり、警備も厳重だ。不審者が入ってこられるような場所ではない。だから侍従メイドは、単に料理人が残っていたのだろうと考えたのだ。近づいていくとどうやら、その人物は鍋をかき混ぜているようだった。侍従メイドはその人物に声を掛けようとした次の瞬間、背筋が凍った。

「くっくっくっく……」

　その人物が不気味な笑い声を上げていたからだ。その笑い声からただならぬものを感じた侍従メイドは、つい、その人物がかき混ぜる鍋の中を見てしまった。その鍋の中にあったのは、ギトギトした泥のような液体に浮かぶ、大小様々な骨、骨、骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨……。侍従メイドはそこで意識を失った。







「……というわけで、城内では死霊使いネクロマンサーが現れて、なにかを召喚しようとしていたんじゃないかって、話題になっているんですよ！……どう思います、侍従メイド長ちよう？」

　倒れた侍従メイドの同僚が、興奮気味に侍従メイド長ちようのセリィナに尋ねた。しかし、セリィナはいつもの美しいポーカーフェイスを崩さなかった。

「……それで、その侍従メイドはどうなったのですか？」

「え？　どう、というのは？」

「その死霊使いネクロマンサーとやらと『やめて！　私にＨなことする気でしょ！　春画みたいに！』みたいな展開にはならなかったのですか？」

「なりませんよ!?　服を脱がされるどころか、外がい套とうを掛けられて寝かされていたのを、翌朝仕込みに来た料理人に発見されてます！」

「それはつまら良かったですね」

「いま、つまらないって言おうとしませんでした!?」

　侍従メイドのツッコミをセリィナは曖昧な笑みを浮かべて流した。

　セリィナはこの国の姫であるリーシア専属の侍従メイドであり、また城内で王家に仕える侍従メイドたちを束ねる侍従メイド長ちようを任される程の才女なのだが、性格には少々難があった。Ｓっ気があるのである。しかも可愛かわいらしい女の子限定で、〝いぢめ〟たくなるらしい。〝いじめ〟ではなく、〝いぢめ〟だ。精神的な可愛がりとでもいうのか、陰険な物ではなく、色々と際どい感じの服を着せたりなど、相手の羞恥心を煽あおるのが好きらしい。目下一番の標的が、主君であるリーシア姫というのが凄すごいところなのだが。

（しかし、死霊使いネクロマンサーですか……）

　基本的には仕事のできる女性であるセリィナ。自分が任されている城内で、そんな怪談話が流布されているこの現状を、放置するほど無責任ではなかった。

（丑三つ時ですか……夜更かしはお肌の敵なのですが……）

　色々ツッコまれそうなことを思いながら、セリィナは溜ため息いきを吐つくのだった。







　―――そして、時刻は丑三つ時。

　灯りを手に、セリィナは食堂へと向かった。その足取りは真夜中の城を歩いているとは思えないほど、実に堂々としていた。しばらくして、食堂の前まで辿たどり着いた。

（いまさらですけど……今日、その死霊使いネクロマンサーとやらが現れなかったら、私は何日ほど夜更かししなくてはならないんでしょうね……）

　セリィナは小さく溜息をつくと、食堂内へと踏み込んだ。するとセリィナの美貌にとっては幸福なことに、件くだんの人物はすぐに見つけることができた。

　厨房の竈の近くに灯りが見え、そこで誰かがなにかをしているようだった。セリィナは足音を殺して近づくと、その人物の肩越しに鍋の中を覗のぞき込んだ。その鍋に詰まっていたのはギトギトドロドロの液体と、そこに浮かぶ大量の骨だった。

「くっくっくっく……もうすぐ……もうすぐ完成ですぞ……」

　その人物はそんな笑い声を漏らしながら、その骨が浮かぶ鍋をかき混ぜていた。他の侍従メイドが見たらまたも卒倒しそうな光景だったが、できる女性であるセリィナは、正確にその骨の正体を見破っていた。

（あの骨は人のものではありませんね。大猪ジヤイアントボアのものでしょうか？　それと鳥や大魚の骨も含まれているようですね。それと見た目は悪いですが、あのドロドロとした液体も、なかなか〝そそる〟香りがします）

　セリィナは意を決し、その人物の肩をポンと叩たたいた。

「なにをなさっているのですか？」

「うひゃっ!?」

　よほどビックリしたのか、丸々とした巨体が跳び上がった。振り返ったことにより、その人物の顔をハッキリと見ることができた。

「セ、セリィナ殿!?　どうしてここに!?」

「それはこちらの台詞せりふですよ。ポンチョ殿」

　鍋をかき混ぜていたのは、先日、ソーマから食の伝道師「イシヅカ」の姓を賜り、食料問題担当大臣に任命されたポンチョ・イシヅカ・パナコッタだった。

「このような時間に、食堂でなにをなさっているのでしょうか？」

「こ、これは……その……」

　ポンチョはオドオドとした様子で手をバタバタとさせた。怪しすぎである。セリィナがさらに問い詰めようとしたとき、

「……お前ら、なにやってるんだ？」

　不意に声を掛けられ、振り返るとそこには国王のソーマ・カズヤが立っていた。







「そんな怪談ができてたのか。またリーシアに怒られるなぁ」

　セリィナに噂うわさになっていることを聞いたソーマは、頭を搔いていた。

「結局、陛下たちはなにをなさっていたのですか？」

「あー、まぁその……御覧の通りのものを作ってたんだよ」

　ソーマが指した机の上には、三つのドンブリが置かれていた。

「俺のいた世界の食べ物で、ラーメンっていうんだ」

「らあめん……ですか？」

　ソーマが言ったとおり、ドンブリの中身はラーメンだった。しかも魚介豚骨系のギトギトのタイプだ。ソーマは無造作に箸を突っ込むと、そのままズルズルと啜すすり始めた。

「うん……スープはもう完璧に近い。でも、麺がゼルリンうどんだと味気ないな」

「仕方ありませんです。いまは小麦は貴重ですから、ハイ」

「早いところ食料難を解決したいものだな……」

　話し込み始めたソーマとポンチョを見ながら、セリィナは自分のぶんのラーメンを食べてみた。パスタのようにフォークで巻いて、口の中へと放り込む。

　するとたちまち、口の中に濃厚な魚介豚骨スープの旨うま味みが押し寄せてきた。こってりとしていて、パンチが効いていて、それでいて溶け出した野菜の風味がしつこさを抑えている。なんとも深みのある味わいだ。脂っこいのに、本能が次の一口を求めてしまう。

　そんなセリィナの様子を、ソーマとポンチョは笑って見ていた。

「捨ててしまう骨や野菜くずなんかを使って、スープを作れないかと思ってな。ポンチョに研究させてたんだ。料理人達の邪魔をしないように、この時間にな」

「いやあ、苦労しましたです、ハイ。私わたくしは食べたことがありませんでしたからね」

「なるほど……それが死霊使いネクロマンサーの真相ですか」

　口元を布巾で拭いながら、セリィナはそう言った。

「しかしこれはおいしいですね。……ポンチョ殿？」

「ハ、ハイ。なんでしょうか」

「このスープの作り方、教えてはいただけないでしょうか？」

「もちろん、構いませんです、ハイ」

　どうやらセリィナも、このギトギトスープの魔力に取り憑つかれてしまったようだ。







　その後、王城では、死霊使いネクロマンサーは二人いるとの怪談が流れることになる。

　それとほぼ同時期に、妙に肌つやの良くなった（コラーゲン効果？）セリィナが、

「ポンチョ殿、あのスープに使われていた魚の骨ですが、一度焼いてから砕き、粉末にしてあとから入れるのはいかがでしょうか？」

「な、なるほど！　さすがセリィナ殿は目の付け所が違うのです、ハイ！」

「今夜も……試作ができたら味見させてくださいね」

「それはもちろんなのです、ハイ」

　……と、ポンチョと親しげに会話しているのを見て、配下の侍従メイドたちが妄想を膨らませることになるのは、また別の話である。
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　第一回『王様のブリンチ』を放送して数週間が経たったころ。

　その日、エルフリーデン王国宰相ハクヤ・クオンミンの下に、一つの嘆願書が届けられた。嘆願書の中心となっていたのは人事部だったが、近衛騎士団や侍従メイド部隊など、城内各部署の連名となっていた。いまは侍中のマルクス殿や、近衛騎士団長ルドウィンなどの名前もある。何事かと思い、急ぎその内容を読んでみると、

「……なるほど」

　ハクヤは思わず納得してしまった。





◇　◇　◇






「というわけですので、陛下にはお休みをとっていただきたく」

「というわけ、って言われても、なにがなんだかわからないんだけど……」

　政務室で書類仕事をしていたら、やってきたハクヤがいきなり「休暇をとれ」と言ってきた。そして手にしていた書類を、作業をしていた机の上にポンと置いた。

「人事部より届けられた嘆願書です。曰いわく『上の者が休まないと、下の者が休暇をとりづらい』とのことです。これにはマルクス殿、ルドウィンの署名もございます。不肖私めの署名も加えておきました」

　あー……そう言えば召喚されてからこちら休暇ってなかったな。

　まったく休んでいないわけじゃない。最近は【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】の扱いにも慣れてきたので、書類仕事は能力に任せて、本体はリーシアの部屋で人形を制作していたりするし。動かす思考と休ませる思考を切り替えれば、疲労感無く二十四時間戦えるしな。

　しかしハクヤが言うには、そういう問題ではないらしい。

「休んではいても、常に王城に居られますでしょう？」

「まあ、なにかあったときのためにな」

「それでは休んでいるようには見えないと申し上げているのです。見えないから、皆も休みを取りづらくなっている。そこは察していただきたい」

「そう言われてもなぁ……」

「本来ならまとまった休みを取っていただき、静養していただきたいのですが……」

「そんな暇あるのか？」

「ありません」

「だよなぁ」

　実際、やることは山積みだった。軍備増強、要人との面会、対外文書の作成、各種改革の進行、などなど挙げていけば切りがない。早く神護の森に来てくださいという、アイーシャの要請さえも待ってもらっている状態だ。一応、口頭では間伐方法を伝えたけどな。国内外の問題で切羽つまっているこの国には、無駄にしていい時間はない。

「ですが、それで士気が下がり、仕事の効率が悪くなっては本末転倒かと」

「じゃあどうしろっていうのさ」

「なんとか一日オフの日を作ります。せっかくですのでお出かけになられては？」

　お出かけ、ねぇ……。

「せっかくの休みなら部屋でゴロゴロしてたい、ってのは？」

「却下にございます。配下の目に見える形で休暇を満喫していただきたい」

「……それ休暇って言えるのか？」

　自分の意思で好きなことができてこその休暇だと思うぞ。

　そんな意味を込めた視線を送っても、ハクヤには馬耳東風だった。

「ちょうどよいではありませんか。これを機にリーシア姫と城下を巡られては？」

「デートしてこいってこと？」

「婚約者なのですから、国民に親密ぶりをアピールして来てください」

「だから、それじゃあもう公務だろう」

　俺たちに『皇○アルバム』みたいなことしろってのか。

「……それに護衛とかどうするのさ」

「アイーシャ殿がいるではないですか」

「デートって言ったそばから、べつの女の子を連れて歩くのか!?」

「両手に花ですな。羨ましいかぎりです」

「心にもないことを……」

　はぁ……まあせっかくの休みなのは間違いないし、こうなったら友人たちと遊ぶ感じで楽しもうかな。王都の気になっているところを回って、そうだな……ジュナさんが働いているっていう、歌声喫茶とやらに行ってみるのもいいか。

「……わかった。とるよ、休暇」

「了解いただきありがとうございます」

　恭しく頭を下げるハクヤには、冷めた視線を送っておいた。







「さてと、リーシアはどこかな？」

　一日休みができたことを伝えようと思ったのだけど、部屋にはいなかった。

　となると、城内にある訓練施設のどこかにいるのだろう。俺の即位によって王族としての立場が宙に浮き、陸軍士官としての肩書きが残っているだけのリーシアには、俺の補佐くらい（それだってかなりハードワークだけど）しか仕事がない。最近では、近この衛え騎士に交じって訓練する他にやることがないとぼやいていたっけ。

　射撃場、室内訓練場と回って、次に訪れた中庭でようやくリーシアを見つけた。俺が見つけたとき、リーシアはアイーシャと剣を交えているところだった。

「はあああああああああ！」

「………」

　裂れつ帛ぱくの気合いを込めて、身の丈以上ある大剣を振るうアイーシャ。

　それとは対照的に、寡黙に相手の攻撃を見切り、レイピアを繰り出すリーシア。

　素人目にはどちらが優勢なのかわからない。当たればタダでは済まないだろう一撃を放っているアイーシャなのか。それを避けながら、レイピアの三連突を放つリーシアなのか。それともそれを、手に装備したガントレットだけで払いのけるアイーシャなのか　それともそこに生まれた隙に、大剣を踏んで持ち上げられなくさせたリーシアなのか。

　……これってホントに模擬戦なのか？

　あまりにも二人の剣けん戟げきが激しすぎて、どこまで本気なのかが分からない。

「【ソニックウインド】！」

「【氷剣山】！」

　なんか二人とも魔法かスキルみたいなの使い始めたし！

　アイーシャの【ソニックウインド】は大剣から発生した〝斬れる風圧〟を飛ばす技らしく、回避したリーシアの後ろに立っていた樹きを袈け裟さ斬ぎりに両断していた。

　対するリーシアの【氷剣山】は、地面を一瞬にしてスケートリンクのように凍結させ、そこから無数の棘とげを出す技らしいのだけど、アイーシャは自分に突き立てられそうになる棘を、すべて大剣でなぎ払った。……なにこの死闘。

　こっちの世界での魔法はすでに見ている。最近では人形操作の練習のために、マネキンを操ってモンスター狩りとかしていたから、遭遇した冒険者さんたちが使う魔法を良く目にしていた（むしろ魔物と間違われて攻撃されたけど）。しかし、普通の冒険者が使う魔法は、せいぜい炎を飛ばしたり、氷を飛ばしたり、簡単な傷を癒いやす程度のものだ。

　まさか熟練者が使う魔法が、ここまで凄すさまじいものだとは思わなかった。

　アイーシャも強いけど、リーシアもかなりの実力者のようだ。戦っている二人の目は好敵手を見つけたかのように生き生き、というかギラギラしている。

　これが武人か……って、このまま放置してたら城が壊れるわ！

「二人とも……いい加減にしろ！」

「「　はっ！ってうわ!?　」」

　我に返った二人は着地する、と同時に足下の氷で足を滑らせて尻餅をついた。







「デ、デート!?」

「ああ」

　一日休みができたこと、この機会にリーシアとデートしてくるようハクヤに勧められたことなどを説明すると、リーシアは呆あつ気けにとられたような顔をしていた。

「って、……それって人に言われてすること？」

「俺もそう思うけど……ハクヤの中では王族のデートは公務なんだろ」

「人間味のない考えね」

「私は一人の人間である前に宰相です、とか言いそうだな」

「あはは、言いそう」

「で、俺たちには一人の人間である前に、王や王妃であることを求めるわけだ」

「……ごめん。それは笑えない」

　二人して溜ため息いきを吐ついてしまった。ハクヤは頭も切れるし、仕事も堅実と頼りになる男なのだけど、職務に忠実すぎるところがある。まぁ、それでも甘いところはあるみたいなんだけどな。最近ではトモエちゃんに頼まれて、勉強を教えているみたいだし。

「まあ、休みは嬉うれしいし、どっかに出かけるのはありなんじゃないか？」

「それもそうね」

「はい、はい！　でしたらぜひ我らが森へいらしてください！」

　アイーシャが手を挙げてアピールしてきたけど、俺は首を振った。

「まだ公務が溜たまりまくってる。日帰りで行けるところまでだな」

「うっ……たしかに神護の森まで、馬でも片道三日はかかりますが……」

　あー、それはさすがに無理だな。

「今回は諦めてくれ。一応、間伐の仕方は教えただろう？」

「はい。しかしながら、ダークエルフの中には頑迷な者どももおりまして……森の守護者であるダークエルフが、森の木を切るとはなにごとか、と」

　ああ。どこの世界にもそういうのはいるんだな。自然を大事にしようという考え自体は立派だけど、それが行き過ぎると、やがて不遜になり、かえって問題を引き起こす。人間が上から目線で「守ろう」と言えるほど、自然は弱くない。むしろ……。

「ですから陛下にはぜひ、現地にて彼らを一喝していただきたく……」

「……わかった。手が空き次第、行くことにしよう」

　なんだかすべきことばかり増えてる気がするけど……言っても仕方ないか。

「お願いします。そのためにならこの身、この命、いかようにもお使いください」

　そう言って頭を下げるアイーシャ。

「じゃあ早速頼みがあるんだけど……」

「はっ！　伽とぎでございますか！」

「なんでそうなる！」

「いま、この身を捧ささげると誓ったばかりなので」

「ソーマ……」

「そんなこと頼むわけないだろ！　リーシアもそんな目で見んな！」

　どうもアイーシャは、気負うと暴走気味になるらしい。

「俺はただ、城下での護衛役を頼みたいって言いたかっただけだ」

「わ、私がお二人のデートに付いていくのですか？」

「さすがに俺とリーシアだけだと、なにかあったときに大変だからな。デートって言っても城下を見て回るだけだから気にしなくていい」

「……私が気になるんだけど」

　なぜかリーシアが口をとがらせていた。もしかして二人っきりでデートしたかったのか？……まさかね。婚約者って言ったって建前だけなんだし。

「まあそんなわけだ。当日は二人ともよろしく頼む」

「はっ！　了解いたしました！」

「……はぁ、わかったわよ」

　元気の良いアイーシャとは対照的に、リーシアはどこか不満げだった。







　そして休日がやってきた。

　俺とリーシアとアイーシャは、パルナムの城下の商店通りを歩いていた。ハクヤは「国民に親密ぶりをアピールして来てください」とか言っていたけど、さすがに冗談だったようで、当日にはお忍びでの行動を求めてきた。王様として城下に降りようものなら、護衛もアイーシャだけでは足りないだろうしな。

　そんなわけで、俺たちはパルナムにある王立士官学校の制服を着用し、そこの生徒に扮していた。……俺、いまごろはもう大学生だったんだけどなぁ。ちなみに、俺とアイーシャは制服を着用しているだけだけど、顔が知れているリーシアは、三つ編みに度の入ってないメガネをかけて、優等生っぽく変装していた。これなら誰が見ても、休日に街に繰り出した学生仲間だと思うだろう。

「なんや兄ちゃん、えらいべっぴんさん侍らせとんな！　男やったらそこの嬢ちゃんたちに、うちの商品プレゼントして、太っ腹なとこみせたらどないや？」

　道にアクセサリー類を並べた露天商のおっちゃんに、関西弁で話しかけられた。どうもこの世界の商人スラングは、俺の耳にはエセ関西弁に翻訳されるらしい。おっちゃんを適当な笑顔であしらいながら、俺はリーシアに話しかけた。

「リーシアってメガネ似合うんだな」

「そ、そう？……ありがと」

「陛下！　私の学生服姿はどうですか！」

　すかさずアイーシャが挙手してきた。最近グイグイ来るな。

「……あーうん、あんま似合ってない」

「なんでですか!?」

　う～ん、士官学校の制服ってほぼブレザーみたいな感じなんだけど、それと褐色肌に白銀の髪という、ダークエルフらしさが全然合ってないんだ。なんというか、学園ものアニメキャラのコスプレを見てるような。現実にピンク髪の女子なんかいないし、染めても違和感しかない、みたいな？　こう、リアルとファンタジーの拒絶反応というか……。

「私はそこまで似合ってないとは思わないけど？」

「姫様ぁ～」

「うん。まぁ俺の世界の価値基準なんだろうけどな」

　実際多種多様な民族の暮らす世界だ。なるべく早く慣れるべきだろう。

　コロコロコロコロ……

「……っていうかソーマ。私はアイーシャより、ソーマの引き摺ずってる物のほうが気になってるんだけど」

「ん？　このキャリーバッグか？」

「それってバッグなの？　なんか車輪付いてるけど」

「ああ。下にキャスターが付いてるから、重いモノでも楽に運べるんだ」

「なんと。便利な物なのですなぁ」

　アイーシャが目を丸くしていた。この国にはまだ普及していないものだからな。

　ちなみに俺のは城下の職人に作ってもらった特注品だ。作らせた職人が、自分のところの商品として販売させて欲しいと言ってきたから、専売にしないことを条件に許した。うまくニーズに合えば、数年もしないうちに物珍しくもなくなるだろう。

「ですが陛下、荷物でしたら私めが持ちますのに……」

「学生仲間に変装しているのに、男子が女子に荷物持たせてたらおかしいだろう」

　それにこの中には俺の護身用の品がいろいろ入っている。手放すわけにはいかない。

「それとアイーシャ、陛下呼びはやめろ。一応、お忍びなんだからな」

「はっ！　ではなんとお呼びすれば……」

「普通に呼び捨てで良い。なんなら『一かず也や』って名前で呼んでくれ」

「「　え？　」」

　あれ？　なんでリーシアも疑問顔なんだ？

「えっ……ソーマの名前って『ソーマ』じゃなかったの？」

「はぁ？　相そう馬まは苗みよう字じに決まってるだろ。一也が名前だ」

「だってソーマ・カズヤだって言ってたじゃない？」

「……あ」

　しまった。この国では欧米と一緒で名前が先に来る。だから俺は、カズヤ・ソーマを名乗るべきだったんだ。ああ、そうか！　だからみんな俺のことを『ソーマ王』って呼んでいたのか。よく考えてみたら苗字に王がつくのは不自然だ。世襲制だったら何人も同じ名前の王様が出てきてしまうし。

「い、いまから訂正できるだろうか……」

「無理じゃない？　みんなソーマだと思ってるし、対外文書はもう『ソーマ・カズヤ』名義になってたと思う」

「だあ、もう！　まさかこんな失態をやらかしてるとは……」

「ま、まあいいじゃないですか。そうだ、公の席とプライベートで呼び分けたらどうでしょう。今日みたいなプライベートな日には、『カズヤ殿』とお呼びしますから」

　アイーシャにフォローされ、俺はさらに落ち込んだ。

「あのアイーシャにフォローされるなんて……」

「カズヤ殿の中で私は一体どんな扱いなんでしょうか！」

「どんなって……がっかりダークエルフ？」

「それはあんまりです！」

「まったく、いつまでもバカ話してないで、さっさと行きましょう」

　涙目になるアイーシャをあしらっていたら、リーシアにそう促された。

　う～ん……行きましょうって言われても、とくに行き先を決めていないんだよなぁ。

「二人はどこか行きたいとことかある？」

「ないわ」

「カズヤ殿に付き従うのみ」

「うん。二人とも考えるそぶりぐらいはしようよ」

　丸投げされても困るんだよなぁ。よく考えたら城下を歩くのも初めてだしな。以前、城下に降りたときには馬で駆け抜けただけだし。ふむ……だったらなおさら、いろいろ見て回ったほうがいいかもな。適当に回るだけでも目新しいだろうし。

「ま、ぼちぼち行くとしますか」







　パルナム中央公園。

　王都パルナムの中央付近に位置する大きな公園だ。

　公園と言っても遊具はなく、樹木や花々が植えられているだけなのだけど、その敷地面積は実に東京ドーム三個分はある。公園の中央にはこれまた巨大な噴水があり、玉音放送の受信機が設置されていて、放送があれば百メートル離れた場所からも見えるくらい、巨大に映し出すことができる。噴水の周囲にはまるで円形闘技場のように観覧席が設けられていて、前回の玉音放送のときには数万人がこの噴水広場に集まったらしい。

　いっそのこと、この広場でライブとかやったらおもしろいかもしれない。

　ジュナさんを中心に進めてもらっている玉音放送を使った放送番組制作が軌道に乗った暁には、ぜひとも企画してみたいものだ。いずれこの噴水広場がエルフリーデンの歌手たちにとって、『武道館』や『野音』のような檜ひのき舞ぶ台たいになるかもしれない。

　……とまあ捕らぬ狸たぬきは措おいておいて、そんな中央公園に俺たちは来ていた。

「自然があってなかなか素敵な場所ですなぁ」

「都会の真ん中だっていうのに、空気が澄んでる気がするわ。ん～」

　アイーシャはキョロキョロと辺りを見回し、リーシアは大きく伸びをした。

「あれ？　でも前はここまで空気がキレイじゃなかったような……」

「そりゃあ頑張って整備したからな」

　疑問顔のリーシアに、俺は胸を張って答えた。

「整備って、この公園になにかしたの？」

「公園にだけじゃないさ。パルナムの地下は全域にわたって整備したし、もっと言えば法も整備したからな。衛生環境は、数ヶ月前に比べたら段違いだと思うぞ」

　はっきり言って俺が整備する前のこの国の衛生環境は、中世ヨーロッパの都市国家と同レベルだった。つまりバッチかった。道には馬ば糞ふんが当たり前のように転がっているし、家からは生活排水が道脇の側溝に垂れ流され、夏場は酷ひどい悪臭を放っていたという。衛生という概念自体が存在しなかったため、これらの問題は放置され続けていたのだ。馬の糞などは乾燥すると粉ふん塵じんとなって舞い上がり、それを吸い込んだ国民たちに、呼吸器系のさまざまな病気を引き起こすことになるというのに。

　だからまず俺は衛生問題対策として『上下水道』の整備を行った。

「上下水道って……いつの間にそんなの作ったの!?」

「いやこれはそんなに手間でもなかったぞ。もともとパルナムの地下には縦横無尽に地下道が走っていたからな。そこに川の水を引くだけで良かったし」

「それ、王族用の脱出路じゃない！」

　リーシアの言うとおり、パルナムの地下を走る道は敵に攻められ、王都失陥が避けられなくなった際、王族の脱出路として使われるものだった。敵に通路を発見されたときのため、簡単には追って来られないような迷路状になっており、その規模はパルナム全域にわたる。しかも三層構造だ。地下上下水道として整備するのに、とても都合が良かった。

　まず王都の近くを流れる川から水を一層目に引き込み、地下上水道として、いままで地下水に頼っていた井戸や、公衆浴場などで使用する。三層目は下水道として使い、最終的には王都の外に建設した沈ちん澱でん池ちでろ過されてから、再度川へと放流されている。市内を巡った一層目の上水は、最終的に三層目へと流れ込む仕組みになっている。ちなみに二層目は埋め立てて、三層目の臭気が上がってこないような仕組みにした。

「上下水道なんかに変えちゃって、有事の際にはどうする気なのよ！」

「王族が王都から脱出しなくちゃいけない時点で、国としては終わりだろ？　俺なら王都に迫られるとなった時点で降服するだろうしな」

「そんな呆あつ気けなく？」

「リーシア、王ってのは国民さえ味方に付けておけば安全なんだ」

　これもマキャベッリの教えだった。曰いわく、

『自らを守りたいなら砦とりでを築くよりも、国民に憎まれないことである』

　君主には国内に謀反者、国外に外敵と二種類の敵が存在する。

　国民に支持されていれば謀反者は仲間を集めることも、民を反乱に駆り立てることもできず、諦めるしかないだろう。逆に国民に憎まれていたら、その国民を助ける外敵には事欠かないのだから、早晩滅ぶことになるだろう、と。

「たとえ王位を失ったって、国民さえ残っていれば再起の道もある。逆に王だけ生き残っても、自分を守る国民が居なければ、べつの敵に喰くわれるだけだ」

「……世知辛い話ね」

「それが現実だよ。まあそんなわけで、上下水道は割と簡単にできたんだけど……沈澱池がなぁ……あ、そこの木陰に座ろう」

　立ち話もなんなので、俺たちは公園にある樹木の陰に腰を下ろした。

　座ってしばらくすると、アイーシャは木に凭もたれて船を漕こぎ出した。小難しい話についてこられなかったのだろう。護衛役としてそれでいいのかと思わないでもないけど、まあアイーシャだったら寝ながらでも守ってくれるだろう。俺は話を続けた。

「下水をそのまま川に流すわけにはいかない。生活排水には病原菌や寄生虫が含まれている場合があるからな。それを防ぐためにも、水を一旦溜ためて、砂と礫こいしなんかでろ過する場所、つまり沈澱池が必要なんだ」

「びょ、びょうげんきん？」

　リーシアは首を傾かしげていた。この世界の人間には聞き慣れない単語のようだ。

　まあ、いまはまだそこまで神経質になることもないだろう。この国に公害という概念はまだ無い。それはこの国の生活・技術レベルでは、たとえ下水をそのまま川に流したとしても、大した影響はないということでもある。だけど、これから国が大きくなり技術レベルも上がっていけば、必ず公害問題が起こる。取り組むのは早いほうが良い。水みな俣また病びようやイタイイタイ病、四よつ日か市いち喘ぜん息そくなんかを経験して、日本人は公害を学んだけど、わざわざこの国の人々に経験させる必要はない。

「それで、その沈澱池がどうかしたの？」

「あー、その沈澱池用に禁軍部隊を使って穴を掘らせてたんだけど……」

「ルドウィン殿たちになにをやらせてるのよ」

　だって業者に頼むと高く付くし、ちょうど禁軍兵士に〝工兵技能〟を習得させたかったからな。穴を掘り、盛り、固める。塹ざん壕ごうを掘る練習にはうってつけだ。この世界の戦争はいまだ平地での会戦が主体のようだし、第一次大戦の頃のような塹壕戦術が使える集団は、それだけで頭一つ抜けた存在になるだろう。と、それはさておきだ。

「沈澱池を掘らせていたら、魔物の骨が大量に出てきたんだ」

「骨？」

「そう骨。ドラゴンやら巨人やらの骨がわんさかな」

　まるで魔物の墓場のようだったと、実際に見た禁軍兵士は語っている。

　ドラゴン、巨人、ガーゴイル等、一目で人間の物ではないとわかる骨が、大量に、かつ乱雑にゴロゴロ出てきたのだ。

　ちなみに、この中でドラゴンだけは魔物ではない。

　ドラゴンは、飛竜ワイバーンとは比べものにならない程の魔力を持ち、知能も高く、また人間の姿にも変身できるそうだ。人間族とは相互に領土不可侵の同盟を結んでおり、この大陸の中央にある『星竜連峰』に、独自の国家を築いている。その星竜連峰の長おさであるマザードラゴンは、ドラゴンの中でもとくに強く、美しい個体とされており、この世界の人々の信仰の対象にもなっている。つまりドラゴンは畏怖すべき神獣であり、人間や半竜人ドラゴニユートなどと同じ一種族でもあるのだ。話を戻そう。

　それらの骨を調査した学者によれば、その地層も数千年前の物だったらしい。

「そこにダンジョンがあったってこと？」

　リーシアは首を傾げたけど、俺は首を振った。

「地層って言っただろ。それは数千年前〝地表〟だったところだ」

「地表って……そんなまさか。ダンジョンから魔物が出てくることは時々あるけど、そんなに大規模な物ではないわ。それこそ魔王領でもないかぎり、地表に魔物が溢あふれるなんてことは……っ！」

　リーシアは息を吞のみ、自分の考えを打ち消すように頭かぶりを振った。

「ちょっと待って！　魔界が出現したのって十年前よ!?」

「つまりそれ以前にも、地表を魔物が徘はい徊かいしていた時代があったということだろうな。考えてみれば、この大陸の各地にはダンジョンがあって、中には魔物が生息している。数千年前にはこの大陸に存在していた魔物が、なんらかの理由でいなくなり、そのうちの一部がダンジョンなどに籠もることで生存した、というのが学者たちの考えだ」

　まるで絶滅したはずの恐竜が秘境で生きていたかのように。

　あるいは根絶したはずのウイルスが、再度大流行を見せているかのように。

　もっとも、それが正しいかどうかはいまの段階ではわからない。

「じゃあなに!?　北の国々を滅ぼした魔物や魔族は、〝やってきた〟んじゃなくて〝戻ってきた〟ってことなの!?」

「それはわからない。いまの段階でこうと決めつけるのは危険だ」

　俺たちはなにと戦おうとしているのか。なにが敵なのか。

　簡単に判断を下して良い問題じゃない。

「それにもう一つ気になってることが……」

「まだあるの!?」

「骨の問題は措いておくとして、沈澱池は造らなければならないからな。だから魔物の骨は学者に発掘記録を残させて掘り出したんだけど、その中で一番でかくて保存状態が良かったドラゴンの骨が、一頭分まるごと行方不明になってるんだ。展覧用にバラした状態でパルナム王立博物館の保管所に運び込んでいたはずなんだけど……」

「盗まれたってこと？」

「それならまだいい……いや良くはないけど。全長二十メートル近くはあろうかっていうドラゴンの全身骨格は、バラして運び出すにしても大変なはずだ。それなのにパルナムの城壁外に持ち出された形跡がないんだよ。しかし、現在も骨は行方不明のままだ。まるで一頭で勝手に動き出して、空を飛んで逃げたかのようにな」

「っ！　まさかスカルドラゴン!?」

「学者もそれを疑っていたみたいだな」

　スカルドラゴン。そういう魔物がいるらしい。

　一度暴れれば国が壊滅すると言われているドラゴンは、膨大な魔力を体内に溜め込んでいて、死後も遺骸に残っているものなのだそうだ。普通は魔力も徐々に抜けていくそうなのだけど、そのドラゴンが無念のうちに死んだ場合（というよりも死後、悪環境下に長いこと放置されていた場合）、ごく稀まれに『スカルドラゴン』になることがあるそうだ。

　このスカルドラゴンは、国が特Ａクラスと認める害悪生物だった。羽を持つ個体は、羽に膜もないのに空を飛び、生き物を死に至らしめる瘴しよう気きをまき散らす。そのドラゴンの生前の技『竜の息吹ドラゴンブレス』なども使いこなし、一度現れたら国軍総出で迎え撃たなくてはならない生きた（死んだ？）災害だ。それこそ、小国ならば『星竜連峰』に棲すまう竜ドラゴンたちに助力を求める必要さえ出てくる。

　でも、今回の場合は違うだろう。

「もしそうなら、パルナムはもう瘴気に沈んでいる。そうならないように学者たちも、魔力検査はしていたみたいだしな。あの化石には魔力は無かったはずなんだ」

「そう……良かった」

「でも、だからこそわからない。ドラゴンの骨はどこへ消えたんだ？」

　ドラゴンの骨が消えてから、すでに一月近くが経過している。それなのに全く見つからないということは、やはりなんらかの方法で城壁外に持ち出されてしまったのだろうか。

　だとしたらなにが目的なんだ？　魔力が抜けきった骨の利用価値はそれほどないらしい。魔法の触媒としての価値はすでになく、せいぜい博物館にでも展示して（もちろんその際には、星竜連峰の許可がいるけど）観光客を呼び込むくらいなのだ。

　わからない。だからこそモヤモヤする。

　俺はその場でぐでんと横になった。リーシアが白い目で見てたけど気にしない。

「服、汚れるわよ？」

「洗えばいい。いまの立場だと、ほっといても洗ってもらえるしな」

「王が薄汚れていちゃダメでしょ」

「まあ、威厳は大事なんだろうけど……面倒臭い」

「押し付けちゃった側の私が言えることじゃないけど、諦めて」

「へいへい。う～ん、やっぱ完全オフっていいなぁ～」

　大きく伸びをする。精神の一部分さえ働いてない状況ってなんて心地好よいんだろう。思えばこの世界に来てから働き通しだった。やること、やるべきこと、やらざるを得ないことが山積みで常に頭を働かせていた。こういうなにも考えないで良い時間、最高。

「あ～……このまま溶けて土に還かえりたい気分だわ～」

「………」

　そんな俺の様子を見てリーシアはなにかを考え込むそぶりを見せたあと、控えめな声で言った。

「膝枕……しようか？」
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　女の子座りで揃そろえた太ももに、ソーマの頭を乗せる。

　膝枕の仕方にはする側から見て、縦向きと横向きがあるみたいだけど、これは縦向きだ。覗のぞき込めばソーマの瞳に、自分の顔が逆さまに映っている。腿ももと腿との間にソーマの後頭部があって、なんだかこそばゆい。

「な、なんか……妙に恥ずかしいんだけど」

　ソーマの顔は真っ赤だった。……私も似たような感じだろう。

「これって〝するほう〟と〝されるほう〟、どっちが恥ずかしいのかな？」

「さあ……案外〝見てるほう〟なんじゃないか？」

「あはは。そうかもね」

　アイーシャが寝ていなかったら、どんな顔をしただろう。

　婚約者らしいところを見せつけられて、顔を真っ赤にしていただろうか。それとも「姫様にそのようなことはさせられません！　枕にならば私がなります！」とか、斜め上に突き抜けたことを言い出すのだろうか。あの子のソーマに向ける好意には、ときどき、忠誠以上のものを感じるし……なんとなく後者のような気がしてしまう。

「……これなら婚約者に見えるかな？」

「まあ、名ばかりのものだけどな」

「名ばかり……」

　ソーマはことあるごとに、「私と結んだ婚約は仮のもので、王位はしばらく預かっているだけ」と、ごく身近な人たちには言っている。多分、ソーマはこの国がある程度安定したら、王位は私に譲り渡すつもりなのだろう。私に対して、自分の行う改革を懇切丁寧に説明してくれるのも、その引き継ぎのためのような気がする。そんなソーマの思惑を察せるくらいには、私もソーマという人間がわかってきたと思う。

　ソーマは過剰な富も名誉も求めていない。ただ平穏に暮らしたいだけだ。そんなソーマにとっては『高貴なるノブレス・オ者の責任ブリージユ』に縛られる『国王』は、天職の真逆といっていい。父上が決めたこととはいえ、そんな面倒を押し付けてしまったことを申し訳なく思う。

　……だけどいま、この国はソーマを中心に変わろうとしている。

　旧態依然とした『カビの生えた古くさい王国』だと、周辺諸国から思われていたこの国が変わっていく。深刻になりつつあった食料問題に対処できたのは、ソーマの手腕によるものだ。あのハクヤや、ポンチョさんたちだって、ソーマだから仕官したのだ。仮に私が王位を譲り受けたとして、彼らを繫つなぎ止めておくことができるだろうか？

　それに、なにより私自身が、ソーマに国王でいて欲しいと思っている。だから、

「ソーマは……私が婚約者じゃイヤなの？」

　そんな言葉が自然と口から漏れた。

　ソーマは目を見開いたあと、真っ赤になった顔を背けた。

「……その言いかたはズルいだろ」

「そ、そう？」

「じゃあリーシアはいいのか？　俺が婚約者でも」

「かまわないわ」

　妙にハッキリと言い切れたことに、自分でもちょっと驚いていた。

　ただ、言ったあとで少しだけ恥ずかしくなった。

「ほら、私よりソーマの方が国王に向いてると思うし」

「国王に向いてるからって……好きでもない相手と婚約するのか？」

「王族ってそんなものよ？」

「俺は王族じゃないし。それに……やっぱ恋愛結婚のがいい」

「じゃあソーマは私が嫌い？　これからも恋しないって言い切れる？」

「んぐ……だから、その言い方はズルいって。男なんて、女の子からちょっと気のある素振りを見せられただけで、惚ほれちゃうような生き物なんだ。リーシアみたいな美少女にそんなことを言われたら……意識しないわけがないだろ」

　いいわけじみたことを言うソーマ。普段の公務では驚くほど現実的で冷静なのに、こんなことでオロオロとしてしまう彼の様子がおかしかった。

「ふふ。ソーマって国は動かせても、こっち方面はからっきしなのね」

「……経験値が足りてないんだよ。いろいろと」

「私も学業と軍務ばっかりでそれほどないけど？」

「男と女を一緒にするなよ。恋愛に対する基本スペックが全然違うんだから」

「あのー……」

　そんなことを話していたら、怖おず怖ずとした声がかけられた。

　振り返ると、いつの間にか起きていたアイーシャが、苦笑いを三倍に煮詰めたような顔をして、こっちを見ていた。

「私はいつまで寝たふりをしていればいいのでしょうか」

「「　………　」」

　二人して跳ね上がった。
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　公園をあとにし、俺たちは城下散策を再開した。

　時刻はちょうどお昼を回ったぐらいで、お腹なかもすいてきたことだし、三人でジュナさんが働いているという歌声喫茶に行ってみることにした。両側に商店が並ぶ石畳の小道を歩いていると、リーシアが「そう言えばさっきの話なんだけど……」と聞いてきた。

「たしか『法も整備した』って言ってたわよね。なにをしたの？」

「ああ。やったのは『小道の歩行者天国化』と『ゴミ処理の公営化』だな」

「……ごめん。サッパリわからない」

　まあそうだろうね。どちらも衛生問題に直結するんだけど。

「まず『小道の歩行者天国化』だけど、これは単純に、大通り以外の道路への馬の乗り入れを禁止したんだ。特例は商品搬送用の荷馬車だけど、それも朝の数時間のみと限定させてもらっている。さっきから道の真ん中を通っていても、馬に轢ひかれないだろ？」

「そう言えば……」

　リーシアが周囲をキョロキョロと見回すけど、馬の姿は見つからなかった。

「これは単純に馬の交通事故を減らしたり、安心して買い物ができる環境を整えて、経済を活性化させるという意味もあるんだけど……主眼においているのは馬ば糞ふん処理だ」

「馬糞？」

「基本的に移動中の馬糞は垂れ流しだろ？　放置された馬糞が乾燥し、風に乗って舞い上がれば吸い込んだ人間の肺に害を及ぼす。そして普段衛生的でない場所ほど、馬糞は放置されやすい。馬の通行を大通りに限定すれば回収もしやすいからな。これで肺炎なんかにかかる人間も、いまよりはぐっと減るだろうな」

「え！　たったそれだけのことで!?」

「……ああ。〝それだけ〟で救われた命もあっただろうな」

「あう……」

　ちょっと突き放した言い方になってしまったけど、人の生死に関わる問題を、それだけ、で済ませるわけにはいかない。

「まあ、無理もない部分ではある。この国にはまだ衛生学という概念自体ができあがっていない。医療従事者の中ですら理解しているのはたったの二人だけだった」

　前にこの国は魔法があるせいで、技術体系がバラバラだという話をしたと思うけど、それは医学方面でも同じだった。さすが異世界というべきか、この世界には『回復魔法』なるものがある。これは体内の魔力を特殊な波動に変換し、肉体の自然治癒力を高めるというモノだそうだ。効能があるのは擦り傷・切り傷・打ち身などの外傷。凄すごい人になると切断されたばかりの腕なら、元通りにくっつけることができるという。

　これだけ見れば神の御み業わざと思ってしまうだろう。

　反面、自然治癒力では治らないウイルス性の感冒や、感染症の治療はできない。

　症状緩和のために、薬草を煎じる薬くす師しがいるだけだ。また自然治癒力の衰えた老人などへは、外傷であっても効果は挙げられないらしい。仕組みさえわかってしまえば、なにを簡単なことを、と思うかもしれないけど、この国のほとんどの人はまだウイルスはおろか、微生物の存在さえ知らないのだ。無い知識に無理矢理答えを出そうとするから、つい自分たちの常識の範囲内で答えを出してしまう。

〈回復魔法が効かない〉＝〈神の御業でも治せない〉＝〈悪魔の呪いだ〉

　そんな図式が頭の中でできあがってしまい、病気の治療には怪しげな呪術グッズが取引されることになる。「この壺つぼを買えば病気にならない」なんて商売が普通に成り立ってしまっているのだから笑えない。そんなもん買うなら、ネギでも首に巻いて寝とけ。

　だけど希望の芽はある。さっき言った二人の医療従事者だ。

　あの二人を中心に医療技術の刷新を行っていけば……。

「ちょっとソーマ、一人でなにぶつぶつ言ってるのよ」

　リーシアに声を掛けられて我に返った。

「悪い。ちょっと考え込んでた」

「もう……それでもう一つの『ゴミ処理の公営化』って言うのは？」

「そのまんまの意味だよ。リーシアはこの国の一般的なゴミ処理法は知ってるか？」

「『燃えるゴミ』と『燃えないゴミ』に分けて燃えるゴミは燃やし、燃えないゴミは埋める、でしょ？」

「へー、意外とすんなり答えたな」

「王族だから世間知らずだとでも思った？　バカにしないで。士官学校に通っていたときは寮生活だってしてたんだから」

　なるほど。思っていたほど世間知らずというわけでもないんだな……。

「でも不正解だ」

「え？」

「俺は〝一般的な〟って言っただろう。リーシアの答えは、それでも上流階級の発想だよ。一般常識とはかけ離れている」

「じゃ、じゃあ一般常識ではどうだって言うのよ！」

「アイーシャ、神護の森ではゴミはどう処理している？」

「え、ゴミですか？」

　急に話を振られてアイーシャは目を丸くしていたけど、すぐに考え込んだ。

「そうですな……燃やします」

「それだけか？」

「それだけです」

「そんなわけないでしょ！　燃えないモノはどうするのよ！」

　リーシアが食って掛かったけど、アイーシャはキョトンとしていた。

「いえ、そもそも燃えないモノがゴミとして出ますか？」

「出るでしょ！　壊れた道具とかどうするのよ」

「直して使います」

「………え？」

「生ゴミは肥料として埋めます。修復できないほど割れた陶器類は、細かく砕いてから地面にばら撒まきます。金属類の道具は壊れても直して使用します。それでも直らない物は古金屋（鉄などの廃品回収をする商人）に売ります。ゴミとして出るのは木片や壊れた革かわ鎧よろいなどですが……それらは焚たき火と一緒に燃やしてしまいます」

「………？」

　今度はリーシアが目を丸くする番だった。そんなやりとりに思わず笑ってしまった。

「はは、いまのはアイーシャのが正しいな」

「ソーマぁ……」

「そうしょげるな。見栄えを気にしなければならない上流階級や、装備が生死に直結する軍隊なんかだと、道具は常に新品同然であるべきなんだろう。でも、一般家庭はそうじゃない。さすがにアイーシャの話は極端だけど、王都の民も似たようなものだよ。違うのは生ゴミも燃やしてしまうことかな。あと、木製家具なんかの粗大ゴミは、年末に広場に積み上げて燃やす風習があるんだろ？　だからゴミは燃える物しかないというのは一緒だ」

　この世界にはまだ、プラスチックや発泡スチロールのような、特別な処置を施さなければ再利用できない物はない。だいたいの道具は鉄か石・土（ガラスや陶器も含む）か木でできている。鉄は溶かせば再利用できるし、石などは放っておいても時間を経れば自然と同化する。例外なのは魔導士たちによって作り出される人工の物質（魔法物質）なのだけど、これは存在その物が貴重であり、ゴミとして廃棄されることはまずない。

　そして金属類だけど、これは値段もそれなりに張るため、一般庶民は徹底的に修理して使うことになる。鉄などは打ち直しも楽だからな。それでもどうにもならなくなり、これなら買い換えたほうが安くつくと思ったときは、古金屋に僅かな小銭で買い取らせる。古金屋はこれらの金属を集めて溶かし、また同じ金属製品として鋳造するのだ。だけどこれは個人でやっていることだから、良い設備も手間ひま掛ける時間もなく、結果として質の悪い金属しか造れない。溶かして固めるだけなのだから、その過程で不純物がいくらでも混ざってしまうからだ。結果として、国には質の悪い金属が出回ることになる。

　この国は資源に乏しい。質の悪い金属が出回れば、結局は他国から質の良い金属を輸入しなくてはならなくなる。この出費はなるべく抑えたい。しかし個人でやっている古金屋に、不純物なしの質の良い金属として再利用しろと言ったって、無理な話だ。

「そこでだ。ゴミ処理を公営化……つまり国が行うことにしたんだ。個人では難しくても国なら金も専用の施設も用意できるし、手間ひまもかけられるからな。捨てられた木材に残る釘くぎの一本一本まで引き抜いて、鉄として再利用できる形にする」

「それは凄いけど……古金屋の仕事を奪うことにならない？」

「それは大丈夫。その仕事には古金屋を、公務員としてそのまま雇い入れているから」

　もともと彼らは低賃金労働者だ。僅かなお金を払って壊れた金属を仕入れ、溶かして固めて職人ギルドに卸す。しかし質の悪い金属しか作れないから買いたたかれて、手元にはほとんど残らないそうだ。実際、この世界の古金屋という職業はヒエラルキーの最下層にあるらしい。扱う物がゴミということもあり、冷ややかな目で見られている。

「だけど国の事業となれば買い取り金は国持ち。国が用意した良い設備で、質の良い金属として再鋳造されるし、職人ギルドとの交渉も国が行うから買いたたかれる心配もない。そして彼らには毎月この国の平均月収の給金が払われる。たぶん、以前の儲もうけと比べたら十倍以上にはなってるんじゃないかな？」

「それは……文句も出ないわね」

　実際、古金屋からの苦情は一切きていない。むしろゴミ処理問題担当となった大臣を再処理施設の視察に派遣したときには、従業員一同に涙ながらに感謝されたとか。

「でもそれって、下手したら他国から輸入するよりも高く付かない？」

　リーシアのそんな指摘に、俺は「まあね」と頷うなずいた。

「いまの段階ではややマイナスってところかな。でも、国内に対して払うのと、国外に対して払うのとでは意味合いが全然違う。国外に対して払えばそれは資本の流出だけど、国内に対して払えばそれは自国の経済を回すことになる」

「ま、また経済なのね……」

　軍人としての素養が強いリーシアは、どうもこの手の分野が苦手なようだ。軍には軍の官僚組織があるらしいし、士官は兵へい站たん線せんの維持にさえ気をつけていればいいのだろう。

「じゃあ軍事。外交的な話もしよう。自国内で資源を節約できれば、他国に輸入資源を外交カードとして使われずに済む。例えば、いまも我が国を虎こ視し眈たん々たんと狙っているアミドニア公国が、我が国への鉄輸出を停止する、なんて言い出したらどうする？」

「……困るわね。再開させるためにどんな条件を突き付けてくることやら」

「そうだな。そういう事態を防ぐ狙いもある」

　どこの国とは言わないけれど、俺のいた世界にも、自国で産出される希少資源を外交の道具にし、他国に圧力をかける国があった。まあ、それで本気になった島国が、新たな資源国からの輸入ルートを確保したり、代替技術を開発したことで、結果的に仕掛けた側の国の希少資源の価値が大暴落することになったわけだけど。

「使用する資源を節約できれば他国に輸出を止められても被害を抑えられるし、平時なら余った分は貯蔵に回して、いざというときに備えることができる」

「なるほど。だから赤字であっても公営化する意味があるのね」

　リーシアは軍事・外交面での理解は早い。多分、学習能力の高低が好き嫌いによって如実に出るタイプなのだろう。

　ちなみにこんな話をしている間、アイーシャは「そんなことよりご飯が食べたい」と、長いこと「おあずけ」をくらった犬のような泣きそうな顔をしていた。







　日の当たる小道の角に、歌声喫茶『ローレライ』はあった。

　ジュナさんの働いているお店だ。歌声喫茶と聞くと「カラオケが置かれていて、お客が自由に歌えるようになっている喫茶店」を想像するのだけど、この国の歌声喫茶は、歌姫ローレライたちの歌を聞きながら午後のティータイムを楽しむ場所だった。夜にはそのままジャズバーになるらしい。日本にもこういう店ってあったのだろうか？

「顔を出すんでしょ？　早く入りましょうよ」

「お腹なかが空すきました……」

　リーシアとアイーシャに促されて、俺たちは『ローレライ』の扉をくぐった。

　店に入った瞬間、ジュナさんの歌声が聞こえてきた。

　その歌声を聞いて、俺は膝から崩れかけた。そう言えばこの曲を教えていたっけ。

　さすがジュナさん。俺でさえ怪しい英語の歌詞を完璧に歌いこなしている。

「ほう。素晴らしい歌声ですな。さすがジュナ殿」

「言葉の意味はわからないけど、良い曲ね」

　アイーシャもリーシアも感心しきりだった。うん、そりゃあ良い曲だろうさ。

　ジュナさんに俺のいた世界の歌を教えるという約束をしたのだけれど、よく考えたら俺が知っている歌って、じいちゃんたちの影響で憶おぼえた古めの歌や、趣味のアニソン・特撮ソンばかりだった。かといって真っ先に教える歌が、アニソンというのもどうかと思ったので、俺はアニソンのようでアニソンでない、この歌を教えることにした。

　ニール・セダカの『Better Days Are Coming』。

　ロボットアニメ『機動戦士Ｚガンダム』の前期オープニング、鮎あゆ川かわ麻ま弥みさんの『Ｚ・刻をこえて』のカバー元と言ったほうがわかりやすいだろうか。個人的な意見だけど、ジュナさんの歌声って一般曲なら薬師丸ひろ子さん、アニソンなら森口博子さんの歌が似合うと思う。この歌声で『探偵物語』や『水の星へ愛をこめて』を聴いてみたい。

　落ち着いた、昭和モダンっぽい雰囲気の店内。その一角のテーブル席に腰を落ち着け、しばらくジュナさんの歌声に聴き入っていた。

　数分後、歌い終えたジュナさんがこっちに来てくれた。

「これはへい……」

「こんにちはジュナさん。憶えておられるかどうかわかりませんが、私はエチゴ王国のチリメン問屋の跡継ぎのカズヤです！」

　俺はジュナさんの機先を制するように、早口でそう捲まくし立てた。

　それだけで、できる女性のジュナさんは事情を察してくれたようで、

「そうそう、カズヤさんですね。お久しぶりです。お父上はお元気ですか？」

「ええ。元気すぎてこの前も母に浮気がバレて大変でしたよ」

「そうですか。カズヤさんも女性の扱いには気をつけてくださいね」

　と、話を合わせてくれた。さすがにこんな人目のある場所で、「陛下」と頭を下げられても困るからな。これでもお忍びなんだ。でも、俺のでたらめに即座に合わせられるこのアドリブ能力。ぜひとも王城に欲しい人材だった。

「ここの給料の五倍出すから、俺の専属秘書になりませんか？」

「お申し出はありがたいのですが、私の歌をお客様に楽しんでいただけるこの仕事を、天職だと思っていますので、申し訳ございません」

　やんわりと断られた。うん。拒絶の仕方にも品があるね。

「それは残念です。でも野の花は部屋に飾るより、野で自由に咲くから美しいともいいますからね」

「あら、飾られるのではなく愛めでられるためになら、花は瓶の中でも輝くものですよ」

「なるほど。ならば愛でるに足る素養を磨かねばなりませんね」

「ええ。花が手折られてもいいと思えるほどに」

「ははははは」

「うふふふふ」

　笑い合う俺とジュナさん。そんな俺たちを見てリーシアは若干引いていた。

「なんか二人の会話って、腹の探り合いをしているみたい」

　……だそうだ。それは違うぞリーシア。これは多分、

『なにかと背伸びをしたがる弟を、やんわりと窘たしなめるお姉さんの図』

　……だろう。歳としはほとんど変わらないはずなんだけどなぁ。







「ズゾゾゾゾゾ……やはりゼルリンうどんはおいしいですね」

　俺たちはそのまま喫茶『ローレライ』で昼食をとることにした。

　出されたゼルリンうどん一杯を、椀わん子こそば一杯程度の時間で食べきりながら、アイーシャは「おかわりをください！」と、ドンブリをウエイターさんに差し出していた。喫茶店ってそういう食べ方をする場所じゃないだろ……。

「それにしても、喫茶店でゼルリンうどんですか……」

「お口にあいませんでしたか？」

　ジュナさんが心配そうな顔をしていたので、俺は「あ、いえ」と首を振った。

「こんな良い雰囲気のお店で、うどんをすするのもどうかと思ったので」

「あの放送以来、食べてみたいという人が多いものでして。それにまだ食料難の影響を抜けきれていませんので、こういった安価な食材はありがたいんです」

「手は打ってるんですが……力不足ですいません」

「いえ、へい……カズヤさんは良くやってくださっていると思いますよ」

　ジュナさんに優しく微笑ほほえまれて、なんだか心がほっこりしてしまった。

　ゲシッ、ゲシッ

　うん、だからリーシア、机の下で俺のスネを蹴るのをやめて。

「なんかソーマって、ジュナさんにだけ態度が違うんじゃない？」

「あー、ズルズル……それは私も……ズルズル……感じますなあ」

「……仕方ないだろ。綺き麗れいなお姉さんと話してると緊張するんだよ。それとアイーシャは食べるかしゃべるかどっちかにしろ」

「ズルズル」

　食べるんかい、っていうツッコミはお約束過ぎるのでスルーした。

「……私のことだって綺麗どころだって言ったくせに」

「いや、リーシアとジュナさんの綺麗さって方向性が違うと思うぞ？」

「な、なんで聞こえてるのよ！」

　いや聞こえて欲しくないんだったら、もっとボリューム絞ってくれ。

　……さっきの膝枕で妙に意識しちゃってる部分もあるしな。

「き、聞き流してくれたっていいじゃない」

「流せるか。健康男子なんだから、あまり意識させるようなこと言うなよ」

「あらあらお顔が真っ赤ですよ。お二人とも初々しいですね」

　ジュナさんは言い合う俺たちを見ながら、にこやかに微笑んだ。

　その隣でアイーシャはすねたようにうどんを啜すすっていた。

「ズルズル……なぜ姫様の好意には気付くのに……ズルズル……私はスルーされるのでしょう……ズルズル。あ、おかわりください」

「差し出がましいようですが……そんなだから本気にされないのでは？」

「ジュナ殿!?　私のどこがいけないというのですか!?」

「その食い意地です。最初に王城でお目見えしたときには、王に直じか談だん判ぱんをする女傑として凜り々りしく見えましたが、最近のアイーシャさんは食べてばかりのがっかりさんです」

「な、なんとおおおお!?」

　アイーシャが「噓うそだと言ってよ陛下、姫様」って感じにこっちを見てきた。

　俺とリーシアは笑みを浮かべながら、揃そろって両手で「×」を作った。

　だってジュナさんの意見に百パーセント同意だもの。

「明らかにポンチョのお株を奪っているよなぁ」

「あの凜々しいアイーシャさんはどこへ行ってしまったのかしらね」

「うぇ～ん！　森にはこんな多彩な料理がなかったのがいけないんですぅ！」

「だいたい、婚約者がいる俺を誘惑してどうするんだよ……」

「「「　え？　」」」

　三人娘がキョトンとしていた。なにか変なこと言ったか？

「あの……ソーマ？　この国は裕福なら一夫多妻も認められているわよ？」

「逆に実力のある女性なら多夫一妻も可能ですね。珍しいですが」

「一夫一妻に限ってしまうと、なにかあったときにお家が断絶してしまいますからなぁ」

　リーシア、ジュナさん、アイーシャに真顔で言われた。

　マジか……あーいや、マジなんだろう。この世界はまだ中世暗黒時代を抜け切れていない程度の社会なのだ。出生率も安定していないし、衛生・医療面も未発達、その上乱世ともなれば平均寿命まで生きられるほうが稀まれだろう。しかも『家』という概念を大切にする中世社会においては、養える財力があるなら跡継ぎとなる子供は多いほうがいい。だからこその一夫多妻制なのだろう。それは俺にも理解できる。

「でも、リーシアの母さん以外の王妃様には会ってないんだけど……」

　一夫多妻制というなら王であったリーシアの親おや父じさんにも、もっと妻がいていいはずなんじゃないだろうか。俺も早く跡継ぎ作れってハクヤにはせっつかれてるし。

「ああ、本来、王権を持っているのは母上なのよ。先々代国王の娘ね」

「あの王様、入り婿だったのか！」

「ええ。結婚してからは国政は父上に委ねていたけどね。だから父上は、母上を蔑ないがしろにして他の妃なんて持てなかったわけ。……隠し子がいないとも言い切れないけど」

「あれ？　じゃあ俺、王様から王位を譲られて良かったのか？」

「問題ないわ。父上が目立っていたけど、母上の承諾無くして禅譲はできないもの」

　つまりあの禅譲は王の独断ではなく、女王である王妃様も了承したってことか。

「それに王位継承権を持つのは私しかいなかったし、どのみち婿を取る形にはなってただろうから大差なかったと思うわ。王権が私か、伴侶に行くかの違いだけで」

「……じゃあリーシアが王でも良かったんじゃ？」

「ソーマの改革一つ一つに私の裁可がいるわよ？　めんどくさくない？」

「それは……確かに」

　リーシアは決して頑迷ではないけど、一々裁可を求めていたら、改革はもっと遅々としていただろう。また最高意思決定者と改革推進者が別々だと、その隙を突いて余計な波風を立てる改革反対派が現れないともかぎらない。

「リーシアの親父さんが、一気に全てを譲渡したのは英断だったんだな……」

「そうね……いまなら素直に凄すごいと思えるわ」

　まあ、そのしわ寄せが俺たちに来たわけだけど。二人して溜ため息いきを吐ついた。

「だからソーマが望むなら一夫多妻は……可能よ」

「リーシアはそれでいいのか？」

「おもしろくはないけど、それでソーマが王位についてくれるなら」

「ものわかりよすぎだろ……」

「私含めて八人までなら許すわ」

「多いな！　そんなにいたって責任持てないぞ！」

　ハーレム建設可能と聞いて、ぐっとこないわけではないけど……なんだろう、苦労する未来しか想像できない。女性に対して強く出られるタイプじゃないし、その数が増えれば増えるほど、どんどん肩身が狭くなっていくのが目に見えている。

「ちなみにその数の基準はなに？」

「一週間に一日は独占できるし」

　この世界の一週間は八日ある。ちなみに一ヶ月は毎月四週であり、毎月三十二日まである。それが十二ヶ月あって一年となるので、この世界の一年は三百八十四日ある。

　って、そんな理由!?

　すると、ジュナさんとアイーシャがなにやらコソコソと話していた。

「八人いると、一週間に一度だけなのでしょうか」

「そんなこともないと思いますよ？　自分の日と相手の日に、お互いを招待し合えば……」

「なるほど。一週間に一回だけとは限らないのですな！　さすがジュナ殿」

「……でも、独り占めしたくもないですか？」

「うう、迷いますなぁ」

　いやいや、アイーシャもジュナさんも、なんでこんな話題に乗ってきてるの!?

　同時とか……興味がない訳じゃないけど、そのためには王位を継がなくてはならない。即位による労苦を毛嫌いする現実的な性格と、男としての理想を追い求めたい欲求で、心の針はブレにブレまくっていた。

　なんだかもの凄くいたたまれなくなってきたそのとき、

「ダメなのです！　絶対にダメなのですよハル！」

「なんでわかってくんねぇんだよ！」

　遠くの席から、軍の士官服を着た若い男女が、言い争っている声が聞こえてきた。

　男のほうは赤い髪が特徴的な、背の高い人間族だった。身長は百九十はありそうだ。肩幅が広く、士官服越しにもがっしりとした体型をしているのがわかる。

　対して女の子のほうは、ショートボブの金髪の上に、三角形の耳が二つ乗った、少し小柄な女の子だった。妖よう狼ろう族だろうか？

「あの子は妖よう狐こ族ね」

　リーシアにそう言われたけど、違いが分からなかった。

「しっぽを見ればわかるわ。キツネのしっぽでしょ」

「同じイヌ科なんだから妖犬族にまとめちゃダメなのか？」

「そんなこと言ったら妖狼族も妖狐族も怒るわよ。妖犬はコボルトのことだし、人間でいったらサルと一緒にされる感じだもの」

「……あとでそういった種族間のタブーについて教えてくれ」

　さすが異世界。どこに地雷が埋まっているかわからないな。

　そんなことを考えていると、妖狐族の少女が悲痛な声を上げた。

「お願いなのですハル。いまカーマイン公領に行っちゃダメです！　陸軍大将ゲオルグ・カーマイン公は新王様に反目してますです。内乱になるかもしれないのですよ！」

「だからこそ行くんだろ。戦いになるってんなら立身出世のチャンスじゃねぇか」

　ハルと呼ばれた十八ぐらいの青年は不敵にそう笑った。

　対して妖狐族の少女の顔は曇っていた。

「ハルは戦を簡単に考えすぎなのです。ハルのお父上はそんなハルが心配で、貴方あなたを呼び戻したのですよ！」

「親父は関係ねぇだろ！　長年カーマイン公に仕えていながら、雲行きが怪しくなったら王都に隠いん遁とんしている臆病者だ！　言うこと聞く必要なんてねぇ！」

「ハルのお父上はわかっているのです。大義無き反抗をしようとしているのはカーマイン公だということがです」

　言い合いを続ける二人。そんな二人を見てリーシアはポンと手を打った。

「誰かと思ったら、男の方はハルバート・マグナ士官ね」

「知っているヤツなのか？」

「陸軍閥の名門マグナ家の嫡男ね。士官学校時代から、こと戦闘能力においては飛び抜けていたわ。卒業後は陸軍に配属されていたはずだけど……家に戻っていたのね」

「意外と名の通ったヤツなのか。じゃあ女の子の方は？」

「さあ……陸軍では見たこと無い顔だけど……」

「あの子はカエデ・フォキシアさんです」

　リーシアの代わりにジュナさんが答えてくれた。え、なんで知ってるの？

「彼女はこの店の常連さんですから。たしか禁軍所属の魔導士だって言っていました」

「禁軍ってことは土系の魔導士かな？」

　この世界の魔法は火・水・土・風・光・闇の六属性に分けられる。

　火、水、土、風はそれぞれそれらを操っての攻撃魔法であり、光は基本的に治癒系の魔法だ。闇だけは特殊で厳密には闇を操る魔法というわけではなく、前述の五属性に当てはまらない特殊魔法を総称して『闇系』と呼んでいる。

　俺の【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】も魔法系統的にいえば闇になる。

　この世界の人間は必ずこれら六つの属性のいずれかの適性を持っていて、大なり小なり魔法の使用はできるそうだ。リーシアやアイーシャの訓練の様子を見ればわかるとおり、武器や斬撃に自分の適性のある魔法を付与することもできる。そんな中で、人よりも強い現象を起こせる者を魔導士と呼ぶ。魔導士は炎を操ったり、竜巻を起こしたり、地面に大穴を空けたり、艦船を水没させたりと凄すさまじい力を持っている。

　そんな魔導士が軍に所属する場合、その系統によって派遣される軍が変わる。

　火属性なら陸軍、風属性なら空軍、水属性なら海軍、土と闇（滅めつ多たにいないらしいけど）属性は禁軍に所属することになり、衛生兵と同じ役割の光属性は均等に配備される。

　正直、こういう柔軟性に欠ける配備の仕方には反対なのだけど、陸・海・空軍は三公の支配下にあるため手出しができない。いつか構造改革したいものだ。

　そんなことを考えているあいだも、カエデとハルバートの言い合いは続いていた。

「カーマイン公があんな若輩の王に負けるわけがないだろ！」

「最近のカーマイン公はおかしいのです！　内輪で争っても周辺国を利するだけです！

　アミドニアは先々代エルフリーデン王に奪われた領土の奪還を狙っています。凍土が大半のトルギス共和国は、豊かな土地と凍らぬ港を求めています。内乱ともなれば必ず介入してくるはずです。それがわからないカーマイン公ではないはずなのですが……」

　へー。カエデのほうは周辺各国の状況を良く理解しているようだ。

　この世界の地図で、王国の西にある『アミドニア公国』は、先々代エルフリーデン国王の拡大政策のせいで、王国に国土の凡およそ半分を奪われる形になった。それから五十年近く経たっているのだけど、未いまだに虎こ視し眈たん々たんと失地回復の機会をうかがっている。この国にとってはハッキリとした敵国だ。

　アミドニアの南、この大陸の南端に位置する『トルギス共和国』はカエデの言うとおり、国土の大半が凍土で覆われた極寒の国だ。この世界は地図で見て、南へ行けば行くほど気温が下がる。この大陸が（日本人の感覚で言えば）南半球にあるのか、北と南の認識が逆なのか、はたまた魔法などの不思議現象の影響なのかは分からないけど、エルフリーデンも南へ行けば行くほど寒くなり、北へ行けば行くほど暑くなっていくようだ。

　そんなお国柄だから、『北上政策』はトルギス共和国の国是だった。

　ただ、国境を接する国の内、グラン・ケイオス帝国は強大であり、ことを構えるわけにはいかず、傭よう兵へい国家ゼムは同盟国であり同じく侵攻は不可能。そのため北上先はアミドニアか、エルフリーデンに絞られることになる。

　どちらもこの国に、隙あらば付け入ろうとする虎狼の国だった。

「周辺国が狙っているのに、カーマイン公はなにを考えているのですか」

「……カーマイン公のことだ。きっとなにか考えがあるはずだ」

「ハルは自分自身で考えないのですか！」

「実際、王を見限った多くの貴族たちが、手勢を率いてカーマイン公の下へはせ参じているんだろう？　彼らを繫つなぎ止めておけないことが、王の無能の証あかしじゃないか！」

「新王陛下が有能か無能かはわかりません。ですが、これまで失政は犯していないです！　それにカーマイン公の下に集う貴族のほとんどは、新王陛下の財政改革で利権を奪われたり、不正を追及されたりして、資産を没収されたことを不満に思っている者たちなのですよ!?　彼らを復権させたとして、本当にこの国が良くなると思うのですか！」

　カエデにそう詰め寄られ、ハルバートは視線を彷徨さまよわせた。

「……カーマイン公ならちゃんと考えているはずだ」

「またカーマイン公って、ハルの意見はないのですか！」

「う、うるさいな！　じゃあカエデには将来が見えているのかよ！」

「わかるのですよ！」

　開き直るように言うハルバートに、カエデはハッキリと言い切った。

「私にはわかるのです！　あの人は怖い人です。新王陛下はきっと……」

「はいストップ」

　俺はカエデの言葉を遮るように二人の間に割って入った。

　突然の乱入者に二人は目を丸くしていた。俺は「な、なんだテメェは！」と驚くハルバートのほうは無視し、ポカンとしているカエデに笑いかけた。

「あんまりベラベラしゃべってると権力使って拘束するぞ？」

「っ、あなたは！」

　カエデのほうはすぐに俺の正体に気付いたようだ。

「うん、だから静かにね。ったく、どこまで理解してるのかは知らないけど、こんな場所であんまり確信めいたこと言われると、国の損失になりかねないんだからな」

「す、すみませんです。でも、どうしてあなたがここに……！　まさか反抗的なハルを捕らえるために!?　違うのです！　ハルはおつむが弱いだけで反抗など……」

　カエデはなにやら見当違いの方向に勘違いして、言い訳を始めた。先ほどまでの分析力はどこへやら、ハルバートの為ために必死に弁護している。

「いやいや一兵士がどう考えてるかなんて興味ないから」

「そ、それではどうしてここに？」

「急に休みをもらったからな。ジュナさんの店に顔を出しただけだ」

「そ、そうなのですか……」

　あからさまにホッとした様子のカエデ。

　対してハルバートはさっきからこっちを睨にらんでいた。

「てめぇ、急に割り込んできて、なにカエデを脅かしてやがんだ」

「あ、あのハル？　私は脅されたわけじゃなくてですね……」

「うっせぇ！　カエデは黙ってやがれ！」

「ひゃう！」

　机をバンと叩たたいて立ち上がるハルバートの剣けん幕まくに、カエデは怯おびえていた。

「……お前が脅かしてどうするよ」

「うるせえっつってんだろ！」

　その手が俺の胸ぐらを摑つかもうと伸ばされて、

「うっ」

　途中で止まった。いまの一瞬で、ハルバートはうちの女性陣三人に囲まれていた。

　美人三人に囲まれるという素敵シチュエーションのはずなのに……ちっとも羨ましくない。なにせ、リーシアは腰に差していたレイピアを抜き放ち、その切っ先をハルバートの首元に突き付け、アイーシャは（大剣は邪魔なので置いてきた）アイアンクローで彼の顔面を鷲わし摑づかみにし、彼の背後に立ったジュナさんが、笑顔のままその背中に果物ナイフを突き付けていた。うわぁ……うちの女性陣の戦闘力高すぎ……。

「って、ジュナさんもですか」

「当店では一切の暴力行為が禁止されておりますので（ニッコリ）」

「アッハイ……」

　さすがにこの状態では、威勢の良かったハルバートも冷や汗を搔かいていた。身動き一つできないようで、アイーシャの指の間から悔しそうにこっちを睨んでいた。

「てめぇ……汚ねぇぞ！　男のくせに女の陰に隠れやがって」

「そんなこと言っても、守られるのが仕事みたいなもんだからな。むしろ俺が護衛も無しに前線に出る方が問題だと思うぞ」

　俺がそう言うと、女性陣はウンウンと頷うなずいていた。

「それがわかってるなら厄介事に首を突っ込まないで欲しいものね」

　リーシアにたしなめられた。アッハイ、すみません自重します。

　ハルバートの苛いら立だった視線が突き刺さる。

「……てめぇ、いったい何者だ？」

「ふむ……ならばあの時代劇の名めい台詞ぜりふで答えよう。『ハルバート、余の顔を見忘れたか』」

「はぁ？」

「なんで急に偉そうなのよ」

　リーシアにチョップを入れられた。いや、一度は言ってみたくて。

　すると今度はアイーシャが俺に代わって声を張り上げた。

「控えおろう！　この御お方かたをどなたと心得る！」

　ああ、それも言ってみたかった名台詞、ってアイーシャが言うのかよ！

「恐れ多くも第十四代エルフリーデン国王（暫定）のソーマ陛下にあらせられるぞ！」

　あのＢＧＭが聞こえた気がしたけど気のせいだろう。

　とりあえず俺はこのがっかりダークエルフの頭を軽く叩いた。

「声がでかいわ。お忍びだって言ってるだろ」

「あっ……す、すみません陛下！」

「陛下って……まさかアンタが王様なのか!?」

　いまさら驚いた様子のハルバート。この場でわかっていなかったのは彼一人なので、なんとも間の抜けた感じがする。とりあえずレイピア＋アイアンクロー＋ナイフに囲まれていたら落ち着いて話もできないから、みんなを下がらせた。

　ホッとした様子のハルバートを見据えながら、俺は尋ねた。

「それでハルバート・マグナ。俺を討つんだって？」

「そ、それは……」

　目をそらすハルバート。おいおいその程度の覚悟なのか？

「それはマグナ家の総意と考えて良いのか？」

「なっ!?　親おや父じは関係ないだろ！」

「関係ないわけあるか。俺は従っているだけの兵士たちはともかく、貴族階級の反逆者は法の下に裁くぞ。明確な叛はん意いを持ってるわけだからな。その際、適用されるのは『国家反逆罪』なんだが……重罪だぞ。少なくとも三親等の親族まで連座する」

「なっ……」

　ハルバートは言葉を失っていた。事実を突き付けただけなんだがなぁ。

「そんな……それはいくらなんでも……」

　カエデが間に入ろうとしたけど、俺はそれを手で制した。

「言っておくが、これは私怨で言ってるんじゃないぞ。この国の法にそう定めてあるんだからな。ったく、いくら長命種族だとひ孫も玄孫やしやごも普通にいるとはいえ、連座範囲が広すぎだろ。俺としては、罪のない幼子にまで刑が及ぶこんな法律は、とっとと改定したいんだけど、やることがいっぱいでそこまで手が回らないのが現状だ」

「………」

「ハルバート・マグナ。お前はマグナ家という立派な貴族の生まれだ。だからもしお前が三公側について、三公が反乱を起こし、俺が勝てばお前と三親等の親族は処刑される。そう法に定められているのだからしょうがないよな？」

　俺の意思ではなく、法で裁く。そこに一切の手心は加えられない。

「じゃあ次に三公側が勝った場合を考えてみよう」

「！　そ、そうだよ。俺たちが勝てば問題ねぇじゃねぇか！」

「その場合、彼女はどうなるんだろうな？」

　俺はカエデの肩に手を置いた。ハルバートが明らかに動揺しだした。

「まさか、カエデを人質に取るつもりか！」

「そんなことはしないよ。ただ彼女の所属は禁軍だ。三公が反乱を起こしたなら、彼女には〝こちら側〟として出陣してもらうことになる。つまりお前の敵になるわけだ」

　そこで俺はカエデのことをジッと見た。

「ちなみにハルバートとはどういう関係？」

「お、幼おさな馴な染じみなのです」

「幼馴染み……ねぇ」

　さっきから二人の言動には、お互いを思いやる気持ちが垣かい間ま見みえている気もするけど……まあこの場で指摘する意味もない。

「幼馴染みって言うなら人並み以上に〝情〟もあるだろう。それで？　三公側についたとして彼女をどうするつもりだ？」

「どうするって……なにがだよ」

「いまは三公側が勝った場合の話をしている。そうなれば俺は討たれているかもしれないし、もしかしたら首を挙げるのはお前かも知れない」

「はん！　そうなりゃ立身出世間違いなしだな」

「……そうだな。で、そのときカエデはどうなると思う？　負けた側の兵の中にこんな可愛かわいらしい子がいる。それを知った〝勝った側の兵士がなにをするか〟……現役のお前なら容易に想像が付くんじゃないか？」

　俺の指摘にハルバートの顔は目に見えて青くなった。

　おそらく〝そういった〟場面を想像してしまったのだろう。戦争において決着後の勝者による敗者蹂じゆう躙りんは言ってしまえばよくあることだ。略奪、放火、婦女暴行、虐殺……そういった蛮行がまかり通ってしまうのが、戦争の狂気じみたところだ。

　ハルバートはそれでも迷いを振り切るように声を張り上げた。

「カーマイン公の軍勢は統率が行き届いてる！　そのような不ふ埒らちな真ま似ねはしない！」

「陸軍の内情は知らないが、いまカーマイン公領にいるのは正規の軍人だけじゃない。俺に不正を追及されたり利権を奪われたりして、反旗を翻した貴族どももいる。そいつらにはもうあとがない。負ければ死とお家断絶が待っているんだからな。だから私財を投げ打って、ゼムの傭よう兵へいたちを大量に雇い入れているという」

　傭兵国家ゼム。

　アミドニアの西、トルギスの北にある中規模国家で、元は傭兵隊長ゼムが雇い主であった国を自身の才覚で滅ぼし、建国した傭兵の国だ。『永世中立』を標ひよう榜ぼうしているが、その主要産業は各国への傭兵派遣業務であり、つまるところ「要請さえあれば全ての国に対して傭兵を派遣する」という意味だ。この傭兵たちが滅法強いものだから、各国も「敵に回すよりは味方に付けておいた方が良い」と傭兵契約を結んでいる。

「そんなバカな！　禁軍の中には契約を結んだゼムの傭兵も含まれているだろ！　それなのに三公軍にまで傭兵を派遣したら、同士討ちになるじゃないか！」

「あー、それはない。禁軍の方の雇用契約はかなり前に切ったからな」

　ちょうど良い機会だからこの国の軍制度について語ろう。

　この国の総兵力はおおよそ十万と言われている。その内訳はこうだ。

　ゲオルグ・カーマイン公率いる陸軍が四万。

　エクセル・ウォルター公率いる海軍が一万。

　カストール・バルガス公率いる空軍が一千。

（ただし飛竜ワイバーン騎士一騎は陸軍百人に匹敵すると言われている）

　このうち空軍のみは兵一人一人に至るまで、騎士階級の者で構成されている（『飛竜ワイバーン一頭＋騎士一人・あるいは二人』という、『飛竜ワイバーン騎士』のみで構成されているのだから当然だ）が、陸軍と海軍に至ってはその大半は職業軍人だ。

　彼らは三公領の中で日夜訓練を行い、三公領よりまかなわれる給金をもらっている。自治権や土地の収益に対する国への納税の免除など、三公領に与えられた数々の特権は彼らを養うためのものだと言っていい。

　そして残り四万強が禁軍となるのだが、この内訳はさらに複雑だ。国王直卒の近この衛え騎士団と禁軍所属の職業軍人。そこに三公領以外の貴族領（こちらには三公領ほどの特権はない）の私兵が加わる。また傭兵国家ゼムとの雇用契約により、派遣された傭兵部隊も禁軍の指揮下に入るのだが、これはすでに雇用を打ち切っている。

　禁軍が三公領の軍勢より少ないのは、この国の理念が関係している。

　もともとこの国は、さまざまな種族が身を寄せ合うようにして誕生した国家だ。そのため、一番人口の多かった人間族が王となったが、他の種族の権利を守るため陸・海・空軍のトップは他種族から選出されることになっている。

　そしてもし暴君が即位し、他種族を弾圧し始めた場合、禁軍より上回る数の三公軍で排斥できるような体制を整えたのだ。逆に言えば三公内に簒さん奪だつを企てるようなものが現れたとしても、どこか一つの軍でも王に味方するならば鎮圧可能となる体制とも言える。

　これが平和な時代だったなら、良くできた仕組みだと言えたのかもしれない。しかしいまは魔王領が出現し、各国が互いの隙をうかがい合う乱世だ。こういった意思決定機関がバラバラな体制では、急な事態に対応できない可能性がある。実際に、俺は改革を進めたいのに、三公には黙だんまりを決め込まれているわけだしな。

　と、話を傭兵の雇用契約解除に戻そう。

「ちょっと、ゼムの傭兵契約を解除したってどういうこと!?」

「あー、そういや言ってなかったっけ」

　ハルバートよりリーシアの方が、驚きの声を上げたのには苦笑した。

「言ったとおりの意味だ。傭兵なんて金を食うだけで役に立たないだろう」

　マキャベッリも『傭兵と混成軍は信用してはならない』と言っている。曰いわく、

『傭兵は利益によって繫つながっているのだから、より大きな利益を提示されれば、簡単にそちらの方へ転がってしまう。また戦うのも、雇い主を守るのも自分のためだから、忠誠など最初から期待できない。無能な傭兵であればそもそも雇う意味がないし、有能な傭兵であれば、その才覚で雇い主の地位を奪うことになるだろう』と。

　ファンタジー小説やＲＰＧなどでは、度々主人公キャラの職業として登場する『傭兵』だけど、実際の傭兵家業はそれらのイメージとは大きくかけ離れている。

　言ってしまえば戦場で稼いでいる者たちなのだ。国や主君への忠義はなく、損得勘定ですぐ寝返る。負け戦ともなれば即座に逃亡。勝ち戦に際しても乱暴狼ろう藉ぜきを働く。同じ数の常設軍と比べ、維持費は安いかも知れないけど、長期的に見ればマイナスだ。

「そんなのに金を払う余裕なんて、うちにはなかったからな」

「だからって、傭兵契約はゼムとの友好の証あかしでもあるのよ!?」

「たしかに外交姿勢は険悪になったけど、『国防に千金を賭すとも貢物に一毛をさかず』って言ったのはリーシアだろ？　あいつらは帝国とは違い、自分自身で攻め込む余裕はないからな。貢ぎ物で時間を稼ぐ意味もない」

　まあ、だからこそ三公側への傭兵派遣という形で、意趣返ししてきているのだろうけどな。俺はハルバートをまっすぐに見た。

「そんな血に飢えた傭兵たちが三公側にいるんだ。そいつらが敗軍にいるカエデみたいな女の子を放っておくと思うか？　カエデが傭兵たちに嬲なぶられ、用済みとばかりに殺されようとしているとき、お前は一体どこでなにをしている気なんだ？」

「それは……」

　逡しゆん巡じゆんするハルバート。その煮え切らない態度に、むかっ腹がたってきた。

「俺の首を掲げて喜ぶのか！　勝利の凱がい歌かを揚げるか！　どこかの路上に、男どもにさんざん弄ばれた、幼馴染みの死体が転がってるかもしれないのに！」

「ぐっ……」

　俺が怒鳴ると、ハルバートは崩れるようにテーブルに両手を突いた。

　言い返せないようで、口を真一文字に引き結んでいた。そんな彼の様子をカエデは心配そうに見守っていた。その姿を見て……俺も多少冷静になった。

「ハルバート・マグナ。いまのお前が選ぼうとしている選択肢は袋小路だ。俺が勝てばお前は処刑される。三公側が勝てばカエデは……無事では済まないかもしれない。一世一代の大おお博ばく打ちを打つなら、せめて望む未来が載っているテーブルを選べ」

「………」

「軽挙な行動に出る前によく思い出せ。お前はいったいなにを望んでいたのか。それはなんのためで、誰のためなのか。周りを見回して考えてみろ」

「なんのため……誰のため……」

　ハルバートが周囲を見回す。

　そこで心配そうに彼を見ているカエデと目があった。見つめ合う二人の間に言葉はないが、ハルバートは憑つき物が落ちたような顔をしていた。

　……あとは彼ら自身が決めることだ。

「ごめん、ジュナさん。営業妨害だったよな。俺たちはもう行くよ」

　最後に騒がしくしたことをお詫わびすると、ジュナさんは静かに首を振った。

「いえ……陛下のお言葉、胸に刻みました」

　そう言うと、ジュナさんはなにか逡巡するようなそぶりを見せた。

　言いたいことがあるのに、言っていいのかどうか迷っている。そんなそぶりだ。しばらく待っていると、ジュナさんは、やがて決心したように顔を上げた。

「陛下に……お話がございます」







「ねぇソーマ。ちょっと聞きたいんだけど」

「ん？」

　王城へと帰るために呼んだ馬車の中、隣に座るリーシアが尋ねてきた。

　アイーシャは馭ぎよ者しやをやっているので馬車の中に二人っきりだった。

「さっきのこと。あれってハルバートを説得しようとしていたのよね？　反逆者は法の下に裁くって言ってた割りに、なんだか真剣だったし」

「……まだ逆らう前だからな。これで逆らうようなら容赦はしない」

「なんだかんだでやさしいわよね」

「味方にやさしく、敵には苛烈に。それが国民に支持される王なんだろうけど、だからって好きで苛烈でいるわけじゃない。敵は少ない方が良い」

「やっぱり……やさしいわよ」

　リーシアがコテンと俺の肩に頭を預けてきた。





◇　◇　◇






　―――翌日。

　政務室で書類仕事を片付けていると、ハクヤが入ってきた。そして、

「マグナ家当主のグレイヴ・マグナ殿が、子息ハルバート・マグナ殿と、禁軍魔導士カエデ・フォキシア殿を伴われて、陛下にお目通りを願っております」

　と、そう報告してきた。……どうやらまだ一ひと悶もん着ちやくあるらしい。

　リーシアと護衛のアイーシャを伴って謁見の間に到着すると、すでに三人の人物が膝をついていた。一人前に出て頭を下げている人物は、白髪交じりの髪の中年男性で、鎧よろいを纏まとった姿はまさに歴戦の武人といった雰囲気だった。その後ろに居る二人は、昨日出会ったカエデ・フォキシアと、ハルバート・マグナだった。ということは二人よりも前で頭を下げているこの男性が、ハルバートの父、グレイヴなのだろう。

「三人とも面を上げよ」

「「　ははっ　」」

　ハルバートとカエデが顔を上げたけど、俺はハルバートの顔に釘くぎ付づけになった。なにせ顔に何発も殴られたような跡があったからだ。頰が腫れ、目の周りが青くなっている。昨日の段階ではなかったものだから、俺たちと別れたあとでついたものだろう。

「ハルバート……ずいぶんと男前が上がったみたいだな」

「ぐっ……ははぁ！」

　一瞬悔しそうな表情をしたものの、昨日のように突っかかってくることはなかった。昨日、俺たちが帰ったあとでなにがあったんだろう。

　俺は未いまだ頭を下げ続けているグレイヴに声を掛けた。

「グレイヴ・マグナ、面を上げよ」

「此こ度たびの息子の不始末！　平に、平にご容赦下され！」

　そんな悲痛な声が返ってきた。床に額を打ち付けている。片膝を立てているから分かりづらいけど、多分、日本で言う土下座状態なのだろう。

「不始末とは昨日のことか？」

「ははぁ！　詳細はカエデ殿からお聞きしました。職務外でのこととはいえ、陛下への罵ば詈り雑ぞう言ごんを繰り返し、あまつさえ反抗的な三公に与くみすると豪語するなど言語道断！……ですが、息子はまだ未熟です。足りぬ頭で申しましたこと。陛下のお怒りはごもっともでございますがその咎とがはどうか、教育を怠った私めにお与え下さいませ！」

　えーっと……長ったらしいけど、言っていることは『自分が罰を受けるから、息子の命ばかりはお助けを』ってことか。そもそも俺は怒ってなんかいないんだけどな。

「昨日の一件はお忍びでのこと。荒立てるつもりはない。見たところ、相応の制裁は受けているようだし」

「ははっ、勿もつ体たいないお言葉でございます」

　平身低頭で謝り倒すグレイヴ。ハルバートとカエデも慌てて再度頭を下げた。

　と、そこでグレイヴが顔を上げた。

「それで陛下。重なる無礼を承知で、申し上げたきことがございます」

「なんだ？」

「その……あまり多くの者に聞かれたくない話でございますれば……」

　内密の話か。俺はリーシア、アイーシャ、ハクヤ、グレイヴ、ハルバート、カエデを残して衛士などを下がらせた。アイーシャは場違いな気もするけど、彼女がいてくれれば、内密な話をすると見せかけて実は俺の暗殺が目的、なんて場合にも対処ができるだろう。

「人は下がらせたぞ。それで、話とは？」

「はい。そのことなのでございますが……」

　ゆっくり語り出すグレイヴ。

　そうして語られた内容を聞いて、ハルバートは目を見開き、カエデは俯うつむいて拳を強く握りしめ、ハクヤは瞑めい目もくし、アイーシャはそんなみんなの様子にオロオロして……、

「………」

　リーシアは、言葉もなく無表情のまま固まっていた。頰には涙の線ができている。

　俺はと言えば、複雑な気分だった。怒り、呆あきれ、諦観、悲しみ……胸の中でそう言った感情がゴチャゴチャになっているけど、それを外に出さないように努めた。

　できるだけ冷静に、平へい坦たんに、感情を悟らせないように俺は言った。

「その話をして……お前は俺にどうしろと言うんだ？」

「なにも。ただ陛下には、ご存じでいただきたく」

「……重いわ」

　俺は立ち上がるとカエデとハルバートに命じた。

「禁軍所属魔導士カエデ・フォキシア。貴公の洞察力は一魔導士にしておくには惜しく、また危うい。近衛騎士団長ルドウィンの下で参謀となるよう命じる」

「え、はっ、はい！」

「陸軍所属ハルバート・マグナ。禁軍への転属を命じる」

「!?　俺が禁軍、ですか!?」

「そうだ。カエデの副官となり彼女を支えよ。彼女の職は実質禁軍のナンバー２だ。まだ年若く女性であることから、配下に軽んじられるおそれがある。そう言った場合には、お前がしっかりと言うことを聞かせろ。よいな！」

「……ははっ！」

　こうして禁軍に新たに若い士官が加わることになった。

　ただ、新戦力の加入を喜べるほど心に余裕はなかった。

　激しい感情を押し込め、食いしばった口からたった一つの本音だけが漏れた。

「まったく、どいつもこいつも……」
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　この国の貴族制について話をしよう。

　この国の身分は王族・三公を除けば大きく《貴族・騎士》・《平民》・《奴隷》の三つに分けることができる（国民でない『難民』はこのどれにも属さない）。

　奴隷制度についてはまた別の機会に解説するが、《貴族・騎士》と《平民》とを分けるのは『領地を持っているか否か』だ。

　その為ため《貴族・騎士》はそのまま《領主》と呼ぶこともでき、その領地で暮らす《平民》は《領民》（《奴隷》は個人財産扱いなので含まれない）とも言える。《領主》は領地に対してさまざまな権限を持つが、同時に国に対して軍役などの義務を負う。

　《貴族・騎士》の称号と領地は世襲が基本だが、《平民》の中で功のあった者は、国より領地と称号が贈られ《貴族・騎士》（内政分野で功が有れば貴族、軍功ならば騎士）となることがある。またこれは、《貴族・騎士》階級の家との婚姻（この場合、領地は自前の物を分け与えることになる）でも可能だ。この場合はとくに《新貴族・新騎士》とも呼ばれる。本当は区分など無いのだが、〝生まれながらの貴族・騎士ではない成り上がり者〟として頭の固い者たちがそう呼んでいるのだ。《新貴族・新騎士》も世襲は認められている（だいたい三代を経れば家として認められるようだ）。

　逆に《貴族・騎士》階級の者でも、罪を犯せばその大きさによって《平民》や《奴隷》といった身分に降格されることがある。この場合、国から領地と称号が没収され、最悪、一族全体が身分落ちすることになる。いわゆる『お取りつぶし』だ。先ほど述べたように、《貴族・騎士》が自分たちと《新貴族・新騎士》とを区別するのも、この『お取りつぶし』に遭わず、三代以上家格を保ったという自負からなのかもしれない。

　そんな《貴族・騎士》階級だが、自らの領地を自ら統治する必要はない。

　《騎士》はとくに、一年の大半を軍の中で過ごさなければならないため、領地経営は家の者に任せることになる。近衛騎士団長ルドウィン・アークスなどがこれに当たる。また《貴族》の中にも同じように領地経営を家の者に任せ、王都パルナムに居を構え、内政官僚のトップや、国民議会の議長などの重要ポストに就いて働く者たちもいる。これをとくに《王都貴族》と呼び、元宰相（現侍中）のマルクスなどがそうだ。

　ただ、そんな《王都貴族》の数は現在、前年度の半数近くにまで減っている。いなくなった者たちは、ソーマが行った財政支出見直しの際に、不正が発覚した者たちだ。罪に問われた者たちは王都での職を辞し、領地にて謹慎処分となっている。罪が軽い者は不正に着服した分の資金を返済し、一族の誰かに家督を譲って隠居すればお家存続を許されるが、重い者たちは全財産を没収された上で『お取りつぶし』となる。

　もっとも不正をはたらくような輩やからが、そんな『お取りつぶし』勧告に唯い々い諾だく々だくと従うはずもなく、私兵や財産をまとめて逃亡しようとする。しかしそんな魂胆など分かり切っていたソーマとハクヤにより、国境線は封鎖されていたため、他国に財産を持ち出すことができなかった。領地に留とどまることも外国に亡命することもできなかった彼らは、結局、カーマイン公領に向かうことになる。王と対立するゲオルグ・カーマインの下で、反抗の機会をうかがっているのだ。







　そんなカーマイン公領の中心都市『ランデル』。

　王都パルナムに比べれば規模は劣るが、それでも他の都市と比べれば大規模で、ここだけで都市国家になれるほど人口も多い。陸軍大将ゲオルグ・カーマインの居城があり、その城下町として発展してきた街だ。ただ歴代陸軍大将は都市経営に対して無頓着であり、国王の方針次第でその風景をめまぐるしく変えるパルナムとは違い、百年前と変わっていないだろうノスタルジックな街並みが展ひろがっている。

　そんなランデルの街角に一台の馬車が停車していた。

　馬車の中にいたのは二十代半ばほどの美人だった。男が見れば、ほぼ間違いなく感嘆の溜息を吐つくであろう美貌。和服に似た、しっかりと着込まれた着物の上からもわかる豊満なボディライン。ただ着物のお尻から飛び出している爬は虫ちゆう類るいのようなしっぽと、青髪から生えた小さめの鹿角が彼女がただの人間でないことを物語っている。

　彼女は馬車の中から街の喧けん噪そうに聞き耳を立てていた。

　酒場が近いのだろう。酔っぱらいたちがくだを巻く声が良く聞こえてきた。

『ったくよう、新しい王はよう……我らのことを、なんだと思ってんだ……ヒック』

『さよう。長年この国を支えてきたのは、我らだぞ』

『それをあの王はないがしろにして、勝手に政を進めやがる！』

『アルベルト王はなぜあんな若わか僧ぞうに国を譲ったのか……』

『あいつに仕える家臣も家臣だ！　経験もねぇ若僧ばかりじゃねぇか！　なんだあの陰気な黒服の野郎は！　なんだあのブタみてぇな男は！』

『ケケケ、どうせ自分におべんちゃら使うヤツばっかり重用してるんだろうぜ』

『いかにも若僧が陥りやすいことだな！　我ら経験豊かな者を放りだして、自分におもねる輩の声しかきかない。そんな王が長続きするはずがねぇ』

『そうだ！　俺たちの手であの偽王から国を取り返してやるんだ！』

『おう！　愛すべき王国のために！』

『『『　愛すべき王国のために！　』』』

（王国のため、ですか……ずいぶんとまあ好き勝手言っていますねぇ）

　馬車の中の女性が溜息をついた。その仕草も一々色っぽい。

（不正という国を裏切る行為を続けてきたのは貴方あなたたちでしょう。そしてそれを裁かれる段になって逃亡しておいて、王が放りだしたなどとよく言えたものです。それに王が自分におもねる者しか重用しない？　あの人材集めを見なかったのかしら。あの王なら自分に不満を抱いている者でも価値が有れば使うわ。ハクヤ殿もポンチョ殿も、有能だから使われているの。貴方たちが使われないのは単に無能だからよ）

　それすらわかっていないのだから、嘲弄さえする気になれなかった。

（ソーマ陛下が王権を譲り受けてから早数ヶ月経たつけれど、これといった失策もなく、国民からの支持も失っていない。むしろ懸念されていた食料問題を、着実に解消していっているその手腕は非凡と言っていい。前王アルベルト殿の慧けい眼がんには恐れ入ることはあっても、「なぜあんな若僧に」などという意見はナンセンスだわ）

　女性は窓の桟に肘を置いて頰ほお杖づえをついた。

（建国の頃には誇り高き志を持っていた貴族たちが、ここまで劣化していたとは……始祖の方々も草葉の陰で泣いてるんじゃないかしら）

　見た目こそ二十代中頃でありながら、建国して五百年以上経っているこの国の黎れい明めい期きを知る女性は、かつての同胞たちを思い出し、せつなく微笑ほほえんだ。蛟龍シー・サーペントの血族である彼女が、彼らの下に召されるまでにはもうあと五百年以上の時が必要だろう。

「こういうとき、長く生きる種族は辛つらいわね。短命な種族との別れには慣れたつもりだけど、見たくない物まで見なくてはならない。『死んだあとのことなんて知ったこっちゃない』と死んでいられる〝あなた方〟がとても羨ましいですわ」

　そう言って三公の一人、海軍大将エクセル・ウォルターは自嘲気味に笑った。

『海姫様』

　馬車の外から声を掛けられ、エクセルは居住まいを正した。

「……なにか？」

『ハッ、【カナリア】より報告が届いております』

「見せなさい」

『ハハッ。これに』

　馬車の扉の隙間から書状が差し込まれる。

　エクセルは書状を受け取ると、開いてその内容に目を通した。

　読み進めていくうちに、ようやく笑みがこぼれた。

（そう……あなたは彼かのものを、そのように見極めたのですね。それでいて、傍そばにいたいと思った、と。ふむ……それはいいのだけれど、文面から滲にじみ出る惚のろ気けにも似た雰囲気には少々胸焼けしそうです。まったく……若いっていいわねぇ）

　エクセルは手にしていた書状を〝吐息で凍り付かせる〟と、その書状から手を放した。凍ったまま落下した書状は、馬車の床にぶつかった瞬間に粉々に砕け散った。

（訂正しましょう。長く生きることで、思いがけない新たな光に出会うこともあるわ。こんな気持ちを、死んでしまっている〝あなた方〟は味わえないでしょう？）

　ザマーミロ。

　エクセルは実年齢など微み塵じんも感じさせない、少女のような笑みを浮かべるのだった。
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　パルナム城、謁見の間。

　勇者召喚や唯才令の授賞式にも使われたこの場所にいま、大勢の者たちが立ち並んでいた。彼らはこの国の財務官僚たちだ。皆一様に疲れた顔を見せている。

　頰はこけ、目の下にはクマを作り、乾いた笑みを浮かべる者や、いまにも倒れそうなヤツまでいる。それでいて目だけは皆ギラギラと輝いている。

　それは修羅場を生き抜いた戦士の目だった。

　俺が王となり、破綻寸前だった財政の改革に乗り出したとき、彼らは俺の手足として馬車馬のように働いた。官僚の中でも私腹を肥やしていた者たちは罷免され、残ったのは真面目な者たちだったから、それはもう寝る間も惜しんで働いた。

　ある者は日がな一日、書類の数字を見比べ、ある者は各所への予算が正常に使われているか確認するために、一日の大半を馬上で過ごした。家には寝るためだけに帰る日々だった。いや、家に帰らず城の仮眠室で眠り、起きたらすぐに仕事に取り組む日々だった。

　家庭がある者もいた。子供がいる者もいた。新婚の者もいた。

　しかし、家族と過ごす時間……それらを振り切って彼らは働き続けた。仕事優先なことへの奥さんの不満顔、遊んでくれないと寂しがる子供の顔、純粋に夫を気遣う新妻の顔……それらの顔から目を背けて、いまこのときだけはと、懸命に働いた。

　ひとえにこの国を破綻から救うために。

　ひとえにこの国に住まう愛する者たちを守るために。

　そんな彼らを、俺は玉座に座りながら眺めていた。たぶん、俺の顔色も彼らと大差はないだろう。使っていない意識を交互に休ませられるとはいえ、仕事量は通常の五倍、常時働きづめでは、肉体はともかく精神的ななにかが磨すり減っていく気がする。

「皆、良き面構えになったな」

　俺は立ち上がるとそんな彼らに静かに語りかけた。

　そして彼らの下へと歩み寄り、一人の痩せた男の肩に手を置いた。

「目は虚うつろで生気もなく、腐屍鬼グールに似た良き面構えである」

「「「　………　」」」

「私は知っている。諸君らが寝る間を惜しんで働き、日がな一日数字と闘い、家族の制止を振り切って登城したこの日々を。諸君らこそまっこと我が宝である！　誇れ！　諸君らはその磨り減らした精神の分だけ、この国の民を救ったのだ！」

「「「　うおおおおおおおおおおおおおおおお!!　」」」

　痩せ形で青白く、誰が見てもインドア派な者たちが、バーバリアンのような雄お叫たけびを上げて一斉に吼ほえた。拳を突き上げ『ソーマ陛下！　ソーマ陛下！』と連呼する。その熱狂が少し収まるのを待ってから、俺は話を続けた。

「諸君らの働きのお陰で当面の予算を確保することができた。これでプロジェクト『ヴェネティノヴァ』を本格的に始動させることができる。このプロジェクトが成った暁には、この国の食料問題は完全解決となる。それも全て諸君らが職務を全うし、火の車だった経済を立て直し、予算を捻出したればこそである！　民に成り代わり礼を言う！」

「ソーマ陛下！」「ソーマ陛下！」

「諸君らはこの国の陰の功労者だ！　英雄のように、歴史に名は残らない。しかし諸君らは一人の英雄が戦場で救うよりも、はるかに多くの者の命を救ったのだ！　そのことはこのソーマ・カズヤが生涯憶おぼえておこう！　諸君らこそが名も無き英雄である！」

「我が王に栄光を！」

「ソーマ陛下とエルフリーデンに栄光あれ！」

「諸君らは本当に良くやってくれた。よって褒美をとらす。明日より五日の間休暇をやろう！　家族の下へと帰り、その身体からだを休め英気を養ってくるがいい！」

「「「　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!　」」」

　今日一番の大きな声が上がった。気持ちは分かる。

　みんな休みに飢えていたのだ。ブラック公務ですまない。

「本当なら賞与ボーナスの一つでも出してやりたいのだが、諸君らが折せつ角かく捻出してくれた予算に、手を付けては本末転倒だ。本当にすまない」

「「「　………　」」」

「代わりに宰相と協議した結果、城内の酒蔵にある良い値段のワインを、一人に一本ずつくれてやる！　祝杯を挙げるなり換金するなり好きにしろ！」

「「「　うおおおおおおおおおおおおおおおおお！　陛下！　ソーマ陛下！　」」」

　歓喜に沸く官僚たちを見ながら、俺は感慨深く頷うなずいた。

「………」

　ただ隣で見ていたリーシアだけは、この光景にどん引きしていた。







「ソーマ……あなた疲れてるのよ」

「……否定はしないよ」

　政務室に戻ってすぐ、リーシアに気遣わしげに言われた。

　うん、まああのテンションはないな。思い返してもどうかしてたとしか思えない。

「明け方近くまで仕事してたからな。寝不足でハイになってたんだ」

　相変わらず政務室の隅に設置されている、ベッドに横になりながら答えた。

『別に豪勢にしろとは言いませんから自室を作って下さい。国の代表が政務室で寝泊まりしているなど、配下に示しがつきません』

　と、ハクヤに口を酸っぱくして言われているのだけれど、起きてすぐ仕事にかかれる利便性を捨てきれず、そのままになっている。せめてもう少し国が落ち着くまでは、ここでの寝泊まりは続くだろう。

　するとリーシアがベッドの端に腰掛けてきた。その瞬間、小さめで形の良いお尻がいきなり目の前に現れたので、俺は思わず顔を背けた。リーシアはいつもピッチリとした士官服を着用しているので、腰のラインがよくわかるのだ。

「でもソーマは、意識を交互に休められるんでしょ？」

「え、あ……うん、まあな。でも、大規模プロジェクトに必要な予算がもう少しで組めるって段階だったから、最後のほうは全意識フル稼働で働いちゃったんだよ」

　そう言うとリーシアは小さく溜ため息いきを吐いた。

「頑張ってるのはわかるけど……心配させないで。ソーマに代わりはいないんだから」

「ははっ、そのときは……また別な勇者を召喚したらいいんじゃないか？」

「バカ！　それ以上言ったら引っぱたくわよ！」

　ぐいっ、と顔をリーシアのほうに向けられた。その目は本気で怒っていた。

「別の勇者を召喚したってその人はソーマじゃないでしょ。私は、ソーマがいいの」

「お、おう……」

「これだけは忘れないで。私はソーマに王でいて欲しい。代わりの王なんていらない。もし父上が王位を返すよう言ってきたとしても、私はソーマのもとで父上と戦うわ」

　真顔で凄すごいことを宣言されて、俺はただコクコクと頷くしかなかった。

　なんというか、肝っ玉母さんの片へん鱗りんを見た気がした。リーシアって良い嫁さんになりそうだよな。その婿（予定）が俺ってことには、いまだにしっくりきてないんだけどさ。

　リーシアはそんな俺の反応にひとまず納得したようだった。

「それで？　予算って言ってるけど、なににそこまでお金を使うの？」

「ああ、とりあえず、都市を一つ造ろうと思ってる」

「都市？」

　俺はリーシアに作業机からこの国の地図を取ってきてもらうと、全体的に見ればくの字形に曲がっている国土の付け根の部分を指し示した。

「ここに湾岸都市を築く。それと同時に道路建設を進める。湾岸都市から各都市への交通網を整備すれば、海運と陸運の両方をコントロールできる。流通をかなりスムーズにできるはずだ。なんでこんな良い土地が手つかずだったのかわからないくらいだよ」

　ちなみにそこから北東方向に行ったところに、三公の一人で海軍大将のエクセル・ウォルターが治める沿岸都市『ラグーンシティ』がある。現時点では、この国最大の交易港といえばこの『ラグーンシティ』なのだけれど、ここは同時に海軍基地でもあり、戦艦のドックも入っている。世界の品々が集まる交易港と、守秘義務のある海軍基地の併設は、いかにもアンバランスだ。有事の際には交易が止まりかねない。

　そういう意味でも、新たな交易港を備えた都市の建設は急務だった。

「この湾岸都市はこの国の心臓、そこから張り巡らされる交通網は血管だ。流通がスムーズなら、南で不足している物資を、北の余っている場所から運ぶことができる。これがどういうことかわかる？」

「えっと……供給過多で値下がりしている物資を仕入れて、需要が増大していて値上がりしている場所に転売してボロ儲もうけ……とか？」

「いやいや商人じゃないんだから。王様がそれをやっちゃダメだろ」

「違うの？」

「富ませたい国民から金を巻き上げてどうするよ……」

　まあ海外との交易に限定すればそれで正しいんだろうけど、こと国内の場合は個人ではなく、国として考えなくてはならない。

「たしかに最初はそうやって荒稼ぎする商人たちも出てくるだろう。だけどそのうち、商品の不足分が解消されていって、需要と供給のバランスが取れてくれば、高かった値段も徐々に下がっていく。国内での価格の均一化を図れるわけだ。つまり……」

「いままで高くて手が出せなかった商品も買えるようになる？」

　リーシアの解答に、俺は満足して頷いた。

「いまこの国でもっとも需要が増大しているのは食料品だ。それを安定供給させるためにも、流通ルートの確保は急務だ。それに、この国の国境線の半分以上は海に面している。海産物なら豊富に獲とれるんだ。それを内陸に運べば食料問題を一気に解決できる」

「いまだって干物や塩漬けなら内陸へ運べるわよ？」

「じゃあ干物や塩漬けをずっと食べられるか？　俺なら飽きるぞ」

「それも……そうね」

　アジの干物とか、おいしいけど毎日食べたいとはさすがに思わない。

　染み込ませた塩分で防腐・防菌しているため、飽きたからって他の味に変えることもできない。そもそも足が早い魚なんかは干物にしたって数日ともたなかったりする。だからこそ、いかに早く生の魚介類を内陸に届けられるかが重要なのだ。

「そのための交通網の整備なのね」

「そういうこと。……さてと」

　俺は大きく伸びをすると目をつぶった。

「少しだけ寝させてくれ。起きたら一緒に新都市建設予定地に行こう。ルドウィンたちが先発して作業を始めてるだろうから……それを見に行かないと……」

「わかったわ。お休みなさいソーマ」

「ああ、おやす……!?」

　右頰に温かく柔らかい感触。驚いて目を開けたけど、リーシアは去ったあとだった。

　ああ……これがお休みのチュー……そ、そうだよな。外国とかでは珍しいことでもないよな。うん、大丈夫、普通普通。なんも特別なことじゃない。リーシアだって軽い気持ちでやったんだろう。別に深い意味はないはずだ。多分。きっと。

　…………結局、寝付けなかった。
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　前にこの国の技術体系がおかしいという話をした際に、『鋼鉄の軍艦はある。ただし巨大な海竜シードラゴンが牽ひいている』と言ったのを憶えているだろうか。新都市建設予定地に着いた俺とリーシアを出迎えたのは、そんな鋼鉄の戦艦だった。

　戦艦『アルベルト』。

　前国王の名を付けられた禁軍が所有する唯一の艦船であり、王国海軍の旗艦である。形状は日本海海戦時の連合艦隊旗艦『三み笠かさ』に似ている。主砲は前後に一基ずつ計四門で、側面には副砲が並んでいる。もっとも、主砲も副砲も船に積み込まれた物であり、この艦の固定砲台ではない。あと内燃機関を積んでいないため、煙突が無いことも相違点か。

　動力となるのは海竜シードラゴン類（首長竜のプレシオサウルスに似ているが首は太く短く、山や羊ぎのような角が生えている）だ。巨大な海竜シードラゴン類が牽けん引いんすることで、この戦艦は海を走る。通常の船舶なら一頭いれば十分だけど、この艦は二頭立てだった。

　ちょうど良い機会だから、この国の技術のアンバランスさについて説明しよう。

　全体的に見れば産業革命にすら届いていないこの世界の技術力で、こんな近現代っぽい戦艦があるのはおかしいと思うかも知れない。しかしこの世界では魔法の力や不思議生物のせいで、できないことができてしまうのだ。

　鉄であっても、浮力を計算された形状であれば水に浮かせることができる。つまり戦艦の外側だけなら、中世レベルの技術力でも造れたのだ。それが産業革命以後まで造られなかったのは、それを動かす機関が無かったからだ。船を動かす手段が帆で風を摑つかむか、櫂かいで漕こぐかしかない時代では、鉄の船など浮かぶだけのハリボテだったのだ。

　しかし、この世界には鉄の船を牽引できるほど、強力な海竜シードラゴン類がいた。彼らを調教し引っ張ってもらうことで遠洋航海も可能になる。だから鉄の船が造られたのだ。

　戦艦に搭載されている大砲にしてもそうだ。

　この世界には火薬がすでにある。これ自体は大しておかしなことではない。地球の歴史でも中国三大発明とされる黒色火薬登場前にも、火薬が使われていた形跡がある。紀元二世紀の三国志の時代には、攻め寄せる諸しよ葛かつ亮りようの兵器群を、陳倉城守将が火薬兵器（おそらく爆竹のようなもの）で粉砕したという記述があるくらいだ。

　しかし、この世界に火縄銃はない。

　なまじ魔法が遠距離攻撃手段として使えてしまうため、銃が発達しなかったのだ。土系魔導士なら石を散弾銃のように飛ばすことができ、火系魔導士ならナパームボムのような一撃を落とせるし、風系魔導士ならとんでもない射程のかまいたちを発生させられるし、水系魔導士なら射程は短いものの水圧で障害物を貫通できてしまう。

　また【付与術式】というものもあり、これは物体にさまざまな効果を持った術式を付与することで、より強固にしたり、より切断力を上げたりできるのだ。これにより、多くの術式を組み込める質量の大きい武器ほど、強力になる傾向があるのだ。そのため、弾丸よりも矢が、矢よりも投げ槍やりが強力になる。もっといえば質量の小さな弾丸では、たとえ攻撃術式を組み込んだとしても、防御術式を組み込んだ甲かつ冑ちゆうを貫通できないのだ。ここらへんの事情も、銃が発達しなかった原因と言えるだろう。

　ただし、鉄砲はないものの、大砲は存在する。これは、水上ではなぜか水系以外の魔法が大きく制限されてしまうため、遠距離攻撃手段として発達したものだった。

　この世界の魔法は大気中に含まれる魔素と呼ばれる物質に、人が放つ特殊な波動を加えることで、さまざまな現象を引き起こすのだと言われている。その魔素にも（闇を除く）属性があり、大気中の含有量は地形によって大きく異なるそうだ。水上ならば水系の魔素が多く、他属性の魔術は弱体化される……といった具合にだ。

　このため水上戦で魔法を使おうにも、水以外の属性は弱体化され、また水系の魔法は射程が足りない（それでも水流を操作して操船、なんて真ま似ねができるので海軍には水系魔導士が配属される）という事態になるのだ。だからこそ、艦船への攻撃手段として大砲は発達できたのだ。結局、技術は需要があって発達するものらしい。

　閑話休題。戦艦アルベルトに話を戻そう。

　このアルベルトを見て、俺は思った。一隻だけでどうしろと。駆逐艦や巡洋艦などで護衛してこそ、戦艦や空母は威力を発揮するものだ。これでは、ただの案か山か子しですな。

「それはほら、海軍と行動することが前提の艦だから」

　リーシアのフォローが悲しかった。どう見ても無用の長物だし。

「だったら旗艦も海軍に任せた方が、整備費が浮くんじゃないか？」

「で、でも、資材運搬には使えたじゃない」

「それは……まあな……」

　湾岸都市建設のための資材の運搬に、この無駄にでかい戦艦を使ったのだ。中の武装を取り外せば、かなりの積載量が確保できたからな。交通網が未整備の現段階で陸上を輸送するよりは、数倍早い資材の運搬を可能にしていた。

「でも、それなら最初から輸送艦にしていたら、もっと効率的だっただろうに」

「もう！　ネガティブなことばっかり言わないの」

「いままで予算と闘ってきたから、金食い虫を見るとついな……」

　すると向こうのほうからアイーシャが、ルドウィンを伴ってやってきた。

「陛下、ルドウィン殿をお呼びしてきました」

「陛下。それに姫様も。新都市建設予定地へようこそ」

　イケメン近衛騎士団長ルドウィン・アークスはそう言うと、笑顔で敬礼した。王城では常に白銀の鎧よろいを身につけていたが、ここでは比較的ラフな格好だった。白いシャツに革のチョッキを羽織り、海賊映画に出てくるイケメン船乗りといった感じだ。

　俺はこの都市建設に禁軍を投入している。もちろん、土木建築ギルドの職人たちも大量に雇い入れてはいるけど、規模が規模だけに手が回らなかったのだ。

　だから禁軍を投入し、人海戦術で一気に片付けてしまおうと思ったのだ。せっかく禁軍兵士たちに工兵スキルを覚えさせたのだから、使わないほうがもったいないだろう。ここにいるのは禁軍常備軍の二割で、残りの八割は各都市への交通網の整備に投入している。

「それで、工事の進捗状況はどうなっている？」

「すでに縄張りは完了しています。工程は順調……だったのですが……」

　ルドウィンは歯切れの悪い言い方をしながら、苦笑いを浮かべた。







『だから建設をやめろと言っておるのじゃろうが！』

『あのな、じいさん。この都市建設は王様の命でやってることなんだからな』

　建設事務所となっているテントから、そんな言い合う声が聞こえてきた。

『その王様のために言っておるのじゃ！　ここに街を造ってはいかんのじゃ！』

『わからないじいさんだな。別に立ち退けなんて言ってないだろ』

『わかってないのは貴様らの方じゃ！』

　……いや、言い合うというよりは、ご老人側が一方的に怒鳴っている感じか。

　俺はルドウィンに尋ねた。

「つまり、地元に住むご老人が新都市建設に猛烈に反対していると？」

「ええ。この地で漁師をしているウルップさんです」

「……強引な地上げはしないよう、言明していたはずだけど？」

「それはもちろん。もともと住民は募集するのですから、先住者はそのまま居住が可能ですし、土地代も取りません。景観を整える際には無償で家の建て直しも行う予定です」

「う～ん……良い条件だと思うんだけどなぁ」

　見たところ、この周囲には寂れた漁村しかないようだ。こんな辺へん鄙ぴな場所では普通に生活するのも大変だろう。もし都市ができれば大規模な人口流入と共に、そういった不便さは解消されるはずだ。そんな将来性のある場所から追い出されるわけでもなく、むしろ無償で家の建て替えも行ってくれるというのに、どこに反対する要素があるのだろうか。

「あのご老人はなぜ反対しているんだ？」

「それが……」

『だから、海神様の怒りに触れるんじゃと言っておるじゃろうが！』

　またテントの中から怒鳴り声が聞こえてきた。海神様？

「それが、ここは海神様の領域で、家を建てるとその怒りを買うんだとか」

「海神って、この世界にはそんなものまでいるのか？」

　リーシアたちに尋ねると、みんなブンブンと首を振った。

「そんなの聞いたこと無いわ」

「私も存じませんぞ」

「おそらく、老人の戯たわ言ごとだと思うのですが……」

　みんな心当たりはないようだ。海神ねぇ。

『海神様なんて聞いたことないぞ。変な宗教で工事の邪魔をするのはやめてくれないか』

『宗教じゃない！　たしかに海神様はおるのじゃ！　海神様の聖域を侵せばいつか海神様の怒りに触れて滅ぼされるぞ！　実際、海神様は約百年ごとに暴れておる！』

　ん？

『儂わしの子供の頃にも一度、海神様が暴れたことがあったんじゃ。そのとき、海神様の聖域に家を建てていた者たちは、みんな海神様に飲み込まれてしまったんじゃ』

　それってもしかして……。俺はテントの中に入った。中では若い禁軍兵士と、日焼けした、ねじりはちまきのじいさんとが向かい合っていた。

「すまない、ご老人。その話、詳しく聞かせてくれないか？」

「なんじゃ貴様は。儂はいまこの者と……」

「こ、これは陛下！」

「陛下ぁ!?」

　兵士が急に立ち上がり敬礼したのを見て、老人は素っ頓狂な声を上げた。

「どうも。エルフリーデン国王（代理）の相そう馬ま一かず也やだ」

「……ウルップ、ですじゃ」

　俺が握手を求めると、ウルップは緊張した面持ちで応じた。

　握手を終えると、俺は早速本題を切り出した。

「それでウルップさん。さっきの話なんだけど」

「!?　そ、そうですじゃ！　陛下、どうか、都市建設をお考え直しくだされ！」

「じいさん、陛下にまでそのような戯言を……」

「いや、聞きたい」

　俺は止めようとする兵士を手で制した。

「その話、もっと詳しく教えてくれないか」

「も、もちろんですじゃ」

　そして俺はウルップじいさんからこの地の伝説について説明を受けた。

　なんでもこの地はもともと海神様の土地だったのだけれど、陸の神様との戦いに敗れて失ってしまったのだそうだ。しかし海神様は、いまでもこの土地は自分の物だと思っているようで、この地に人が家を建てると、その家の者を滅ぼしてしまうそうなのだ。

　だから近隣の漁村では、ここらに家を建てない決まりになっているらしい。

　そのウルップじいさんの話を聞いてリーシアとアイーシャは、

「漠然としすぎててよくわからないわね」

「聞くだけ無駄でしたな」

　と、呆あきれているようだったが、俺は違った。

　途中でルドウィンたちに地図を用意させ、どこら辺までが海神様の聖域に当たるのかを丁寧に聞き出していく。そしてある程度〝海神様の聖域〟とやらの範囲を絞り込むと、俺はその地図を見ながらルドウィンに告げた。

「都市計画を大幅に変更する」







「ちょっとソーマ、いきなりなにを言いだすのよ!?」

「陛下はこの老人の言うことを信じておられるのですか？」

「いまからの変更となると、工期が大幅に遅れることになるのですが……」

　リーシア、アイーシャ、ルドウィンに口々にそう言われた。気持ちは分かる。俺だってこんな面倒なことはしたくない。だけど、新都市の平穏を考えたらやるしかない。

「ソーマ、まさか海神様がいるだなんて本当に信じてるの？」

「いや、海神様なんていないだろう」

「だったら……」

「リーシア、伝承っていうのは人の記憶なんだ」

　俺は自分のこめかみを指しながら言った。

「伝承は語り継がれるもの。じゃあなんで語り継がれるのかと言えば、先人たちがその必要があると判断したからだ。価値のないものは語り継がれない。語り継がれるからには、その伝承の中に『教訓』であったり、『生活の知恵』が含まれているということだ」

「この海神様の祟たたりもそうだって言うの？」

「ああ。この伝承の『教訓』に当たるのは〝特定の場所に家を造らないこと〟だ。その教訓を無視して家を建てれば、その家は必ず滅ぶ……」

　そして俺はウルップじいさんを真っ直すぐに見つめて言った。

「津波で、ですよね？」

　ウルップじいさんの目が見開かれる。急にワナワナと震えだした。

「そ、そうです！　津波ですじゃ！　あそこら辺に家を建てていた者たちはみな、家ごと流されてしまったのじゃ！」

「もしかして、その津波がやってくる前に大きな地震がなかった？」

「ど、どうしてそれを!?」

　ウルップじいさんはまるでいま思い出したかのように言った。もしかしたら人が家ごと流される光景がショッキング過ぎて、無意識に記憶を封印していたのかもしれない。

「つまり海神の怒りの正体は、『海底地震によって発生する大津波』なんだ」

　地球でも、地震のメカニズムがある程度解明されたのはごく最近だ。

　それこそ地球の内部構造が解明された二十世紀まで待たなければならない。それまでは地震というものは現象として体験していても、それが起きる理由は『火山活動のせい』とか『地下水が蒸発してできた空洞が崩落したせい』などと言われていた。

　俺は手と手をニュース番組の地震特集なんかでよく見る、『プレートがプレートの下に潜り込んでいく図』みたいな形にして説明したのだが、みんな目が泳いでいた。

「えーっと……ごめん。よくわからないわ」

「プレート？　震動？　陛下は魔法の話をしておられるのですか？」

「自分もサッパリです。そんな高尚なこと、王都学院でも習うかどうか……」

　誰一人として理解できなかったようだ。時代が追いついていないのだから無理もない。

「じゃあもうメカニズムはどうでもいい。ともかく、そんな地震が海底で起こると、大津波を発生させる場合があるんだ。つまりウルップじいさんの言う『海神様の怒り』は聖域に家を建てたから起こるんじゃなくて、周期的に起こるものなんだ」

「なんと……家を建てなくても起こるのか」

　ウルップじいさんも目を丸くしていた。

　俺は地図に描かれたこの国の海岸線をなぞって見せた。

「ついでに言えば、この国の海岸線は『くの字』に曲がっていて、この場所はその付け根に当たる。こういう場所は他の海岸線に比べて津波の被害が大きくなるんだ。理由は……言っても理解できないだろうから、そういうもんだと思ってくれ」

　いっそ海岸線のミニチュアを作ってそこに向かって水を流し、波が収束していく様子を見せれば理解できるかも知れないけど。手間だし、あとで良いだろう。

「でもそんなに危険な場所なら、新都市建設も危ないんじゃない？」

　リーシアの指摘に俺は唸うなった。

「んー……ここよりはマシってだけで、湾岸地域は似たようなものだし、ここが一番国の中心に近い港なのはたしかなんだ。話を聞く限り、百年に一度っていう長い周期で起こるもののようだし、津波が起こることを想定した都市にすれば大丈夫だと思う」

　そして俺はルドウィンと地図を見ながら今後の計画を詰めていった。

「まず全体的に盛り土をして土地の標高を上げる」

「いまからですか？　人力ではかなり時間がかかってしまいますが」

「禁軍内の土系魔導士たちを優先的に回す。他の工期に影響が出るけど、やむを得ない」

「了解しました。そう言えばウォルター公領の沿岸都市『ラグーンシティ』には防潮堤なるものがあると聞きましたが、ここにも造りますか？」

「防潮堤か……景観が損なわれるんだよなぁ。できれば観光地としても使えるような交易都市にしたいんだ。それに未み曽ぞ有うの大津波には、やっぱり耐えられないだろうし」

「では造らないので？」

「……そうだな。むしろ防潮堤に頼らない都市造りをしたいな。土木建築ギルドには治水の専門家もいるだろうし、招しよう聘へいして意見を聞こう」

「了解しました。それで具体的な都市計画なのですが……」

「ウルップじいさんのおかげで大まかな津波到達範囲はわかった。そこを避ける形で居住区、商業区、工業区を置く。もちろん領事館みたいな重要施設もな」

「到達範囲内の開発は行わないのですか？」

「漁港や船着き場はしょうがないだろう。残る部分は海浜公園として整備する」

「なるほど。流されることを前提にして整備するのですね」

「ああ。それと、ウルップじいさん」

「はえ？　なんですかな？」

「国家公認の語り部べにするからさっきの『海神伝説』を語り継いでくれ。扱いは公務員で資格制にするから、死ぬまでに語り継ぐ次代を育成すること」

「わ、儂が公務員ですか!?」

「ああ。さっきの『津波到達範囲に家を建てるな』に加えて『地震が来たら津波が来ると思え』、『津波が来るから高台に避難しろ』もちゃんと交ぜてくれ。海神様の怒りってことにしてもいいから、語り継ぎ易やすいような話にまとめてくれ」

「……承知！　残る生涯全てを捧ささげますじゃ！」

「よし。ところで都市を囲む城壁についてなんだが……」

　男三人、喜々として都市計画を語り合っていた。

　そんな男たちの様子を、リーシアとアイーシャは苦笑いしながら見ていた。

「陛下……なんだか楽しそうですなぁ」

「楽しいんでしょ。予算を捻出する作業に比べればね」

「なんでしょうなぁ。ようやく陛下の若者らしいところを見た気がします」

「若者らしい……か。ソーマが若者らしくいられないのは、きっと……」

「？　どうかしましたか姫様？」

「ううん。なんでもないわ。……ねぇアイーシャ」

「なんですかな？」

「アイーシャはソーマのこと……好き？」

「はっ！　敬愛しております！」

「……そう。そうね。ソーマが笑っていられるように、私たちで支えましょう」

「はっ！　もちろんであります！」

　そんな会話がなされたことに、俺は全く気がつかなかった。





◇　◇　◇






　それから三十年程度後、この地を地震と未曽有の大津波が襲うことになる。

　大地は濁流で覆い尽くされ、多くの船が流されたが、人的被害は驚くほど少なかった。この地に住まう者たちは皆、語り部の『海神伝説』を聞いて育っていたため、地震が来てすぐに避難行動をとることができたからだ。

　そんな災害の後、この都市の海浜公園には『王と翁おきなの像』が建てられることになる。

　新都市建設の際、王に命懸けで直じか談だん判ぱんをして、津波への備えを語った老人と、その献策を聞き入れた聡そう明めいなる王の姿を模した像らしい。二人が聞いたら『盛りすぎだ』と苦笑していたことだろう。とくに語り部であったはずの自分が、『伝説の翁』として、子孫に語り継がれる側に回ったウルップ翁は、草葉の陰でどんな顔をしているのであろうか。
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　俺はハルバート・マグナ。十九歳。

　エルフリーデン王国陸軍でも名の知れたマグナ家の嫡男で、俺自身もともとは王国陸軍の士官だったのだが、なんだかんだあって禁軍に移籍させられてしまった。しかも上司が、「～なのですよ」が口癖の、幼おさな馴な染じみの土系魔導士カエデ・フォキシアだった。そんなのに上から命令されるなんて……ホント、冗談だったら良かったのに。

　それに、いまやっているこれはなんだ？　俺はいま、剣ではなく円えん匙し（刃の部分が丸くなっていて、近接武器としても使えるスコップ）を振るっていた。

　禁軍に出動命令が出たから現地に向かってみれば、待っていたのは土を盛り、中をくぼませて、そこにドロドロした液体（？）を流し込み、側面を砂利で固めて、両脇に苗木を植える。そして帝都ではお馴染みの、昼に光を吸収して夜になると発光するヒカリゴケの入った街灯を立てていく、そんな作業の繰り返しだった。つまり道路工事だった。夏は過ぎたがまだまだ暑い日差しの中、土を掘っては盛るを繰り返す。

「なんで、禁軍が、道路工事なんか、やんなきゃ、なんねぇんだ」

「そこ。無駄口叩たたいてないでキリキリ働くのですよ」

　汗をぬぐいながら見上げると、簡易の櫓やぐらに立って現場指揮をとっているカエデが、メガホンで手すりをポンポンと叩いていた。あれはあれで暑いのだろう。いつもはピンと立っているトレードマークのキツネ耳も、垂れて犬耳みたいになっている。

「なあカエデ、これってホントに……」

「ダメなのです！　ハルは部下なのですよ。ちゃんと現場監督と呼ぶのです」

「……監督。これってホントに禁軍の仕事なのか？」

「最近の禁軍の業務はこんな感じなのですよ」

「こんなの建設業者に任せればいいだろ」

「とても手が足らないのですよ。王国中に道路網を張り巡らせる計画なのです。王都の失業者も雇われているみたいですが、ワーキャットの手も借りたいほどです」

　だからって普通、軍隊にこんなことさせるか？

「それに、こんな場所に建設業者だけで来られるわけないのです。集落から離れるほど強力な野生生物も出ますからね。かといって冒険者を護衛に雇えば高く付きますし」

「結局、安い労働力ってことかよ……」

「わかったらキリキリ働くのですよ」

「お前、土系魔導士だろ。魔法でやった方が早いんじゃないか？」

「こんなところで魔力を消費するわけにはいかないのですよ。ハルが代わりにお山にトンネル掘ってくれるですか？」

「………」

　土を掘っては盛る作業に戻った。

　魔法無しでトンネル掘らされるよりマシだ。いつの時代の苦役だよ……。







　昼になった。キャンプに戻れば二時間の休憩が与えられる。

　皆、テントの中に入ってメシを食ったり、談笑したり、簡易のベッド（担架に毛の生えた程度の物）で昼寝したりしている。食後の睡眠はあの王様が奨励したらしい。なんでもそうしたほうが、作業効率が上がるんだとか。最近の禁軍業務は文字通りの「三食・昼寝付き」なわけだが……作業内容を知れば、決して羨ましがられないだろう。

　ともかく、メシを食わなきゃ午後がもたない。支給された弁当をかっくらう。

　今日の弁当は肉と生野菜が挟んであるパンだった。うまい。肉は甘辛く味付けされていて、疲れが取れるようだった。なんでも〝生しよう姜が焼き〟という料理らしく、あの王様が考案した料理だとか。王都で妖よう狼ろう族に作らせている〝味み噌そ〟、〝醬しよう油ゆ〟、〝みりん〟とかいう調味料の生産が軌道に乗ってきたので、試作したメニューだそうだ。

　禁軍ではよく、こういった王様の試作メニューが振る舞われる。食事だけは禁軍に転属させられて良かったと思う部分だ。陸軍での食事は質より量の「ザ・男メシ」って感じだからな。正直、ここで一度でもメシを食うと陸軍に戻りたくなくなる。

「あの王様……料理の才能だけは認めざるを得ない」

「ホントにおいしいのです。王様の考える料理は」

　いつの間にか隣にカエデが座っていて、同じメニューを食べていた。

「それに生野菜が食べられるってことも凄すごいのです。王都から道を繫つないだ、ここから一番近い村で用意させているのですよ。兵へい站たん線せんを容易に維持できる、道の力は偉大なのです」

「造った道路が早速役に立ってるのか」

「この輸送力があれば、食料問題はほぼ解決したと言っていいのですよ。不足してるところには、余ったところから持って行けばいいのですから。これからは日持ちの関係で輸送できなかった食品でも送れるようになるのです」

「……そこまでわかってやってるのか。あの王様は」

「凄い人なのですよ。怖いくらい先見の明がある人です」

　いや、それをちゃんと理解しているお前も凄いと思うぞ。少し間延びしているところもあるが、カエデは基本高スペックだ。魔法も使えるし、頭もキレる。だからこそ、王様から大だい抜ばつ擢てきを受けたんだろう。……幼馴染みとしては少し悔しい気もする。

　……俺も、もっと頑張らないとな。

「さて、食べ終わったらハルは寝るのですか？」

「そうだな……疲れたし、寝とくか」

「なら膝枕してあげるのですよ」

「ぶほっ！」

　飲みかけていたお茶を吹き出してしまった。

　途端に周囲の視線が集まる。その大半は俺に対する男どもの殺意だった。

　幼馴染みの贔ひい屓き目めを抜きにしても、カエデは可愛かわいらしい。特筆すべきほどではないがスタイルだって悪くないし、キツネ耳やしっぽだってチャームポイントだ。禁軍内でアイドル扱いされているのも納得できてしまう。王様はカエデが舐なめられないように俺に配下を統率しろと言ったが、ぶっちゃけカエデがお願いするだけで、こいつら喜んで死地に赴くと思うぞ。そのぶん、カエデと親しい俺には殺意が向けられるわけなんだが。

「げほっ……なに言い出すんだよ！」

「少し前に王都の公園で、姫様が王様にやってあげてたって話題になってたのですよ」

「人目のある場所でよくやるな……」

　まあ婚約者なんだし別におかしくはないか。仲が悪いよりは断然マシだし。

「来年にはお世継ぎもできそうだと話題です。名前当てのトトカルチョは、王様が召喚された異世界人ということもあって、候補が絞れなかったみたいですが」

「……他人事だと思って勝手なことを言ってくれるな」

「!?」

　急にかけられた声に驚いて振り返ると、肩を落として溜ため息いきを吐つくソーマ王と、顔を真っ赤にしたリーシア姫様がテントの入り口をくぐったところだった。

「やあ、二人とも。元気だったか？」

　ソーマ王は気さくな感じで、そう声を掛けてきた。

「元気なのですよ。陛下も姫様もお変わりないようですね」

「まあ変わってないよな？　リーシア」

「そうね。少しは王としての自覚を持って欲しいくらいよ」

　ソーマ王と姫様はそのまま自然に俺たちのテーブルに着き、カエデと談笑を始めた。

　え、これ、どんな状況？　俺とカエデの対面にソーマ王と姫様が座っていて、入り口近くに喫茶店のときもいたダークエルフが控えている。青髪の女性がいないぶんだけマシだと思えてしまうのは、あのときのことがトラウマになっている証あかしだろう。

　するとソーマ王がこっちに話を振ってきた。

「ハルバートも、禁軍には慣れたか？」

「はっ！　問題ありません！」

「硬いなぁ。あのときの威勢はどうしたんだよ」

「あのときは申し訳ありませんでした！　陛下に対し大変なご無礼を……」

「国王命令だ。敬語はやめてくれ。あと陛下もな。ソーマでいい」

「いえ、ですが……」

「〝ハル〟、聞こえなかったのか。これは命令だ」

「……わかり、わかった……ソーマ」

「それでいい。ちょうどタメ口で話せる同年代の男が欲しかったんだよ」

　ソーマ王……ソーマは満足そうに頷うなずいた。なんなんだまったく。

　まあ本人が良いって言うなら良いか。俺もあんまり敬意は持ってないわけだし。

「それで……ソーマはなんでここに？」

「視察だ、視察。道路建設の進捗状況を見にな」

「言われなくても真面目にやってるぜ」

「そうみたいだな。ここに来るときに通ってきたよ」

「感謝しろよ。めちゃくちゃ苦労したんだからな」

「うまいメシに報酬だって出してるだろ。十分報いている」

　タメ口にもすぐに慣れた。ソーマももともと、王様って雰囲気じゃないしな。

　俺たちの昼飯が終わるのを見計らって、ソーマは立ち上がった。

「それじゃ二人とも、ちょっと道路視察に付き合ってくれないか。リーシアに道路建設について説明したいんだ」

「……カエデだけじゃダメなのか？　ここの最高責任者だろ」

「実際に造ってるところを見せたいからな。それにこういうとき、上司の頼みを聞いてコネを作っとくと、あとで役に立つんだぞ？」

「どう役に立つってのさ」

「そうだな……いまゼルリンうどんのインスタント化の研究をさせているんだ。お湯で戻すだけで、いつでもどこでも陣地でも、ゼルリンうどんが食べられるって代物なんだが、その試作品をこの部隊に回すことくらいなら……」

「こちらです陛下。ご案内いたします」

　俺は立ち上がりソーマ陛下に敬礼した。インスタントゼルリンうどん。いいじゃないか。ただでさえ少ない陣中食のメニューが増えるこの機会、逃すわけにはいかない。この手の平返しを姫様やカエデが白い目で見ていたけど気にしない。

　だって食事は最優先事項だから！







　俺、カエデ、ソーマ、姫様、護衛のダークエルフの五人は道路舗装中の場所へとやってきた。そこでソーマは、作業手順を実際にやってみるよう俺に依頼してきた。

　まず道の両側になる部分に土を盛って見せた。

「こうやって土を両側に盛った真ん中に、あっちにあるドロドロを流し込むんだ」

　ソーマは姫様に、道造りの説明をしていた。

「あのドロドロしたものはなんなの？」

「『古代コンクリート』……火山灰と石灰を混ぜたものだ。時間が経たてば固まる性質を持っている。それでいて独特の粘度を持っていて、ひび割れも起きにくいし、その強きよう靱じんさは……あれを見ればわかるんじゃないか？」

　そう言ってソーマが指し示したのは、そこらの建物よりもでかいオオトカゲだった。そのオオトカゲは後ろに何輛りようもの車輪付きコンテナを引っ張っていた。コンテナの中には工事に使う資材や、兵士用の糧りよう秣まつなどが満載になっている。

　オオトカゲ『ライノサウルス』。

　オオツノリザードとも呼ばれる、鼻の上に生えた二本の巨大な角が特徴的な、超巨大トカゲだった（ソーマだったら『サイとコモドオオトカゲを足して二で割って、十倍くらい巨大化させた感じ』と表現するところだろう）。雑食性で温厚、人にも懐なつきやすいので大都市などでは、こんな風に大量の荷物を牽ひかせるために飼育されている。また一度暴れ出せば手が付けられない突進力を持ち、攻城兵器として利用される場合もあるとか。

「あのライノサウルスが全力疾走しても、ひび割れが生じないほどだ」

「それは凄いわね。そんなに硬いの？」

「いや、むしろ適度なしなやかさがあるから、加わる力を逃がせるんだ。俺のいた世界には、このコンクリートを使った二千年以上前の建物が残っていた」

　二千年ってこの国の建国より四倍も昔の建物がか。すげぇな。

「で、道の両側に立てている街灯は王都と同じものだ。野生生物が多いからあまり夜に行動することはないとは思うけど、これで夜でも道に迷うことはないだろう。そして植えている街路樹だけど、神護の森原産の『退魔樹』だ」

「退魔樹？」

「アイーシャ、説明を頼む」

「はっ！　この退魔樹は魔物や野生生物の嫌がる波動を常に放出しているようなのです。おそらく大猪ジヤイアントボアなどに食い荒らされるのを防ぐためなのでしょう。神護の森では集落の周りにこの退魔樹を密に植え、魔物や動物たちの侵入を防ぐのに使っております」

「なるほど。簡易の結界みたいなものなのね」

　姫様の解答にソーマは満足そうに頷いていた。

「土地の知恵ってヤツだな。まあ、道みたいな広範囲になるものに密に植えた場合、生態系にどんな影響があるかわからないからな。完全に防がずに適度に間隔を空けて、近寄りにくくする程度に止とどめてある」

「どうして？　完全に防げたほうがいいんじゃないの？」

「じゃあリーシア。季節ごとに狩り場を変える灰色狼やレッドベアが、道のせいで移動できず、その地に留まり、エサがなくなって家畜や人家を襲うようになったらどうする？　あるいは同じく一カ所に留まって、エサがなくなった大猿や大猪ジヤイアントボアが、人里に下りてきて田畑を食い荒らしたり、その際に本来、山の中にしかいないはずのヒルなんかを人里にばら撒まいたり……なんて事態になったら？」

「絶対にやめたほうがいいのはわかったけど、なんでそんな具体的なの!?」

「害獣対策は地方自治体が共通に抱える問題だからな」

　ソーマが疲れた表情でそう言った。なんだ『ちほうじちたい』って？　俺とは違い、言っていることを理解できているっぽいカエデは感心しきりだった。

「はへ～、そこまで考え抜いているなんて、さすが陛下なのですよ」

「ん。まあ、元いた世界の知識を持ってきただけなんだけどな」

　目を輝かせるカエデと、そんなカエデの視線に照れているソーマ。

　そんな二人の様子を、姫様が少しむくれた顔で見ていた。

「あの、姫様？」

「なに？」

「顔、怖いですよ」

「そ、そう？……でも、人のこと言えないんじゃない？」

「え？」

　と、そんなときだった。

「そんな！」

　急にあがった声に、なにごとかと見ると、ダークエルフが手にした紙を見ながら血相を変えていた。震える肩には白い鳥が乗っている。あれは伝書クイか？

　クイという鳥の帰巣本能と飼い主が放つ波動を遠くまで感知できる習性を利用して、個人と特定の場所とで連絡が取れる、玉音放送のような反則気味の通信手段を除けば、現状最速の連絡手段だ。ということは、どこからか連絡が入ったのだろうか。

「どうしたんだ？　アイーシャ」

　ソーマが尋ねると、ダークエルフは震える唇で言った。

「いま、神護の森より連絡が来て、『大規模な地滑りが発生した』と！」





◇　◇　◇






「ダークエルフの里の長おさをしている父上から連絡が来たんです。『昨夜、突如地滑りが起きて集落の半分ほどを飲み込んでしまった』と。ここのところ神護の森では長雨が続いていた……そうです。行方不明者……多数……うぅ」

　途中でつまりながら、アイーシャはそう報告した。

　故郷や家族がとんでもない災害に見舞われたのだ。相当ショックなはずだ。

　……心配だけど、慰めている時間はない。この状況下、なにをどう動かすべきか。黙って考え込んでいたら、ハルが「おい、慰めるくらいしてやったら……」と言って来たけど、俺が言い返すよりも前に、カエデに耳を引っ張られていた。

「王様はちゃんと考えてる。邪魔しちゃダメなのです」

　引き摺ずられていくハル。良くできた幼おさな馴な染じみじゃないか。

　……よし、考えはまとまった。俺は顔を上げると即座に行動を起こした。

「この部隊でダークエルフの里の救援に向かう！」

　俺がそう宣言するとハルが耳を押さえながら、目をパチクリとさせていた。

「この部隊って、ここには五十名程しかいないぞ」

「災害救助は時間との勝負だ。王都に戻っている時間はない。幸い、ここは王都よりも神護の森に近い。まずこの部隊を、先遣隊として派遣する！」

　そして俺はそれぞれに指示を出した。

「リーシア、王都に戻って救援部隊の派遣を要請してくれ。そしてハクヤに言って食料品や衣料品、テントなんかの救援物資をダークエルフの里まで届けさせろ」

「わかったけど……王都の方で働いている〝意識〟はないの？　あるならそれで連絡を取った方が早いんじゃない？」

「無理だ。【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】の有効範囲は百メートルくらいしかない。人形ならその有効範囲を無視できるんだけど、書類仕事ができないから置いてこなかったんだ」

　こんなことなら人形を一体でも残しておくんだった。そうすれば異変があったことだけでも伝えられたかもしれない。……いまさら悔いてもしかたがないか。

「そんなわけだから、誰かが直接要請に行くしかないんだ」

「わかったわ。任せて」

「来るとき連れてきた護衛は連れてけよ！　途中でなにかあったら洒しや落れにならない」

「大丈夫だと思うけど……了解。そっちも気をつけてね」

　リーシアはすぐに走っていった。一国の姫様を使いっ走りにするのも、よく考えたら凄すごいことだけど、リーシアも気にしていないだろう。ここらへんはもう阿あ吽うんの呼吸だ。

「アイーシャ、ここから神護の森までどれくらいかかる」

「早馬で半日。通常の行軍ペースですと、どんなに急いでも二日はかかるかと」

「二日……災害発生の時刻は？」

「なんでも深夜の丑うし三みつを回った頃だとか」

「もう半日近く経っているのか。どんなに急いでも発生から二日半……七十二時間まで半日しかないのは厳しいな」

　するとハルが「なんなんだ。その七十二時間って」と聞いてきた。

「こういう自然災害のとき、そこを過ぎると要救助者の致死率が跳ね上がるという、ボーダーラインがあるんだ。それが災害発生から丸三日間。『七十二時間の壁』だ」

「すまん。もう少しわかりやすく言ってくれ」

「七十二時間以内なら救える命は多いってことだ」

「なるほど……って、それならこんなところでモタモタしてないで、さっさと神護の森に向かった方が良くないか!?　丸二日かかっちまうんだろ？」

「わかってる。馬車はないのか？」

「もともと行き帰りのときだけ、馬車で運んでもらう手はずになっていたからな。五〇人分の馬車を用意するとなると、それだけで時間がかかっちまうぞ」

「くそっ。なにか他に移動手段は……っ！」

　俺はあるものに気が付いた。ハルたちも俺が見ている先を見て、息を吞のんだ。

　視線の先にいたのは資材の入ったコンテナを牽く、サイとコモドオオトカゲを足して二で割って、十倍くらい巨大化させた感じのオオトカゲ『ライノサウルス』だった。でかい図ずう体たいだけど、これで機関車並みの速度で走り続けることができる。

「……なあハル、カエデ」

「なんだ？」

「なんなのですか？」

「相当酔うだろうけど、大丈夫か？」

「私は乗り物酔いには強いのです」

「……我慢する」

「そうか。なら俺も我慢しよう」

　俺は禁軍兵士五十名に対し、即座に号令を出した。

「コンテナ内の資材を全て降ろせ！　幸い神護の森の近くまで道は通っているが、森の中では徒歩移動になる！　荷物は軽い方が良い！　降ろした資材はこの場に放置！　紛失したとしても咎とがめん！　俺が始末書を書いて、ハクヤにお小言をもらうだけだ！　あと、食料品だけは全て持って行け！　救助に向かっておいて、現地人にメシをたかるなんて格好悪いマネはできないぞ！」

「「「　はっ！　」」」

　指示に従い、テキパキとコンテナ内の資材を降ろしていく禁軍兵士たち。

　さすがに土木建設ばかりやらせているせいか動きが良い。手際よく、協力して資材を運び出す姿は熟練の引っ越し業者にも見えた。実に頼もしい。

「いや、俺ら軍人だからな？」

「無駄口叩たたいてないで働くのですよ、ハル」

　カエデは大の男が数人掛かりで持ち上げるような大きな資材を、魔法で軽々と運び出していた。土系の魔法というのはつまるところ重力操作の魔法らしい。なにもない場所から土や石を生み出すのではなく、既存の土や石を操るのだ。だからこんな芸当もできるのだろう。大活躍だな。……いま一番役立たずなのは間違いなく俺だな。人並みの力仕事しかできない俺が軍人の輪に加わっても邪魔になるだけだろう。

　仕方なく作業を黙って見守っていると、アイーシャが寄ってきた。

「陛下……」

　弱々しい、いまにも頽くずおれそうな顔をしていた。

　人材募集のとき以来、アイーシャはずっと護衛役として常に傍らに控えているので、いろんな表情を見てきた気がする。直じか談だん判ぱんしたときの決意に満ちた顔、凜り々りしい武人の顔、食べ物をおいしそうに食べる子供みたいな顔、その食べ物をお預け食らったときの捨て犬のような顔……いろいろ見てきたけど、こんな顔は初めて見た。

　自分とは比べものにならないほどの戦闘力を持つ少女の、こんな弱々しい姿には胸が痛んだ。護衛役として常に俺を守ってくれているアイーシャだけど、いまは俺が彼女を守るべき場面だろう。俺のとほぼ同じくらいの高さにある、彼女の頭に手を置いた。

「へ、陛下？」

「任せろ」

　引き寄せ、俺の肩に彼女の額をのせる。

「俺は力も無いし、アイーシャより遥はるかに弱いけど、多くの人間を動かせる立場にある。だから任せろ。救える命は、救える限り救ってみせる」

「陛下……陛下ぁぁぁ！」

　肩に顔を埋めてアイーシャは泣き出した。そんな彼女の頭を俺は優しく撫なでる。

　支度が終わるまでの間、泣きじゃくるアイーシャを慰め続けた。







　神護の森はこの国の南側に位置する森林地帯だ。

　名前の由来は巨大なカモシカの姿をした神獣が、この森を護まもっているという伝説から来ているそうだ。もっとも、近年ではその姿を見たという者はいないそうだけど、いまも存在している証あかしとして、その加護によりこの森はイナゴに襲われることも、干ばつで干上がることも、寒波で凍り付くこともなく、常に青々とした木々に満ちているのだという。加護でのみ、その存在を知らしめる神獣……本当にいるのだろうか。そんな神獣と森の守護者を〝自称〟しているのがダークエルフ族だった。

　森の規模はだいたい富士の樹海ぐらいはあるだろう。『森』とは言っているが、実体はダークエルフ族の自治領で、もともと排他的な一族なので他種族が森に入ることを認めていない。アイーシャも侵入を取り締まって欲しいと直談判に来たわけだし。
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　今回、五十名近く（後続部隊を含めれば数百名）の人間が救援のため、森に入っているわけなのだけど、これはダークエルフ族の長の娘であるアイーシャの要請によるもので、特例扱いになるらしい。森に住み、自治を守り、よそ者の介入を嫌う。

　実際、土砂災害に見舞われているのにもかかわらず、王都に救援要請は出していないらしい。もしアイーシャに連絡が行かなかったら、俺たちはそんな災害の発生さえ知ることができなかっただろう。自分たちの問題は自分たちだけで解決する姿勢は立派だけど、そのせいで失われる命の数が跳ね上がるなんてバカげている。

「外の世界を見ようとしないから頭がガチガチになっているのです。私が陛下と接触し、陛下が私の意見を受け入れてくれたことで、変化の兆しが見えていたのですが……」

　神護の森の中を歩きながら、アイーシャが悲しそうに言った。

「森の中だけで暮らしていける時代ではないのです！　魔王領の脅威だって、いつ南下してくるかわからないじゃないですか！　森の中に引き籠もっていれば、いざというとき神獣様が助けてくれると本気で信じているのでしょうか！　神獣様は森に加護を与える存在であって、ダークエルフ族の守護獣ではないというのに！」

「お、おう……」

「だからダークエルフも、もっと広く世界を学ぶべきなのです！」

　アイーシャが熱い。久々に立派な姿を見た気がする。

「それに森の中にいたら、陛下のおいしい料理が食べられないじゃないですか！」

　……訂正、やっぱりアイーシャはアイーシャだった。

　まあ、張り詰めているよりはずっとマシだけどな。







　ダークエルフの集落に着いてすぐ、二十代くらいの美青年のダークエルフに出迎えられた。

「おお、王よ！　よくぞいらしてくださった」

　端整な顔立ちは少しアイーシャに似ている気がする。もしかしてお兄さんだろうか。背は高く百九十はありそうだ。頭や腕にした装飾品から身分が高いことが窺うかがえるが、着ている上等そうなローブは土で汚れていた。少し疲れているように見える。

　その青年エルフの前で、アイーシャは自分の胸をドンと叩いた。

「父上、陛下をお連れして参りました」

「よくやってくれた。そなたが王と懇意であったこと、神獣様のお導きであろう」

「父上!?」

　俺が驚くと青年エルフは疲れた顔で微笑ほほえんだ。

「王よ、お初にお目にかかります。私めはダークエルフの長でアイーシャの父、ボーダン・ウドガルドと申します。いつも娘がお世話になっております」

「あー、はい。えっと……若いんですね」

「純粋種のエルフ族は、一定の年齢で肉体の成長が止まるのです。寿命も人間の三倍近く長いですし、こう見えて、もう八十年生きております」

　なるほど。物語に見るエルフ・ダークエルフ観とだいたい同じなわけか。エルフ族は寿命が長く、若い時間が長く、美男美女揃ぞろいっていうものな。でも、ハーフエルフのマルクス侍中は普通におっさんだったよな？　ハーフとかだと寿命や成長の仕方も違ってくるんだろうか。それはともかく、アイーシャに小声で話しかけた。

（「なんか歓迎してくれてるが、ダークエルフは排他的って話じゃなかったか？」）

（「父上は文化開放派の筆頭でして、外との交流にも理解があります。陛下の下へ陳情に行くことに、唯一賛成してくれたのも父上でした」）

（「なるほどね。アイーシャが掟おきてみたいなのに拘こだわらないのは、この人の影響か」）

　俺はボーダンさんと握手を交わした。

「国王（代理）の相そう馬ま一かず也やです。アイーシャの要請により、救援に参りました」

「よくぞ来てくださいました。それと、王なのですから敬語はおやめ下さい」

「……わかった。これでいいか？」

「はい。それにしてもまさか、王自ら来られるとは思いませなんだ」

「たまたま視察中だったんだ。とりあえず手近の禁軍五十名を先遣隊として連れてきた。数日後には支援物資を持った第二陣も到着するはずだ」

「ありがたいことです。本当なら里を挙げて王の行幸を歓待したいところですが、なにぶんこの様な状況ですのでご容赦いただきたい」

「わかっている。……酷ひどい状況だ」

　ダークエルフの集落は『退魔樹』が円形に密に植えられた中にある。

　森の中にはこういった集落が点在していて、ダークエルフたちはその中で生活しているらしい。神護の森を国と見るならこの集落は首都にあたり、ここで暮らすダークエルフの数も他に比べれば桁違いに多い。

　そんな集落の東側三分の一くらいが土砂でえぐり取られていた。東側にある少し小高い程度の斜面が崩れたようだ。長雨の影響なのか剝むき出しになった地面を、かなりの量の水が流れている。これは地盤が相当弛ゆるんでいるのかもしれない。いまは晴れているのがせめてもの救いか。これで雨が降っていたら、再崩落に怯おびえながらの作業になったところだ。

「被害状況は？」

「すでに百名近い死傷者が出ています。行方不明者もまだ四十名以上います」

　多いな。短時間でどれだけ助けられるかが勝負だ。

「さっそく救助を始めよう。ただ二次災害の危険があるから、女子供は避難させた方が良い。それと人手を割いて山を見張らせてくれ。ちょっとでも山が動いたり、変な音がしたりしたら報告させるんだ。救助中に再度崩れたら洒しや落れにならない」

「ただちに。他になにか私どもにできることはありますか？」

「行方不明者のリストを作成してくれ。安否確認がとれた順に消していくんだ」

「承知しました」

　ボーダンさんと話をまとめると、俺はアイーシャと禁軍に指示を出した。

「アイーシャ」

「はっ！」

「女子供を崩れそうにない場所にまで退避させる。場所はボーダンさんと相談してくれ。お前は護衛として彼らを無事に送り届けること」

「はっ、承知しました！」

「よし。禁軍全員はこれより、安否不明者の捜索活動を開始する。穴掘りスキルは高いだろ。耳を澄まし、土の中で助けを求める声を聞き、慎重に彼らを救助せよ！」

「「「　はっ！　」」」

「だが、絶対無理はするな。また崩れそうだと思ったら救助中であっても退避しろ。救助する側には、一人の犠牲者を出すことも許されん。いいな！」

「「「　はっ！　」」」

　禁軍兵士たちの返事に頷うなずき、俺は号令を出した。

「これより救助活動を開始する！」







　救助活動は総力戦だった。

　皆が一丸となって自分にできることをする。安否不明者の名前を呼び、耳を澄まし、少しでも反応が有れば土砂を慎重にどける。里の男衆も禁軍兵士も関係なく、協力して土砂をどかし、倒木を解体していき、下敷きになっている者たちを引っ張りだす。カエデは魔法で大岩をどかしているし、里の女性たちは炊き出しや負傷者の手当をしていた。

　俺は俺で、ハルと組んで捜索活動に当たっていた。

「ハル、その太い木の下だ！　まだ息があるぞ！」

「はあ!?　声なんて聞こえないぞ？」

「いるんだよ！　いいから掘れ！」

　ハルは怪け訝げんそうな顔をしていたが、その場所を掘ると中から少女の手が出てきた。

「マジかよ……待ってろ、すぐ助けるからな！」

　ハルが土砂をどかしていき、ダークエルフの少女を引きずり出した。もともと褐色肌だからわかりにくいけど、血色が悪いように見える。ずっと濡ぬれた土の中にいたのだから当然だ。残暑の時期で良かった。もう少し秋が深まっていたら、埋まっている間に凍死しかねない。俺が毛布を取ってきて戻ると、ハルは少女を抱きしめ背中をさすっていた。

「よく頑張ったな。もう、大丈夫だから」

「……うぅ………うわあああああああああああ」

「大丈夫！　もう大丈夫だから！」

　泣き出してしまった少女を必死にあやすハル。

　こういうとき男はダメだと思う。俺もハルもオロオロして、ただ「大丈夫だから」と繰り返すことしかできなかった。少女を毛布でくるみ、彼女が落ち着くのを待ってから近くにいた禁軍兵士の一人を呼び寄せた。

「この子を安全な場所へ」

「はっ！　了解いたしました！」

　兵士に抱えられていった少女を見送ると、ハルが俺に尋ねてきた。

「よくあの子がいるってわかったな。声なんて聞こえなかったぞ」

「こうしてる間にもずっと探索してるんだよ」

「探索魔法でも使えるのか？」

「微妙に違うけど……これを使っているんだ」

　ハルに向かって差し出した手の平に、土からはい出した小さなモノが、ちょこんと飛び乗った。それを見てハルは目をパチクリとさせていた。

「それは……ネズミ？」

「木彫りの、な」

　体長十センチ程度の木彫りのネズミだった。これを俺の能力【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】で操って、瓦が礫れきの下の要救助者を捜索しているのだ。俺の能力は人形ならば長距離まで動かせるのだけど、どうやらそれは生き物を模したものであればいいようだ。こうしている間にも四匹の木彫りネズミが、さながら本物のネズミのような動きで要救助者の捜索に当たっている。

「よくそんな物を持ち歩いていたな」

「リーシアとのデート中に露店で見つけてな。なにかに使えると思って、護身用キャリーバッグの中に入れておいたんだ」

　ちなみにキャリーバッグの中には他に『ムサシ坊や君人形（小）×２』も入っていて、そいつらには現在、周囲の警戒をさせている。山肌が崩れて道が悪くなっているところでも、体重の軽いあいつらならぴょんぴょん跳んでいけるからな。

「ソーマの能力って案外凄すごいんだな」

「ああ。内政以外で初めて役に立った気がす……うっ」

「ちょ、いきなりどうした!?」

　俺はその場にうずくまり、吐いた。嘔え吐ずく俺を見て、ハルが心配そうに声を掛けてきた。

「お、おい、ソーマ」

「うぉええ……げほっ、げほっ……」

「だ、大丈夫かよ。なんで急に吐きだしてんだよ」

「……げほっ、……わ、悪い。捜索中の木彫りネズミの一匹が……損壊の激しい遺体を急に見つけたもんだから……」

「損壊って……」

「目玉がな、」

「いやいい！　聞きたくないから！」

　ハルは顔を背けて耳を塞いだ。俺は目の前の土砂を見つめた。

　ニュースで災害現場の様子が語られる際、クローズアップされるのは被災者の悲劇と、生存者の奇跡ばかりだ。しかし実際に体験してみた災害現場は、これほどまでに地獄めいている。一般人には厳しい現実だ。心が折れそうになる。

　でも、いまはそんなことも言っていられない。

「ハル！　左前方五十メートルの岩陰に要救助者二名発見！」

「！　わかった！」

　―――いまはただ、心を押し殺して。







　懸命の救助活動は続けられた。

　あれから多くのダークエルフたちが、土砂塗まみれの瓦礫の中から掘り出された。

　みんなどこかしらにケガを負い、救助後も楽観視できない重傷を負っている者もいる。土砂の中から引っ張り出しても、すでに事切れている場合も多い。救助者の生者と死者の割合は、半々からやや死者の方に傾いていた。この村に着いた当初、ボーダンが言っていた「百名近い死傷者」のうち死者の割合は二割程度だったことを考えると、時間の経過と共にどんどん条件が悪化していっているのがわかる。

　捜す側の疲労の色も濃い。交代で休ませてはいるけど、災害発生からすでに三日目だ。

　ダークエルフたちはもちろん、長距離移動から丸一日以上捜索している兵士たちも辛つらいだろう。もうかなりの数の要救助者が（生死の違いはあるが）掘り出されたはずだ。一度ボーダンさんに、あと何名見つかっていないのか確認を取った方がいいだろう。被災者が絞れるなら、いると思われる部分の捜索に重点的に人員を割ける。

　そう考えていると、

「神獣よ！　なぜなのですか！」

　そんな悲痛な叫びが聞こえてきた。見ればボーダンさんにどことなく似ているダークエルフの青年（？）が、地面に腕と頭を打ち付けながら慟どう哭こくしていた。女子供を避難させて戻ってきてから、捜索活動に加わっていたアイーシャに尋ねた。

「アイーシャ、あの人は誰なんだ？」

「あの人は……ロブトール・ウドガルド叔父上です。父上の弟に当たるお方です」

「泣き叫んでる理由はやっぱり……」

「はい。妻子、つまり私の叔母上とその娘さんがまだ見つかっていないのです」

「それは……辛いな。アイーシャは大丈夫なのか？」

「それが……父上が開放派筆頭なら叔父上は保守派筆頭でして、家族との付き合いはあまりなく……まだ小ちっちゃい娘さんは可愛かわいかったので、痛ましいのですが……」

「そうか……」

　デッドラインの七十二時間はすでに過ぎている。まだ見つかってないとなると……。

　するとロブトールさんがこっちを見た。俺たちに気がつくと、よろけながら迫ってきた。

「王……王よ、……なぜなのです」

　ロブトールさんが俺の襟首に手を掛けたものだから、アイーシャが怒気を発したけど、俺はそれを手で制した。彼の手は絞め上げるというより、縋すがり付くように襟元を摑つかんでいるだけだった。ちょっと振り払うだけで頽くずおれてしまうだろう。

「王よ。私は森を守ってきたつもりです。なのになぜ、森は我が家族を……」

「………」

　アイーシャの方に視線を送ると、

「叔父上は間伐に反対していたのです。森の守護者であるダークエルフが、不必要に木々を伐採するなどとんでもないことだと。ちょうど崩れたのは叔父上が反対したため、間伐が行えなかったところでした」

　そう教えてくれた。それは……なんというか……。

「王よ！　なぜなのです！　なぜ私が守った森が我が家族を滅ぼすのですか！　私もボーダンたちのように木を切っていれば、家族は助かったとでも言うのですか！」

「それは……わからない」

「そんな！」

「確かに適度に間伐して下草を育てて土の保水力を高めていれば、土砂崩れが起きにくい環境にすることはできる。だけど、それはあくまでも〝起きにくく〟するだけだ。今回みたいな長雨が原因だった場合……どこで起こってもおかしくなかった」

「そんな……それではただ、運が悪かっただけだと……」

「土砂崩れの発生箇所に関してはそうだ。だけど、間伐は常に森の中での作業になる。異様な音が聞こえる、森が動いているように見えるなどの、土砂崩れの前兆に気付きやすいのはたしかだ。気づけたなら対策も立てられるし、避難だってできただろう」

　これは山の斜面を、棚田として運用することの利点としても言われていることだ。

　木を伐採して棚田を作れば、土砂崩れが起きやすくなるように思えるけど、実は人的被害が発生する土砂災害は起きにくくなるらしい。常に人が入り続けるため、土砂崩れの兆候にすぐに気がつくことができ、対策も立てやすいのが理由だ。土砂災害の対策として最も大事なのは、森を見続けることだ。現代日本みたいに土石流感知センサーなんてないのだから、余計に人の目が重要になる。

「森を守ってきたのは……間違いだったのでしょうか」

「守っているという意識自体が間違いだ。自然は人に守られるほど弱くはない」

　神護の森の木々は寿命が長いと、アイーシャは言っていた。だからもやし林になっていることにも気付かず、地盤が弱くなっていることにも気付けなかったのだと。たまたまなにも起こらなかっただけなのに、自分たちが守っていると思いこんでしまった。

「自然を破壊するのが人類のエゴなら、守ろうとするのもまたエゴなんだ。本来なら、破壊と再生を繰り返すはずの自然に、人類に都合のいい状態のままでいてもらうわけだからな。人にできるのは間伐などで手を加えて、森を共存可能な状態で維持していくことだけだ。寝た子を起こさないようにな」

「………」

　そのとき、捜索中だった木彫りネズミの一匹がなにかを発見した。

「いた！　親子二名発見！」

「ど、どこなのですか!?」

「待て……左斜め前方の倒壊した民家から、山際に二メートルの地点だ！」

　急いでその地点へと向かい土砂を除去する。すると崩れた木材の隙間から女の子と、その母親と見られる女性が発見された。母親と見られる女性は、娘を守ろうとしっかりと抱きかかえていた。その二人を見てロブトールさんは声にならない声を上げていた。この女性たちが妻子なのだろう。

　引きずり出して見ると、女性のほうはすでに事切れていた。

　ダメだったか……そう思ったとき、アイーシャが声を上げた。

「陛下！　子供の方には息があります！」

「至急救護班の下へ！　絶対に死なすな！」

「承知！」

　女の子を毛布でくるみ抱えていったアイーシャを見送ったあと、妻の遺体の前で泣き崩れているロブトールさんを見た。一人にすべきかとも思ったけど、この人にはまだ守るべきものがあるんだ。ここで立ち止まられては困る。肩に手を置き、静かに言った。

「奥さんは、娘さんを守り抜いたんだな」

「……はい……」

「しっかりしろ！　今度はアンタの番だろう！」

「！　はい……はい……」

　ロブトールさんは嗚お咽えつまみれの声で何度も頷うなずいた。

　それからしばらくして、リーシアが呼びに戻った救援部隊第二陣が到着した。行方不明者の全員捜索完了をもって、先遣部隊はその任を解かれることになった。

　以後の復旧作業は人数装備ともに充実している第二陣に引き継がれる。

　最後に犠牲者に対して黙もく禱とうを捧ささげて、先遣部隊は王都への帰路に就いた。全身泥だらけで疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった先遣部隊の面々は、ほとんどトラック輸送される冷凍マグロのようにコンテナに詰め込まれた。ハルもいまごろは、カエデに膝まくらされながら、ぐったりしていることだろう。

　俺も似たような状態で、迎えに来たリーシアと一緒に馬車に揺られていた。アイーシャは里に置いてきた。さすがに故郷があんな状態では、役目に集中できないだろう。しばらく神護の森に留とどまるように言ってある。

　車窓にもたれながらウトウトしていると、

「今回、私はなにもできなかったわね」

　リーシアが悲しそうな声で言った。

「救援部隊を呼びに行ってくれただろう。みんな、全力を尽くしたさ。むしろ……なにもできなかったのは俺のほうだ」

「そんなまさか。現場では大活躍だったって聞いたわよ」

　フォローするリーシアに、俺は首を振った。

「俺の立場は国王だ。有事の際、現場で指揮を執るのは王の仕事じゃない。王の仕事は有事が〝起こる前〟に事前準備をしておくことだ。俺は……それを怠った」

「そんなこと……」

「禁軍の救援部隊としての運用は上う手まく行えたと思う。だけどそれ以上に至らなかった点が多い。情報伝達手段、長距離輸送手段、救援物資の各地方での備蓄、救援隊に付属する医療チーム、ＰＴＳＤ患者へのカウンセリングを行う精神科医の育成……なにもかもが足りなかった。食料難と三公の問題ばかりに目がいってて、これらの整備を怠った」

　窓に映る自分は、泥だらけでひどく疲れた表情をしていた。

　そんな俺をリーシアが心配そうに見つめていたけど、気付かないふりをした。
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　カーマイン公領の中心都市『ランデル』。

　さらにその中心に位置する陸軍大将ゲオルグ・カーマイン公の居城、ランデル城の会議室に、いま、この国の陸・海・空軍を総すべる三公が揃そろい踏みしていた。

　まず上座が陸軍大将にして、この城の城主ゲオルグ・カーマイン。

　軍服の上からもわかる筋骨隆々の逞たくましい身体からだに獅子ライオンの顔を持つ獣人族で、まさに歴戦の武人といった風貌だ。獣人族の寿命は人間族と変わらないのだが、五十を超えても全く衰えを見せていない。その場にいるだけで空気が引き締まるようだった。

　ゲオルグから見て右側に座るのが、海軍大将エクセル・ウォルター。

　和服に似た着物を纏まとい、青い髪に小さな鹿角を覗のぞかせる蛟こう龍りゆう族の美女だ。蛟こう龍りゆう族は千年以上も生きる種族であり、彼女もすでに五百歳を超えているのだが、その容姿は二十代半ばにしか見えない。ただ見た目とは裏腹に、その采配は年相応に老練だという。

　その対面に座るのが空軍大将カストール・バルガス。

　凜り々りしい青年といった風貌だが、赤い髪から生えた鬼のような二本角と、背中に生えた膜のある翼、トカゲのようなしっぽが特徴的な半竜人ドラゴニユートだ。年齢は百歳ほどだが、半竜人ドラゴニユートも五百年は生きる種族なのでまだ若わか僧ぞう扱いされる年齢だ。彼はまた、目に見えて不機嫌そうにしていた。

　二人の様子を見ながら、エクセルは溜ため息いきを吐ついた。

「……この会合は、無用な争いを回避するためのものだと思っていたのですが？」

「なんだエクセル公。あんな若僧を怖おそれているのか？」

　そんなエクセルにカストールが嚙かみ付いた。

「蛟こう龍りゆう族にその人ありと怖れられたエクセル公も、老いたのかねぇ」

「あら？　そんなお婆ばあさんを、五十年前に口説いたマニアは誰だったかしら？」

「うぐっ」

「それに、私を呼ぶならエクセル公ではなく〝お義母さん〟でしょ？」

「……はい」

　茶目っ気たっぷりに言い返されて、カストールは意気消沈した。実は、カストールにとってエクセルは初恋の相手であった。それが派手に玉砕したあとも忘れられなかったのか、後に出会った年齢の近い彼女の娘アクセラを見初めて結婚した。つまりカストールはエクセルの義息であるため、立場的には勝てるはずもない相手なのだ。

「カストール、貴方あなたはまだ王に反抗する気なのですか？」

「当たり前だ！　勇者だかなんだかしんねぇが、あの偽王は王位を簒さん奪だつし、リーシア姫に婚姻を迫り、国を乗っ取りやがった！　そんなヤツに従えるか！」

「そんなことを言っているのは、不正を追及されて逃げ出した貴族ぐらいのものです。王位の禅譲はアルベルト殿自身のご意志。リーシア姫とも仲むつまじい様子です」

「どうだかな！　そう見せてるだけかもしれねぇ！　そもそも国の立て直しなら、家臣のままでもできただろうが！　前王の治政になにか問題があったか？」

「………」

（問題はありませんでしたが、良い点も無かったのが問題なのです）

　エクセルはそう思ったが、仮にも前王に対して不敬すぎるので言葉には出さなかった。

　エクセルもアルベルトの禅譲の性急さには疑問を感じていたのだが、その後の推移を見る限り、英断であったといえるだろう。エクセルの記憶の中のアルベルトは、そんな英断ができる君主ではなかったのだが、彼は彼で成長していたのだろうか。

「だいたい、長年この国を守ってきた俺たち三公を、軽んじている態度が気にくわねぇんだよ！　王位を譲られてすぐ寄よ越こした手紙が、『従うか否か選べ』だぜ？」

「『改革に協力してくれるなら、食料支援や領内への道路敷設を行う』……でしょ？」

　三公領は王領に比べれば人口も少なく、軍を抱えているため備蓄もあったので、食料難もそこまで深刻ではなかった。しかし、この食料難に際し、三公領では軍の備蓄を開放し配給制にしたのだが、そのせいで需要が無くなった食料品店がまずつぶれていった。次に失業者が増えれば商品が売れなくなるので商店がつぶれ、その商店に品物を提供していた工房がつぶれるという負の連鎖になっている。

　その点、ソーマは支援を貧民のみにしぼり、必要以上の配給は行わず、これまで食べる習慣がなかった物を食べることを奨励し、道路を敷設して輸送力を高めることで乗り切ったので、経済規模の縮小は最小限に抑えられた。また三公領のうちウォルター公領だけは、独自に海上交易路を持っていたので、売れ残った商品を他国と取引することで、負の連鎖をギリギリで食い止めることができた。

（だけどそれは港街を持つ私の領だからできたこと。カーマイン公領もバルガス公領も内陸で交易路を持たない。とくに大所帯の陸軍や、逃げてきた貴族とその私兵を抱えるカーマイン公領の経済問題は深刻なはず。それなのになぜ、ゲオルグはこんなにまで頑かたくなに王に反抗しようとするのかしら？）

　そんなことを考えていると、カストールが咆ほえた。

「『エサをやるから服従しろ』ってことかよ！　なめやがって！」

「領民のためなら……それも仕方ないんじゃないかしら」

「気にいらねぇな！　エサで俺らを飼い馴ならせると思ってやがるのか！」

「誇りだけのペットなんて、王もいらないでしょうに」

　エクセルがそう言うと、カストールはバンッとテーブルを叩たたいた。

「……さっきからアンタはなんなんだ！　王を擁護してるみたいじゃねぇか！　アンタだってあの王が気に入らないから、王の協力要請を突っぱねていたんだろうが」

「一緒にしないでもらいたいわね。蛟こう龍りゆう族がなによりも優先すべきは、我が愛する湾都『ラグーンシティ』の安寧よ。それさえ保障されるなら従う用意があるわ」

　エクセルをはじめとする蛟こう龍りゆう族の価値基準はかなり特殊だ。

　蛟こう龍りゆう族は他のどんなものよりも湾岸都市『ラグーンシティ』を最優先に考えている。かつて蛟こう龍りゆう族の祖先は九く頭ず龍りゆう諸島の島の一つに暮らしていたが、諸島内の覇権争いに敗れ、海へと落ち延び、海賊となって彷徨さまようことになった。

　そして長い放浪の果てに、祖先たちがようやく築いた拠点が、いまの『ラグーンシティ』の前身だった。蛟こう龍りゆう族はようやく手に入れたこの地を守り、この地を愛し、この地を誇りに思っていた。この多種族国家『エルフリーデン王国』建国の戦争に参加したのも、ひとえにこの『ラグーンシティ』を守らんがためだった。

「『ラグーンシティ』のためになるならば、どんな相手にでもしっぽを振るし、『ラグーンシティ』を脅かす者あらば何人であろうとも滅ぼす。それが蛟こう龍りゆう族の誇りよ」

「はん、しっぽを振るのが誇りかよ」

「ええ。私は守るべき物のために戦う。気に入らないからってだけで、駄だ々だをこねている子供とは違うのよ。話し合いで済むならそれに越したことはないわ。ただでさえ周辺国が機会を狙っているというこの時期に、内輪で争うなどバカげているもの」

「……アミドニア公国か」

　エルフリーデンの西の隣国アミドニア公国。

　先々代のエルフリーデン国王の拡大路線を受けて、国土の半分近くを奪われることになったアミドニア公国は、虎こ視し眈たん々たんと失地回復の機会を狙っている。今回のソーマ王と三公との対立にも介入する気満々なようで、すでに三公に対し『偽王を討伐するなら援軍派遣の用意がある』という書簡を送ってきている。

「ったく、しつこい連中だぜ。魂胆が透けて見える」

「きっと王のところにも送っているでしょうね。王も受けるとは思えないけど、勝手に〝援軍〟を派遣してくるかもしれないわ。わかるでしょ？　いま争うことの愚が」

「けっ。なら、アンタだけとっとと、王の下に行けばいいじゃねぇか」

「いろいろと見極めてからそうさせてもらうわ。王と、貴方のことをね」

　エクセルは視線を黙だんまりを決め込むゲオルグ・カーマインに向けた。この部屋に通されて軽く挨拶をして以後、彼は瞑めい目もくしたままなにも発言していない。エクセルとカストールの言い分を聞いているのか、それとも一人で考えごとをしているのか。まさか眠っているわけではないと思うけど……エクセルはそんな彼の態度に苛いら立だちを覚えた。

「ゲオルグ、貴方はなにを考えているの？」

「……なにをとは？」

「あら、起きてたの。無論、本来この場の誰よりも、この国に愛国心と忠誠心を持っている貴方が、新王に対して敵対行動を取る理由よ」

「カーマイン公もあの偽王が気にいらねぇんだろ？」

「貴方には聞いていませんよ、カストール。答えなさいゲオルグ。偽王かどうかはさておき、治世は安定しています。なぜわざわざ波風を立てようとするのです」

　エクセルに詰問され、ゲオルグは重々しく口を開いた。

「あの王ではこの国は治まらぬと判断した。それだけだ」

「それはなぜ？　この国を追い詰めていた食料難・財政難を、いまにも克服しようとしている手腕のどこに不満があるというのです」

「そのために、あの王は多くの物を躊躇ためらいなく捨てる」

　ゲオルグは目を見開いた。それだけで周囲の空気がピリッとしたものになる。その空気にエクセルもカストールも息を吞のんだ。この場においては一番年少だが、見た目と精神は彼が一番成熟している。この国随一の武人が持つ貫かん禄ろくだった。

「あの王は異世界から召喚された者と聞く。それゆえ、もともと執着がないものだから捨て去ることに躊躇いがない。非効率的だと思えば歴史も、伝統も、兵も、家臣も捨てる。違うであろうか、エクセル公？」

「それは……」

　エクセルは言葉を失った。確かにソーマ王の治政にはそういった面が見られる。

「長年国に仕えてきた家臣を彼の王は捨てた」

「それは不正を行っていたからでしょう」

「それで背かれることになってもか？　この時期に国を危うくすることの愚は、先ほどエクセル公が申されたこと。その種を蒔まいたのは彼の王だ」

「その貴族たちを匿かくまっているのは貴方でしょうに」

「王に恨みを持つ者たちは王を討つ有効な駒となる。無論、戦後に復帰させるつもりなどないがな」

　そういって口角を上げたゲオルグの顔に、エクセルは戦慄を覚えた。

（この男、不正を働いた貴族たちをこの戦で使い潰すつもり!?）

　王を討ち、不正貴族たちを使い潰し、たとえ潰しきれなかったとしても、戦後に難癖をつけて処罰する。難癖の材料は沢山ある者たちだ。そして王都からは現王派と不正貴族のみが消える。その跡には自分が思うままに建築できる更地だけが残る。アルベルト王を復位させて傀かい儡らいとするも良し。あるいは自らが王として立つも良し。

　エクセルは立ち上がった。

「王位への野心に取り憑つかれたの!?」

「お、おい、落ち着けって。カーマイン公のことだ。王位簒奪なんて考えてないだろ？」

　カストールが取りなすと、ゲオルグは静かに頷うなずいた。

「無論。ソーマ王の排斥のあとはアルベルト王に復位して頂き、我らでお支えする」

「……どうだか」

　エクセルは腰を下ろした。平静を装ってはいるが内心はかなり焦っていた。

（予想以上に状況が悪いわ。これは最悪のシナリオ……ゲオルグとアミドニア公国が裏で繫つながっているという事態を、想定して動く必要があるかしら。くっ、カストールに分別があれば、二人でカーマイン公の手綱を握ることもできたかもしれないのに……）

　エクセルは義息の短慮さが恨めしかった。

　彼のもとには嫁がせた娘アクセラと、その子の生んだ孫が二人いる。いまのカーマイン公に勝たせるのは不安だ。しかしここでエクセルのみが王派についたとして、仮にソーマ王側が勝ってしまったら、反逆者カストールの妻子であるアクセラたちはどうなるだろう。この国の法では重罪人の親族は三親等まで同罪とされている。カストール家との縁を切ればウォルター家への連座は避けられるけど、その場合アクセラたちは……。

「カストール」

「なんだ？」

「アクセラとカルラ、カルルとの縁を切りなさい」

「!?　俺たちがあんな若わか僧ぞうに負けるっていうのか！」

「万が一のためです。王を相手にするならそれぐらいの覚悟で臨みなさい」

　エクセルはちらりとゲオルグの方を見たが、口を挟むつもりはないとばかりに黙って瞑目していた。負けたときの話をしているのに……これは自信の表れなんだろうか。

　一方、妻子と縁を切れと言われたカストールは、困ったような顔をしていた。

「アクセラとカルルはともかく……カルラは無理だ」

「なぜです！」

「……言っても聞かないからだ」

　その途端、会議室の扉がバンッと開かれた。

　開け放たれた扉から入ってきたのは、燃えるような赤い髪、金色に輝く瞳が印象的な美少女だった。歳としは十六、七くらいだろうか。レッドメタリックな重装の鎧よろいを着ていて、背中とお尻からはドラゴンの翼としっぽが飛び出している。

「カルラ……」

　エクセルが呟つぶやいた。彼女はカストールの娘カルラだった。顔立ちはエクセル似の、見目麗しい美少女なのだが、その気風は多分にカストールの血を継いでいる。女らしいことはなに一つせず、カストール率いる空軍部隊に加わって、訓練に明け暮れている。その美貌ゆえに言い寄る貴族・騎士の子弟は多いが、「自分より弱いヤツは夫にしない」と豪語している。実際、彼女の個人戦闘力はカストールに次ぐ空軍ナンバー２で、言い寄る男たちはことごとく返り討ちに遭っている。カストールは〝男親〟としては安あん堵どする反面、〝親〟としてはいき遅れるのではないかと心配という複雑な状況になっていた。

　そんなカルラがこの場に現れたことに、エクセルは嫌な予感がしてしょうがなかった。

　そして案の定、カルラの口から語られたのは、

「大母おおかか様！　父上が戦うと決めたなら、私も戦います！」

　という言葉だった。エクセルは青筋を立てて怒鳴った。

「なりません！　その年で反逆者となるつもりですか！」

「アルベルト王を廃位し、我が友、リーシアを手込めにしようとするなど許せません！　そのような不ふ埒らち者はこの私が成敗します！」

「誤解です！　ソーマ王は……」

「あー……無理だ、義母上。こうなったカルラはテコでも動かない」

　カストールがやれやれといった感じに肩をすくめていた。

「貴方たちは……まったく……」

　エクセルが頭を抱えたこのときも、ゲオルグは終始無言を貫いていた。
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　アミドニア公国公都ヴァン。

　縦に長いアミドニア公国国土の東側にあるこの国の首都だ。

　首都とするにはエルフリーデン王国との国境に近すぎるように思われるが、奪われた東側の領土奪還を諦めていないことの表れなのだろう。

　そのヴァンの中心にある城の政務室で、カイゼル髭ひげを蓄えた中年の男性が、書状に目を通していた。マントを羽織った姿はデップリとして見えるが、肩幅が広いからそう見えるだけで肥満体というわけではない。むしろマントの下は筋肉で満ちている。

　彼こそがアミドニア公王のガイウス８世だった。

「ほう……」

「どうしましたか、父上」

　傍そばに控えていた二十代くらいの軍服の青年が尋ねた。顔は整っているが、瞳には冷たい光が宿っていて、どこか薄ら寒いものを感じさせる。彼はアミドニア公国公太子ユリウス・アミドニアだ。ガイウスはユリウスに読んでいた書状を差し出した。

「ゲオルグ・カーマインからだ。ようやく〝立つ〟らしい」

「ほう、やっとですか。若き頃は息も吐つかせぬ苛烈な速攻で鳴らしたと聞きます。その様な御仁にしては随分と重い腰でしたね」

「年を取ったのであろう。もっとも聡そう明めいな頃のアレであれば、我らの誘いなんぞに乗らなかったであろうよ」

「確かに……」

　ガイウスはユリウスから書状を返されると立ち上がった。

「新王の宣戦布告と共に動く。王国に〝援軍〟を差し向けるのだ」

「ほう……それはどちらに対して？」

「どちらだと？　新王側には『三公側への』、三公側には『新王側への援軍』と答えるであろうな」

「なるほど、どちらにも従う義理はないわけですな」

「くくく、そういうことだ」

　顔を見合わせて暗い笑みを浮かべるガイウスとユリウス。

　そんな二人を傍で見つめる冷ややかな目があった。

（やれやれ……親おや父じ殿やバカ兄貴にも困ったもんや）

　冷ややかな目を向けているのは一人の少女だった。

　歳は十六、七くらいだろうか。その顔は兄ユリウスに似て端整だったが、彼のような冷酷な雰囲気はなかった。むしろ目はクリッとしていて、丸顔なので、タヌキのぬいぐるみのような愛くるしさがある。長い髪をうなじの辺りで二つ結んだ、お下げ型のツインテールが似合っている彼女は、この国の第一公女ロロア・アミドニアだった。

　ただ、見た目に反して彼女は、内心では毒舌（＋商人訛なまり）であった。

（ただでさえ少ないこの国の命数、さらに削りたいんか、このバカ父おや子こ）

　アミドニア公国は山岳国だ。金属資源は沢山あるのだが、その反面、耕作可能な土地が少なく、常に食料問題を抱えている。隣国のエルフリーデン王国でも食料難は深刻だったが、この国はその比ではない。なにせ少し不作になるだけで餓死者が出るのだから。

（せやから、少しでも豊かな土地を、と求める親父殿の気持ちもわからんでもない。せやけど、親父殿はウチが折せつ角かく捻出した資金を、全部軍事費につぎ込んでしもうた）

　ロロアはギリギリと奥歯を嚙かみしめた。

　ロロアは姫でありながら、ずば抜けた経済感覚を持ち、この国の財政全般を陰から支えていた。他国との交易により経済を循環させ、資源の輸出を絞り、加工品を輸出することで産業を保護・育成した。詰みかけているこの国が財政破綻を起こしていないのも、ひとえに、このロロアの才覚によるところが大きい。

　しかし、そんなロロアの才覚を、ガイウスたちは活いかし切れていなかった。

（稼いだ資金を新たな産業育成に使えば、更なる資金を獲得できたかもしれんのに、この経済オンチの戦バカたちは軍事費につぎ込むだけや。厄介なことに『軍事を強化しておけばどんな物でも奪える』と本気で信じとる。アホか。資金は使つこうて稼ぐ、そのサイクルに意味があるっちゅうのに、つぎ込むだけならただの浪費やないか！……なんて、ウチが叫んでみても、親父殿たちは聞いてくれないんやろなぁ……）

「ロロアもそう思うだろう？」

「ハイ兄上（ニコッ）」

　急に話を振られてロロアは愛想笑いと共に返事をした。

　実際は全く話を聞いていなかったのだが……。

（……この国はいよいよもってアカンかもしれん。ああ、エルフリーデン王国が羨ましいわ。人口も多いから税収も運用できる資金も多いやろうし、なにより王様が話のわかる人っぽいのがええな。まったく、隣の家の財布が羨ましくてしゃあない……財布？）

　そこでふと、ロロアはあることに気がついた。

（隣の財布が羨ましいんなら……ウチの財布とくっつけてしまえば良えんとちゃうやろか？　それもできるだけ合法的に……できるかな？……うん、できるかも。となればネルヴァを守備しとるじい様に連絡を取って……）

　ブツブツと一人で計画を練り始めるロロア。ハイリスク、ハイリターン。一世一代の悪巧みを始めたロロアが浮かべた笑みは、少しだけ父や兄に似ていたという。
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　エルフリーデン王国・首都パルナム。

　パルナム城の政務室で俺はハクヤから、食料問題に関する最終報告を聞いていた。

「資料にありますとおり、今年の秋の収穫は十分に期待できます。また、陛下が張り巡らせた交通網により人の往来が活発化し、商品も過不足なく全土に行き渡っております。無論、食料品もです。これにより食料問題は、概おおむね解決されたと見ていいでしょう」

「それは良かった。頑張ってきた甲か斐いがあったよ」

　長かったが、これでようやく一息吐ける。ずっとこの問題に取り組んできた身としては感慨もひとしおだった。しかし、

「ええ。これで安心して〝次の段階〟に進めます」

　そんな感慨などお構いなしに、ハクヤは言った。……次の段階、か。

「やはり……やらなきゃならないのか」

「気が重いですか？」

「まあな。必要なことだって、わかってはいるんだが……」

　そう。これは必要なことだ。

　政治思想家マキャベッリは『君主論』の中でこう言っている。

『君主が残虐な行為に手を染めれば平時にあってさえその座が危うくなる。しかし一部の君主は残虐の限りを尽くしても、内に謀反も起こさせず、外敵も寄せ付けず、平穏に一生を終える。これはその君主の〝残虐〟の使い方が上う手まいか下手かの違いにある』

『上手い者は我が身の危険に際し、一気に使う。使ったあとはそのことをきっぱりと忘れ、そのあとはできる限り国民の利益となる統治手法に変えたなら名君とさえ呼ばれる。逆に最初に禍根を絶てず、ずるずると残虐を繰り返してしまうのが下手な使い方だ』

　マキャベッリの『君主論』が長い間、キリスト教界や人道主義者から、批判される一因となった文章だ。ただ、ここでいう残虐は、一般市民を虐殺するようなものではない。権謀術数を駆使し、政敵などを徹底的に排除することを言っているのだ。一回の残虐行為で政権を安定させ、統治ができるならばそれは国民にとっても幸福になる。逆に政敵の顔色をうかがってろくな政策が行えなかったり、一回で禍根を絶てず、何度も謀反されては粛清するを繰り返したりしていれば、国民の信頼を失うことになる。

　マキャベッリが理想の君主と称たたえるイタリアの風雲児チェーザレ・ボルジアは、自分を迎え入れた有力貴族を宴の席で皆殺しにし、確固たる地位を築いた。織田信長は苛烈さを巧みに使い、田舎大名だった織田家を一躍、大大名にまで押し上げた。しかし、信長は結局、その苛烈さをずるずると続けたことで命脈を縮め、最終的には家臣に謀反されて命を落とすことになる。つまり〝残虐〟は君主にとって全てを断ち切れる伝家の宝刀であり、その常習性に取り憑つかれれば、早晩破滅することになる妖刀なのだ。

「前に言ったな。お前の策をこの残虐であると判断すると」

「はい。そして『やるからには一撃で決めろ』というお言葉を頂きました」

「できるな？」

「すでに準備は整ってございます」

「……ならいい」

　この国のためといっても、そこまで愛着があるわけじゃない。

　正義や大義なんかもない。じゃあなんのためにと考えていたら、不意に、リーシアたちの顔が浮かんできた。この国で暮らし、笑う、リーシア、アイーシャ、ジュナさん、トモエちゃんの顔。向こうの世界で失った繫つながり。こちらの世界でできた繫がり。

　俺はもう、彼女たちを自分の〝家族〟のように感じていた。




『一かず也や。家族を作りなさい。そして、その家族をなにがあっても守り抜きなさい』




　……そうだな、じいちゃん。家族は、なにがあっても守り抜く。

　そのためにも、俺は一いつ時ときだけ残虐な王となろう。

「これより〝征伐〟を開始する」
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　冒険者。それは神秘に満ちたダンジョンを攻略せんと挑む、ロマン溢あふれる職業。一方で、ギルドから斡あつ旋せんされる依頼クエスト（商人の護衛や害獣退治など）を引き受けて報酬をもらう『なんでも屋』でもある。さて、そんな冒険者なのだが、昨今、エルフリーデン王国の主都パルナムで流布されている最も新しい都市伝説に、

『着ぐるみを着た冒険者』

　……というものがあった。なんでもその冒険者は、体長一・七メートルほどの着ぐるみを着ているのだそうだ。獲物は背中に背負った薙なぎ刀なた。ずんぐりむっくりな体形はしているが動きは機敏で、腕もめっぽう立つらしい。ＰＴパーテイは組んでおらず、基本はソロで害獣討伐などの依頼クエストを受けているらしいのだが、たまに臨時メンバーを募集している冒険者ＰＴパーテイがあれば、参加して共にダンジョンに潜ることもあるそうだ。

　ちなみに冒険者ギルドにも、『ムサシ坊や君』という名前で登録されている。
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「えっと……キミが臨時でＰＴパーテイに入ってくれる冒険者さんかい？」

　冒険者ギルドにある依頼クエスト掲示板の前。

　男女四人の冒険者ＰＴパーテイ（構成は男剣士、男神官、女シーフ、女魔導士）の中の、男剣士さんが訝いぶかしがりながら尋ねたのは、ずんぐりむっくりとした着ぐるみだった。手には薙刀、背中に葛籠つづら、白絹で顔を覆い（実際は縫いつけられている）、そこから覗のぞくドングリ眼と太い眉は愛らしい。あれは誰だ！　雪だるまか！　起き上がりこぼしか！

　いや、ムサシ坊や君だった！

『………（ムサシ坊や君、手をパタパタさせて「そうだよ」のサイン）』

「あ、じゃあもしかして最近噂うわさの着ぐるみの冒険者って……」

『………（ムサシ坊や君、コクコクと頷うなずく）』

「そ、そうなのか……」

　男性アイドルのようなイケメン顔の、男剣士さんことディスの顔が引きつっていた。こんな戯おどけた格好をしているのだから当然だろう。ほかの仲間たちも困惑顔だった。

「おいおい、前衛が一人足りなくなったからって、こんなヤツ入れて大丈夫なのか？」

　勝ち気な目が印象的な美少女がそう毒づいた。この少しパンクの入った少女は、女シーフのユノだった。冒険者のシーフはもちろん、本物の盗賊などではなく、ＰＴパーテイではダンジョン内での索敵や罠わな解除なんかを担当する、近接戦闘もできる支援役だった。

　それを人の良さそうな青年、男神官のフェブラルがたしなめる。この神官というポジションも、回復役をそう呼んでいるに過ぎず、信仰心の有無はあまり関係なかった。

「ま、まあ格好はふざけていても、ちゃんとした冒険者だって噂ですし、問題はないかと。今日潜るのもダンジョンではなく、難易度も初心者レベルって話ですし」

「いいんじゃないの～。なんか愛あい嬌きようあるし～」

　ゆるふわな感じの美人さん、女魔導士のジュリアも、ふざけてムサシ坊や君にもたれかかり、モフモフとその感触を楽しみだした。ムサシ坊や君は少し迷惑そうにしている。そんな光景に苦笑いしながら、ディスはムサシ坊や君に手を差し伸べた。

「ともかく、今日はよろしく頼む」

『………（ムサシ坊や君、握手に応じる）』

「……もしかしてしゃべれない？」

『………（ムサシ坊や君、コクコクと頷く）』

「………」

「おいおい、本当に大丈夫なんだろうなぁ」

　ユノの疑問に答えられる者はいなかった。







　ムサシ坊や君を加えた冒険者ＰＴパーテイが向かったのは、王都の地下通路だった。

　この地下通路はもともと、敵に王城まで攻め寄せられたときに、王族を逃がすための通路だったそうだ。そのため、王族以外の者が通れば簡単には突破できないよう、通路は複雑に入り組み、地下は三層にもなっている。

　今回、冒険者たちが受けた依頼クエストは、この『地下通路の探索と、生息している生き物の調査（可能であれば駆除）』だった。

　というのも、先代のアルベルト王の時代から、この国は戦乱とは縁遠かったために、この通路の重要性が薄れ、まともにメンテされなくなっていたのだ。そのため、いつの間にやら大ネズミなどの巨大生物たちの住すみ処かとなっており、もはやダンジョンと言っても差し支えないような状態になってしまっていた。

　そんな地下通路なのだが、なんでも新しく即位した王様が、この地下通路を別の用途に使いたいらしく、この依頼クエストを冒険者ギルドに依頼したらしい。地下通路の安全が確保されるまで、何人でも挑戦可能。報酬は狩った生物の取れ高次第。報酬は少ないが危険度も低い、初心者向けの依頼クエストとのことだった。

　ムサシ坊や君を加えた冒険者ＰＴパーテイの一団は、そんな地下通路の中を進んでいた。ジメジメした空気に、イライラしたユノがムサシ坊や君の頭をど突いた。

「おい、こいつに前を歩かせるな！　視界が塞がれる」

「前衛が後ろに下がってたら意味がないだろう。我慢してくれ」

　ディスに諭されてユノは「ちっ」と舌打ちをした。そんなときだ。

　冒険者たちの前に、突如、大蛇が現れた。全長は十メートル、太さは一抱え分ありそうな巨大な蛇が、鎌首を持ち上げて、冒険者たちを『キシャーッ！』と威嚇してくる。とっさに、ディスとムサシ坊や君が前に出た。

「俺たちが前衛を務める！　残りは後方から支援だ！」

『………（ムサシ坊や君、サムズアップポーズ）』

　次の瞬間、大蛇が襲いかかってきた。ディスのほうに。そのあとも大蛇は、なぜかムサシ坊や君を無視して、ディスのほうにばかり攻撃を加えてきた。

「ちょ、なんで俺の方ばっかり!?」

『!?』

　説明しよう。蛇は獲物の体温を感知して探すため、着ぐるみのみのムサシ坊や君を感知することができなかったのだ。

　大蛇のしっぽパンチを喰くらい、咄とつ嗟さに盾でガードしたものの、ディスの体勢が崩れた。その隙を突いて、大蛇は二人の間をスルスルとすり抜け、背後の三人へと襲いかかった。真っ先に狙われたのは、中衛でサポート役に徹していたユノだった。

「ちょ、なんでそっちの着ぐるみ無視してこっち突っ込んでくるの！　あ、あたし、蛇だけはダメなのおおお！」

　突然の大蛇の襲撃に、ユノは腰が抜けてしまったようだ。尻餅をついたまま動けないユノに、大口を開けた大蛇が迫った。やられる、と思ったその瞬間、

　ザシュッ！

　大蛇の牙がユノを襲う寸前で、ムサシ坊や君が大蛇を背後から、手にした薙刀で真っ二つにした。胴体真ん中辺りで真っ二つにされた大蛇の頭と尻尾は、しばらくその場をのたうち回っていたが、やがて沈黙した。薙刀を振るい、付着していた血ち糊のりを払うムサシ坊や君。我に返ったユノは、恥ずかしそうにムサシ坊や君に言った。

「あ、ありがとう……」

『………（ムサシ坊や君、サムズアップポーズをしたあと、ユノの頭をポンポンと叩たたいた）』

　手柄を誇るでもなく、自分のことを気遣うムサシ坊や君の姿に、ユノは胸元に手を当てた。よほど怖かったのだろうか、妙にドキドキしている。

（へ、変なヤツだけど……悪いヤツじゃないっぽいな）

　ユノは彼（？）への評価を改めると、みんなのあとを追った。







　そのあともＰＴパーテイの探索は続いた。二階層目に入るに伴い、巨大生物の攻撃も激しさを増してきた。一匹だけでなく群れで襲い来るものが出始めたのだ。

『………（ムサシ坊や君、高速回転斬りで巨大コウモリの群れをなぎ払う）』

「おっ、なかなかやるじゃないか」

『………（ムサシ坊や君、ディスに向かってサムズアップポーズ）』

「……ん？　おい、お前……」

『………（ムサシ坊や君、「なに？」と首をかしげる）』

「お前の背中、何匹かコウモリがぶら下がってんだけど……」

『!?（ジタバタするムサシ坊や君）』

「まったく……ほら、とってやるから」

　説明しよう。ムサシ坊や君には痛覚がないから、嚙かまれても気がつかなかったのだ。







　―――その数分後。

　バチャバチャ、バチャバチャ

『………（ムサシ坊や君、水の溜たまった穴にはまって藻も搔がいている）』

　バチャバチャ、バチャバチャ！

『………（ＰＴパーテイメンバーに「早く助けテー」と訴えている）』

　それを見ていたジュリアとフェブラルは、ほっこりとしていた。

「遊んでいるようにしか見えないわね～」

「そうですね」

「おい、早く助けようぜ！　ホラ、アンタも。さっさと摑つかまりな」

　ユノが手を差し伸べて、ムサシ坊や君を引っ張り上げた。助け出されたムサシ坊や君は、米つきバッタのように、何度も何度もユノに頭を下げた。

『………（「ありがとうごぜえます！　このご恩は一生忘れません！」と言っている）』

「べ、別に礼なんていいんだよ。アンタにはさっき助けられた借りがあったからな。仲間だったら助け合うのは当然だ」

『………（「自分を仲間と認めてくれるんですか!?」と感動している）』

「し、知るかよ！　ほらっ、とっとと行こうぜ」

『………（「あ、待って～」とユノのあとを追った）』

　遠ざかるポテポテという足音。残ったメンバーたちは呆あつ気けにとられていた。

「ユノのやつ……あの着ぐるみと会話してなかったか？」

「私にもそう見えました。着ぐるみはなにも言ってませんでしたが」

　ディスの疑問に、フェブラルも首肯した。するとジュリアがウフフと笑った。

「だとしたらそれは、愛の力かしらね～」

「「　愛!?　」」

　暗い地下道に、男二人のハモった声がこだました。







　―――さらに数刻後。冒険者たちはついに地下道の三層目へと辿たどり着いた。

　相当広めに造っているのか天井も十メートル以上はありそうなほど高く、道幅も広い。この地下道は三層構造なので、この階が最下層になっている。多少のアクシデントはあったものの、ここまでの行程は順調そのものだった。

「歯ごたえがねぇな。初心者レベルってのもうなずけるぜ」

　ユノの言葉にムサシ坊や君は、（そうなの？）といった感じに小首を傾かしげた。

「ダンジョンの魔物になれているからな。凶暴でも動物相手に後れはとらないさ」

『………（「その割りには蛇を怖がってたじゃん……」という目で見る）』

「あ、あれはノーカンだ！　誰にだって苦手なものはあるだろ！」

『………（「あーはいはい、そうですか」とばかりに肩をすくめる）』

「おい、言いたいことがあるならハッキリ言えよ！　あたしが本気を出せばなぁ、」

　地下道を言い合いながら（ユノが一方的に話しているだけだけど）歩く二人を、残りのメンバーが呆あきれたように見ていた。

「だからなんで、あれで会話が成立するのかねぇ」

「ジュリアさんの『愛』という意見を、信じ始めている自分がいます」

　と、そのときだった。

「っ!?　みんな、警戒！」

　ユノが叫んだ。それまでの弛たるんだ空気が吹き飛び、皆、即座に応戦の態勢を整えた。このオン・オフの切り替えは、さすが冒険者だ。ディスがユノに尋ねた。

「ユノ、数は？」

「一。だけど、とんでもなくでかい」

　冒険者のシーフは感覚が鋭敏で、僅かな音や空気の振動から、離れた場所にいる相手の正確な数や大きさを測ることができるのだ。

「でかいってどれくらいだ？」

「大蛇なんか比じゃないくらい」

「ここはただの地下道でしょ？　なんでそんな大きいのがいるのよ」

　そんなジュリアの疑問に答えたのは、フェブラルだった。

「こういった地下空間では、生き物が通常では信じられないほど、巨大に成長すると聞いたことがあります。一度大きくなってしまえば天敵は存在しなくなり、通年で気温もあまり変わらないため、息絶えることなく、どんどん巨大化していくんだとか」

「この先に、そうやってでかくなったヤツがいるってのか!?」

　ディスがそう言うのと同時に、空気が震えた。その巨大な何者かがもう、目と鼻の先にいるのだと、シーフでなくても感じ取ることができた。

「来る！」

　ユノがそう叫んだとき、それは姿を現した。地下道にしては高い天井にまで届きそうな巨体。体表はぬめぬめとした粘液で覆われていて、パックリと大きく開きそうな口とは対照的に、その目は小さすぎて一目ではわからなかった。

「「「「　サラマンダー！　」」」」

　四人の声が重なった。たった一人（？）、ムサシ坊や君だけが、

『………（「バカでかいサンショウウオ!?」）』

　と、みんなとは違う感想を抱いていた。ディスは自分の目を疑った。

「おいおい……サラマンダーって普通、でかくても二メートルくらいだよな？」

『………（「この世界のサンショウウオって、普通でもコモドオオトカゲ並みなの!?」）』

　ムサシ坊や君は驚いていたけど、誰にも気付いてもらえなかった。

「どうみても全長十メートル以上はあるように見えるぞ」

「巨大化するとここまで大きくなるのですね……」

　フェブラルは感心したようにそう言った。

「しかし、サラマンダーとなると厄介ですね。体表の粘液は強酸です。近接武器での攻撃は危険ですし、熱も防ぎます。反面、凍らせれば楽に倒せる相手なのですが……」

「うちに氷属性の魔法が使えるヤツはいない。炎が効くならジュリアの魔法でなんとでもなったんだが……着ぐるみの旦那は？」

『………（「無理無理」と首を振る）』

「じゃあどうしようもないな。……逃げるぞ」

　この冒険者ＰＴパーテイのまとめ役であるディスは、即座に撤退を決めた。

「俺たちの依頼クエストは探索と調査だ。無理する必要はない。あんなのがいるって報告さえすれば、あとは王城の方から改めて討伐隊が送られるはずだ」

「……わかりました。ですが、簡単に逃げられるでしょうか」

　フェブラルが指摘した通り、サラマンダーは完全に冒険者たちをロックオンしているようだった。ディスは奥歯を嚙みしめながら、盾を構えて前に出た。

「逃げ切るしかないだろ。足の遅いフェブラルとジュリアが先に逃げろ。次が装備の薄いユノだ。着ぐるみの旦那、俺と一緒に殿しんがりを頼めるかい？」

『………（「合点承知！」とサムズアップポーズ）』

「よし………………散っ！」

　ディスの号令と共に、それぞれが動き出した。

　フェブラルとジュリアが来た道を戻って走り出し、ディスとムサシ坊や君はその場に踏み留とどまって、サラマンダーを牽けん制せいした。ユノは足を活かし、軽快に動き回ることでサラマンダーを攪こう乱らんしに掛かる。サラマンダーは逃げる二人を追おうとしたものの、ディスとムサシ坊や君に阻まれ、加えてユノの動きに翻弄され、なかなか前に進めなかった。

　やがて焦れたのか、サラマンダーは大きく吠ほえると、長い尻尾をブンッと振った。その瞬間、尻尾に付着していた粘液が飛び散る。

「やばっ！　みんな、気をつけろ！」

「きゃっ」

　降り注いだ強酸性の粘液が、冒険者たちを襲った。ディスの盾、ユノの胸当てとシャツ、フェブラルの衣服の背中側、ジュリアのロングスカートに付着した粘液が、ジュッという音と、嫌な臭いを放ちながら、布や金属を溶かしていた。

「サラマンダーの粘液は肉も溶かします！　付着した装備は脱ぎ捨ててください！」

　上着を脱ぎながら、フェブラルはそう叫んだ。それを聞き、ディスは盾を捨て、ジュリアはロングスカートを脱ぎ、パンツが見える状態になりながら走り続けた。

「ちょっ、あたし、胸当てなんだけど！」

「早く脱げ！　微乳が無乳どころか、肋ろつ骨こつ丸見えになるんだぞ！」

「ぐうっ……」

　ディスに一喝され、ユノは胸当てとシャツを脱ぎ捨て、トップレスの状態になった。右手で先端部分を隠し、左手で短剣を構えたが、羞恥で真っ赤になっている。

「ユノももう退け！　着ぐるみの旦那は大丈夫か！」

　ディスがユノが逃げ出すのを確認してから、ムサシ坊や君の方を見ると、その顔面にはべっちゃりと粘液が付着していた。

「お、おい！　なにしてんだ！　とっととその着ぐるみを脱げよ！」

『………』

　しかし、心配するディスに、ムサシ坊や君はフルフルと首を振った。よくよく見てみれば、粘液が付着してはいるものの、どこも溶けている様子はなかった。

「……もしかして、その着ぐるみって酸を防げるのか？」

『………（ムサシ坊や君、サムズアップポーズ）』
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　説明しよう。ムサシ坊や君の〝表皮〟には、割と良い額をもらっている発注者のお給金が、他に使い道もないからと惜しげもなく使われていて、防刃・防弾・耐寒・耐熱・耐酸性に優れた特殊繊維でできているのだ。ディスは一瞬、呆気にとられたが、

「ははっ……よし、あと十秒で俺たちも逃げるぞ。いくぞ……………三、二、一」

　一、のカウントと同時に、二人は踵きびすを返し、走り出した。サラマンダーもそんな二人を追いかけ出す。しかしその巨体ゆえか、あまり足は速くないようだ。この分なら逃げ切れる！……そう思ったとき、ビュンッと、サラマンダーが再度、尻尾を振るった。先ほどとは違い走りながらだったため、粘液はてんでバラバラの方向に飛んでいく。

「うぐっ」

「ユノ！」

　飛び散った粘液は、ディスとムサシ坊や君には当たらなかったが、運の悪いことに、先行していたユノの足をかすめた。足を抱えてうずくまるユノ。激痛で動けないようだ。このままでは追いつかれてしまう。すると、

『………！』

「うわっ」

　ムサシ坊や君はユノに追いつくと同時に、その身体からだを抱え上げ、背中に付いている葛籠つづらの中に放り込んだ。そして背負った葛籠にユノを入れたまま、ムサシ坊や君はポテポテと走った。ユノは葛籠から顔を出しながら、必死に走るムサシ坊や君の横顔を見た。

「あ、その……ありがとう」

『………（ムサシ坊や君、サムズアップポーズ）』

　そしてディスとムサシ坊や君は、間一髪のところで細穴へと逃げ込んだ。







　サラマンダーから辛くも逃げ切り、地上へと帰還した冒険者たちは、探索内容をギルドへと報告した。サラマンダーの討伐はならなかったものの、その目撃証言は有効と判断され、かなりの賞与が支払われることになった。あのサラマンダーに対しては、近く討伐部隊が派遣されるらしい。ともかく、これで依頼クエスト完了となった。

　報酬をもらい、本日の成果を山分けしようとするメンバーたち。しかし、なぜかムサシ坊や君は、その報酬を受け取ろうとしなかった。ディスは困惑していた。

「そんな、お前にはユノを助けてもらった恩だってある！　報酬を受け取ってくれ」

『………（ムサシ坊や君、静かに首を横に振る）』

「本当に、ほんっとーにいらないのか？」

『………（ムサシ坊や君、コクコクと頷うなずく。そして「じゃあね」と手を振る）』

　ポテポテと冒険者ＰＴパーテイのもとから走り去るムサシ坊や君。すでに服を着替えたジュリアとユノは、そんな彼（？）の姿を困惑顔で見送っていた。

「なんだったのでしょう？　あの人（？）は」

「あたしに聞くなよ。というか、そもそもあれって人なのか？」

「妖精さんでも入ってたんでしょうかね～」

「まさか……でも、もしそうなら……きっと……」

　きっと良い妖精なんだろうな、と、ユノは思った。

　謎を残し去るムサシ坊や君。その正体は魔導士さんの言うように妖精だったのか。

　また王都に新たな都市伝説が生まれるのだった。





◇　◇　◇






　パルナム城内にある共用の大浴場。

　そこには「ムサシ坊や君人形（大）」の胴体部分を水を張った浴槽につけて、こびりついた酸や泥を落としているソーマと、それを冷めた目で見ているリーシアがいた。

「……なんか、前見たときより大きくなってない？」

「あれはプロトタイプ。あれをモデルに城下の職人に発注したものだよ」

「っ！　まさか最近、城下で噂うわさになっている『着ぐるみの冒険者』って……」

「あー、多分こいつだろうな……って、リーシア？　顔が怖いんだけど？」

「マネキン人形のときといい、このパルナムを魔都にする気なの!?」

「あイタっ……ってどわっ！」

　リーシアに桶おけをぶつけられ、ソーマは水風呂に着衣ダイブすることになった。水の中でソーマは、今日、ムサシ坊や君が経験した出来事を思い出していた。

（まさか、王都の地下にあんなどでかい生物がいるとは思わなかったな。被害報告が届く前に発見できたのは良かったけど、ユノたちを危険に晒さらしてしまった……）

　住み着いた野生生物の駆除くらいなら、初級冒険者でもできるだろうと高をくくり、難易度の推定を間違えてしまった。危うく自分の出した依頼クエストで、冒険者に余計な死者を出してしまうところだった。最後に報酬を受け取らなかったのは、ユノたちに迷惑を掛けてしまったことへの、せめてもの償いという意味もあった。……まあ、自分で出した依頼クエストの報酬を、自分でもらうわけにもいかないのが一番の理由なのだが。

（ともかく、今日のことは大いに反省する必要があるだろう。……でも）

『あ、その……ありがとう』

　ムサシ坊や君に担がれて、照れくさそうに言うユノの顔を思い出し、ソーマの口角は自然と上がった。

（……冒険自体は楽しかったな。また一緒に冒険できたらいいな）

　濁った水に浸つかりながら、ソーマはそんなことを思った。
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